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は じ め に

市町村の広域合併により検診体制等が見直されたことで、平成１７年度鳥取県各がん検診実績は、受

診者数、受診率ともに大幅に減少しましたが、全国平均より高く、平成１８年度実績においても前年度

とほぼ同様な結果でした。

しかし、国の「がん対策基本計画」の中で、今後１０年間で受診率５０％、７５歳までの死亡率２０％減少

に向けて、どのような施策をとっていくかが大きな課題となっております。

がん検診を推進するに当たっては、市町村の検診体制の充実、要精検者に対し精検受診の大切さを

啓発すること、更に、保健師の受診勧奨が極めて重要でありますが、それ以前の問題として、基礎

データとなる対象者の把握方法が統一されていないことがあります。

国においては、対象者の取扱いの考え方、算出方式が示されましたが、本県の現状を踏まえながら、

国が示す算出方式を導入するかどうか、今後更に検討していかなければなりません。

鳥取県健康対策協議会においても、検診の質の向上や精度管理向上に努めていきたいと存じますの

で、行政、医師会、鳥取大学医学部の更なるご協力、ご指導を賜りますよう、よろしくお願い致します。

平成２０年３月

鳥取県健康対策協議会

会 長 岡 本 公 男
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�．平成１８年度各がん検診事業実績



指 標 の 解 説

１．対象者数：職域等で受診の機会がない者として各市町村が把握している人数

胃、肺、大腸がん検診：４０歳以上

乳がん検診：平成１７年度より対象者は４０歳以上。（同一人の隔年検診）

子宮がん検診：平成１７年度より対象者は２０歳以上。

肝炎ウイルス検査：以下の（１）から（４）に該当する者を対象者とする。ただし、いずれの場合も過

去にHCV抗体検査を受けたことがある者は除くこととする。

（１）４０、４５、５０、５５、６０、６５、７０歳の者

（２） 基本健康診査の結果、肝機能（GPT）について要指導（３６～４５IU）と診断された者

（３） 過去に肝機能異常を指摘された者

（４） 広範な外科的処置を受けたことのある者又は妊娠・分娩時に多量に出血したことのある者で

あって定期的に肝機能検査を受けていない者

２．受診者数：集団検診、施設検診で検診を受診した人数

３．受診率：がん検診の対象者のうち、実際の受診者の割合

４．要精検者数：一次検診の結果、精密検査が必要と診断された人数

５．要精検率：がん検診受診者のうち、精密検査が必要とされた者の割合

６．精検受診者数：精密検査が必要と診断された者のうち、精密検査を受診した人数

７．精検受診率：精密検査が必要な者のうち、精密検査を受けた者の割合

８．がん、がん疑いの人数：精密検査の結果、がん、がん疑いと診断された人数

子宮がん検診の場合、異形成と子宮内膜増殖症はがん疑いとして集計します。

９．がん発見率：がん検診受診者のうち、がんとされた者の割合

１０．陽性反応適中度：精密検査が必要な者のうち、がんとされた者の割合

１１．確定癌数：精密検査の結果、がん、がん疑いと診断された者について、鳥取県健康対策協議会に

おいて確定調査を行った結果、「癌」であった者の人数

１２．確定癌率：がん検診受診者のうち、確定調査の結果、癌であった者の割合

３



１．胃 が ん 検 診

１．胃がん検診実績
対象者数（４０歳以上のうち職域等で受診の機会がない者として各市町村が把握している人数）は

１７４，０５１人のうち、受診者数はＸ線検査２３，２４７人、平成１２年度より導入した内視鏡検査は２１，９４５人で

合計４５，１９２人、受診率は２６％であった。年々Ｘ線検査の減少と内視鏡検査の増加が際だってきている。

全国平均受診率が１２．４％台に比べ、鳥取県は非常に良い成績である

検査の結果、胃がんであった者は１５８人発見され（Ｘ線検査４６人、内視鏡検査１１２人）、がん発見率

は０．３５％であった。

Ｘ線検査でのがん発見率は０．１９８％に対し、内視鏡検査でのがん発見率は０．５１％で約２．６倍も高い。

確定調査の結果、確定癌は１６６例、発見癌率は０．３７％であった。

（１） Ｘ線検査は１９市町村で実施され、受診者数は２３，２４７人で、受診率は１３．４％で年々減少傾向であ

る。一次検診の要精検者は２，１６２人、要精検率は９．３％。このうち、精密検査を受診したのは１，７３８

人、精検受診率は８０．４％であった。車検診においては、各地区の要精検率に格差はなくなったが、

病院で受診した人の要精検率が相変わらず１９％と高い。医療機関検診でばらつきがあり、特に中

部で３０．９％と非常に高い。毎年言われている事であるが、改善対策を中部で検討していただきたい。

精検結果は、胃がんであった者は４６人で、胃がん発見率は０．１９８％であった。

（２） 内視鏡検査は、１５市町村で実施され、受診者数は２１，９４５人で、検査結果は胃がんであった者は

１１２人が発見され、発見率は０．５１％であった。

内視鏡検査の組織診実施率が９．７％と非常に高い。５％程度が妥当である。ポリープをすべて精

検している例やＨ．ピロリーの検査のための精検もある。組織診実施状況を各地区で調査する事

となった。

２．胃がん検診発見胃がん確定調査結果
平成１８年度に発見された胃がん及び胃がん疑いについて確定調査を行った結果、確定胃がんは１６６

例（一次検査がＸ線検査：車検診２８例、施設検診２１例、一次検査内視鏡検査：１１７例）であった。

（１） 早期癌は１２５例、進行癌は４１例であった。早期癌率は７５．３％で、東部７６．１％、中部８５．７％、西部

７０．４％であった。

（２） 切除例は１４５例で、そのうち内視鏡切除が３８例であった。

（３） 性・年齢別では、男性１０５例、女性６０例であった。男女とも７０～７９歳から癌が多く見つかってお

り、全体の半数以上を占めている。また、８０歳代のがんも増えている。

（４） 早期癌では「�c」が５９．２％で大半を占めている。進行癌では「２」、「３」で４３．９％を占めてい

る。全国集計と同じ傾向であった。

（５） 切除例の深達度では「t１」が１２２例で、そのうちｍが７０例であった。

（６） 切除例の大きさは２�以内が４３．６％であった。車検診では３０．８％、施設検診では４７．４％、内視

鏡検査では４６．２％であった。内視鏡切除が増えたことにより小さい癌が多く見つかっている。

（７） 肉眼での進行度は内視鏡検査のstage I aが７９例と多かった。

（８） 前年度受診歴を有する進行癌は、東部１件、中部１件、西部５件であった。

４
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（１） 胃がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分
１３ 年 度 １４ 年 度 １５ 年 度

Ｘ線 内視鏡 計 Ｘ線 内視鏡 計 Ｘ線 内視鏡 計

一次検診

対 象 者 数（人） Ａ １６７，３３６ １６９，７５４ １７１，９４１

受 診 者 数（人） Ｂ ３３，９０４ ９，７３２ ４３，６３６ ３２，７３８１３，２９５ ４６，０３３ ３１，５８７１６，４５９ ４８，０４６

受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ２０．３ ５．８ ２６．１ １９．３ ７．８ ２７．１ １８．４ ９．６ ２７．９

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ２９，６１８ ２９，１７５ ２８，１５３

要 精 検 者 数（人） Ｅ ４，２８６ ３，５６３ ３，４３４

要 精 検 率（％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ １２．６ １０．９ １０．９

精密検査
精検受診者数（人） Ｇ ３，２１２ ２，６０４ ２，７０２

精 検 受 診 率（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ７４．９ ７３．１ ７８．７

精密検査
結 果

胃 が ん の 者（人） Ｉ ７０（５）４７（２６）１１７（３１） ４３（８）９１（１９）１３４（２７） ７０（４）９４（２０）１６４（２４）

胃がん発見率（％）Ｊ＝Ｉ／Ｂ ０．２１ ０．４８ ０．２７ ０．１３ ０．６８ ０．２９ ０．２２ ０．５７ ０．３４

陽性反応適中度（％）Ｋ＝Ｉ／Ｅ １．６ １．２ ２．０

確定調査
結 果

確 定 が ん 数（人） Ｌ ６７ ４２ １０９ ５３ ８９ １４２ ６９ ８９ １５８

確 定 が ん 率（％）Ｍ＝Ｌ／Ｂ ０．２０ ０．４３ ０．２５ ０．１６ ０．６７ ０．３１ ０．２２ ０．５４ ０．３３

区 分
１６ 年 度 １７ 年 度 １８ 年 度

Ｘ線 内視鏡 計 Ｘ線 内視鏡 計 Ｘ線 内視鏡 計

一次検診

対 象 者 数（人） Ａ １６７，９００ １７７，４２８ １７４，０５１

受 診 者 数（人） Ｂ ２８，９６３１７，６６６ ４６，６２９ ２５，７８４１９，３３９ ４５，１２３ ２３，２４７２１，９４５ ４５，１９２

受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ １７．３ １０．５ ２７．８ １４．５ １０．９ ２５．４ １３．４ １２．６ ２６．０

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ２５，８５９ ２３，１５６ ２１，０８５

要 精 検 者 数（人） Ｅ ３，１０４ ２，６２８ ２，１６２

要 精 検 率（％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ １０．７ １０．２ ９．３

精密検査
精検受診者数（人） Ｇ ２，３７２ ２，１０９ １，７３８

精 検 受 診 率（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ７６．４ ８０．３ ８０．４

精密検査
結 果

胃 が ん の 者（人） Ｉ ５１（７）８５（２０）１３６（２７） ５３（７）１０９（３８） １６２（４５）４６（１１）１１２（３２） １５８（４３）

胃がん発見率（％）Ｊ＝Ｉ／Ｂ ０．１８ ０．４８ ０．２９ ０．２１ ０．５６ ０．３６ ０．２０ ０．５１ ０．３５

陽性反応適中度（％）Ｋ＝Ｉ／Ｅ １．６ ２．０ ２．１

確定調査
結 果

確 定 が ん 数（人） Ｌ ５１ ８７ １３８ ５３ １１７ １７０ ４９ １１７ １６６

確 定 が ん 率（％）Ｍ＝Ｌ／Ｂ ０．１８ ０．４９ ０．３０ ０．２１ ０．６０ ０．３８ ０．２１ ０．５３ ０．３７

※１ 精密検査結果欄の（ ）内の数値は「がん疑いの者」の数を外数で計上
※２ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上
※３ 確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上

５



（２） 平成１８年度胃がんＸ線検診結果

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢

対象者数（人）

ａ

一次検診
受診者数（人）

ｂ

受診率（％）

ｃ＝ｂ／ａ

一次検診結果 要精検率（％）

ｅ＝ｄ／ｂ
要精検者数

ｄ
異常認めず

男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 計

４０～４４歳 ３，５９４ ６，１８３ ２０７ ５５２ ５．８ ８．９ ７．８ １９ ３０ １８８ ５２２ ９．２ ５．４ ６．５

４５～４９歳 ４，４００ ８，００４ ３０７ ７５３ ７．０ ９．４ ８．５ ３９ ５５ ２６８ ６９８１２．７ ７．３ ８．９

５０～５４歳 ６，３０２ ８，９１２ ４８８ １，１４８ ７．７１２．９１０．８ ４６ ９４ ４４２ １，０５４ ９．４ ８．２ ８．６

５５～５９歳 ８，２３９ １１，７４６ ８３１ ２，１０４１０．１１７．９１４．７ １０８ １４８ ７２３ １，９５６１３．０ ７．０ ８．７

６０～６４歳 ９，２５７ １２，３５１ １，０５７ ２，１３６１１．４１７．３１４．８ １１８ １７６ ９３９ １，９６０１１．２ ８．２ ９．２

６５～６９歳 ９，５８９ １３，６２４ １，５９５ ２，６０６１６．６１９．１１８．１ １９１ ２１２ １，４０４ ２，３９４１２．０ ８．１ ９．６

７０～７４歳 １０，５２５ １４，５８２ １，７２１ ２，７４２１６．４１８．８１７．８ １９５ ２４８ １，５２６ ２，４９４１１．３ ９．０ ９．９

７５～７９歳 ８，６１９ １３，６００ １，２６２ １，８９９１４．６１４．０１４．２ １３８ １７８ １，１２４ １，７２１１０．９ ９．４ １０．０

８０歳以上 ７，９２９ １６，５９５ ７９９ １，０４０１０．１ ６．３ ７．５ ８０ ８７ ７１９ ９５３１０．０ ８．４ ９．１

計 ６８，４５４ １０５，５９７ ８，２６７ １４，９８０１２．１１４．２１３．４ ９３４ １，２２８ ７，３３３ １３，７５２１１．３ ８．２ ９．３

合 計 １７４，０５１ ２３，２４７ １３．４ ２，１６２ ２１，０８５ ９．３

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢

精密検査
受診者数（人）

ｆ

精密検査
受診率（％）
ｇ＝ｆ／ｄ

精密検査結果
胃がん発見率（％）

ｉ＝ｈ／ｂ

陽性反応的中度（％）

ｊ＝ｈ／ｄ
異 常
認めず

その他の
疾病

胃がん
疑い

胃がん
ｈ

男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

４０～４４歳 １２ ２４ ６３．２８０．０７３．５ ７ １１ ５ １３ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０ ０．０ ０．０

４５～４９歳 ２５ ３７ ６４．１６７．３６６．０ ９ ４ １６ ３２ ０ ０ ０ １ ０．０００ ０．１３３ ０．０９４ ０．０ １．０ １．１

５０～５４歳 ３０ ７４ ６５．２７８．７７４．３ ６ ２４ ２３ ４９ ０ １ １ ０ ０．２０５ ０．０００ ０．０６１ ２．２ ２．０ ０．７

５５～５９歳 ７２ １１７ ６６．７７９．１７３．８ ７ ３４ ６２ ８０ ０ １ ３ ２ ０．３６１ ０．０９５ ０．１７０ ２．８ ３．０ ２．０

６０～６４歳 ９０ １４７ ７６．３８３．５８０．６ ２６ ４９ ６３ ９７ ０ ０ １ １ ０．０９５ ０．０４７ ０．０６３ ０．８ ４．０ ０．７

６５～６９歳 １５４ １８３ ８０．６８６．３８３．６ ３５ ５５ １１３ １２４ ０ ２ ６ ２ ０．３７６ ０．０７７ ０．１９０ ３．１ ５．０ ２．０

７０～７４歳 １５５ ２１７ ７９．５８７．５８４．０ ３８ ６３ １０８ １４９ １ １ ８ ４ ０．４６５ ０．１４６ ０．２６９ ４．１ ６．０ ２．７

７５～７９歳 １１４ １４８ ８２．６８３．１８２．９ ２４ ３４ ８３ １１２ １ １ ６ １ ０．４７５ ０．０５３ ０．２２１ ４．３ ７．０ ２．２

８０歳以上 ６６ ７３ ８２．５８３．９８３．２ １５ ２０ ４０ ５１ ２ １ ９ １ １．１２６ ０．０９６ ０．５４４ １１．３ ８．０ ６．０

計 ７１８ １，０２０ ７６．９８３．１８０．４ １６７ ２９４ ５１３ ７０７ ４ ７ ３４１２ ０．４１１ ０．０８０ ０．１９８ ３．６ ９．０ ２．１

合 計 １，７３８ ８０．４ ４６１ １，２２０ １１ ４６ ０．１９８ ２．１

３）検査機関別

ａ．一次検診結果

一次検診機関

一次検診
受診者数（人）

a′

一次検診結果
要精検率（％）

c′＝b′／a′
要精検者数
b′

異常認めず

男 女 男 女 男 女 男 女 計

保 健 事 業 団 ５，３３２ ９，４３４ ５２５ ６３７ ４，８０７ ８，７９７ ９．８ ６．８ ７．９

中国労働衛生協会 ２０２ ２２５ ２３ ２８ １７９ １９７ １１．４ １２．４ １１．９

病 院 ６４１ １，４４８ １５４ ２４３ ４８７ １，２０５ ２４．０ １６．８ １９．０

診 療 所 ２，０９２ ３，８７３ ２３２ ３２０ １，８６０ ３，５５３ １１．１ ８．３ ９．３

計 ８，２６７ １４，９８０ ９３４ １，２２８ ７，３３３ １３，７５２ １１．３ ８．２ ９．３

合 計 ２３，２４７ ２，１６２ ２１，０８５ ９．３

６
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検診機関別要精検率の推移 
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10.9 9.5

11.6
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12.9

19.2

8.8

13.5

H.18

精密検査結果（X線） その他の疾病の内訳 

胃がん疑い 
0.6％ 

胃がん 
2.6％ 

異常認めず 
26.5％ 

その他の疾病 
70.2％ 

非上皮性悪性腫瘍 
0.1％ 

その他の胃良性疾患 
54.8％ 胃潰瘍 

（瘢痕を含む） 
14.2％ 

胃腺腫（異型上皮） 
2.1％ 

胃ポリープ 
25.1％ 

胃・十二指腸潰瘍 
（瘢痕を含む） 

1.3％ 

十二指腸潰瘍 
（瘢痕を含む） 

4.4％ 

検診機関別要精検率の推移（％）

一次検診機関 １４年 度 １５年 度 １６年 度 １７年 度 １８年 度

保 健 事 業 団 ８．７ ８．８ ８．９ ８．３ ７．９

中国労働衛生協会 ５．９ ８．８ ９．５ ７．２ １１．９

集 団 検 診 小 計 ８．６ ８．８ ８．９ ８．３ ８．０
病 院 ９．２ ２２．４ １９．９ ２０．９ １９．０

診 療 所 １２．９ １３．５ １１．６ １０．７ ９．３

医療機関検診小計 １４．９ １４．８ １４．１ １３．３ １１．８

合 計 １０．９ １０．９ １０．７ １０．２ ９．３

ｂ．精密検診結果

一次検
診機関

精密検査
受診者数（人）

d′

精密検査受診率
（％）
e′＝d′／b′

精密検査結果
胃がん発見率（％）

g′＝f′／a′

陽性反応的中度（％）

h′＝f′／b′
異 常
認めず

その他の
疾病

胃がん
疑い

胃がん
f′

男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

保健事業団 ４２８ ５４８ ８１．５８６．０８４．０ １０７ １５５ ３０１ ３８２ ３ ４ １７ ７ ０．３１９ ０．０７４ ０．１６３ ３．２ １．１ ２．１

中国労働
衛生協会 １２ ２７ ５２．２９６．４７６．５ ７ １４ ５ １３ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０ ０．０ ０．０

集団検診
小 計 ４４０ ５７５ ８０．３８６．５８３．７ １１４ １６９ ３０６ ３９５ ３ ４ １７ ７ ０．３０７ ０．０７２ ０．１５８ ３．１ １．１ ２．０

病 院 ９５ １８０ ６１．７７４．１６９．３ １７ ５４ ７２ １２２ １ ２ ５ ２ ０．７８０ ０．１３８ ０．３３５ ３．２ ０．８ １．８

診 療 所 １８３ ２６５ ７８．９８２．８８１．２ ３６ ７１ １３５ １９０ ０ １ １２ ３ ０．５７４ ０．０７７ ０．２５１ ５．２ ０．９ ２．７

医療機関
検診小計 ２７８ ４４５ ７２．０７９．０７６．２ ５３ １２５ ２０７ ３１２ １ ３ １７ ５ ０．６２２ ０．０９４ ０．２７３ ４．４ ０．９ ２．３

計 ７１８ １，０２０ ７６．９８３．１８０．４ １６７ ２９４ ５１３ ７０７ ４ ７ ３４１２ ０．４１１ ０．０８０ ０．１９８ ３．６ １．０ ２．１

合 計 １，７３８ ８０．４ ４６１ １，２２０ １１ ４６ ０．１９８ ２．１

７
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２
１０

０
０

１０
０
．０
００

０
．０

智
頭
町

３
，４
５９

５７
７

２２
５

８０
２

２３
．２

３８
４７

８５
１０
．６

６９
８１
．２

１７
５０

０
２

５２
０
．２
４９

２
．４

湯
梨
浜
町

３
，２
０１

７７
５

０
７７
５

２４
．２

７３
０

７３
９
．４

６５
８９
．０

１４
４８

１
２

５１
０
．２
５８

２
．７

三
朝
町

１
，２
９４

５２
０

０
５２
０

４０
．２

５２
０

５２
１０
．０

３８
７３
．１

１１
２５

０
２

２７
０
．３
８５

３
．８

北
栄
町

３
，８
０４

９９
８

９
１
，０
０７

２６
．５

１１
４

３
１１
７

１１
．６

９９
８４
．６

２９
６６

１
３

７０
０
．２
９８

２
．６

琴
浦
町

６
，４
７９

１
，５
５１

７
１
，５
５８

２４
．０

１５
４

０
１５
４

９
．９

１２
４

８０
．５

４４
７７

１
２

８０
０
．１
２８

１
．３

南
部
町

２
，５
２５

４２
３

８０
５０
３

１９
．９

３４
３

３７
７
．４

３３
８９
．２

１１
２１

０
１

２２
０
．１
９９

２
．７

伯
耆
町

７
，８
６４

９１
７

７
９２
４

１１
．７

５０
３

５３
５
．７

３４
６４
．２

１８
１６

０
０

１６
０
．０
００

０
．０

日
吉
津
村

１
，６
０４

１６
５

０
１６
５

１０
．３

１０
０

１０
６
．１

８
８０
．０

４
３

０
１

４
０
．６
０６

１０
．０

大
山
町

４
，８
９１

９９
６

０
９９
６

２０
．４

６８
０

６８
６
．８

５３
７７
．９

２０
３３

０
０

３３
０
．０
００

０
．０

日
南
町

１
，６
５２

３１
６

０
３１
６

１９
．１

１５
０

１５
４
．７

１１
７３
．３

２
９

０
０

９
０
．０
００

０
．０

日
野
町

１
，０
７１

３３
９

１
３４
０

３１
．７

１８
０

１８
５
．３

１４
７７
．８

２
１２

０
０

１２
０
．０
００

０
．０

江
府
町

６６
１

３８
９

０
３８
９

５８
．９

４７
０

４７
１２
．１

３８
８０
．９

２０
１８

０
０

１８
０
．０
００

０
．０

合
計
１７
４
，０
５１

１５
，１
９３

８
，０
５４

２３
，２
４７

１３
．４

１
，２
１３

９４
９

２
，１
６２

９
．３

１
，７
３８

８０
．４

４６
１

１
，２
２０

１１
４６

１
，２
７７

０
．１
９８

２
．１

東
部
６９
，７
７０

５
，４
２３

４
，５
３６

９
，９
５９

１４
．３

３４
１

５８
４

９２
５

９
．３

７１
２

７７
．０

１６
０

５２
７

４
２１

５５
２

０
．２
１１

２
．３

中
部
２７
，３
８０

５
，２
１８

１２
３

５
，３
４１

１９
．５

５５
６

３８
５９
４

１１
．１

４９
５

８３
．３

１３
８

３３
８

５
１４

３５
７

０
．２
６２

２
．４

西
部
７６
，９
０１

４
，５
５２

３
，３
９５

７
，９
４７

１０
．３

３１
６

３２
７

６４
３

８
．１

５３
１

８２
．６

１６
３

３５
５

２
１１

３６
８

０
．１
３８

１
．７

※
が
ん
発
見
率
及
び
陽
性
反
応
適
中
度
は
、
平
成
１８
年
度
報
告
か
ら
「
が
ん
」
の
者
の
み
を
計
上
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検査結果（内視鏡） その他の疾病の内訳 

胃がん疑い 
0.1％ 

胃がん 
0.5％ 

異常認めず 
35.7％ 

その他の疾病 
63.6％ 

非上皮性悪性腫瘍 
0.1％ 

その他の胃良性疾患 
59.7％ 

胃潰瘍 
（瘢痕を含む） 

10.3％ 

胃腺腫（異型上皮） 
1.6 ％ 
胃ポリープ 
23.3％ 

胃・十二指腸潰瘍 
（瘢痕を含む） 

0.2％ 

十二指腸潰瘍 
（瘢痕を含む） 

5.1％ 

（３） 平成１８年度胃がん内視鏡検診結果

１）年齢階級別

年 齢

一次検診
受診者数（人）

ａ

精 密 検 査 結 果
胃がん発見率（％）

ｃ＝ｂ／ａ
異常認めず その他の疾病 胃がん疑い 胃 が ん

ｂ

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

４０～４４歳 １３１ ３８８ ４４ １６２ ８７ ２２６ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００

４５～４９歳 １７７ ５０６ ５１ １９５ １２５ ３１１ ０ ０ １ ０ ０．５６５ ０．０００ ０．１４６

５０～５４歳 ２９４ ７２８ ８９ ２９３ ２０５ ４３５ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００

５５～５９歳 ５８７ １，４２９ １８２ ５３３ ４００ ８９２ ０ １ ５ ３ ０．８５２ ０．２１０ ０．３９７

６０～６４歳 ９７６ １，８４０ ３２４ ７３８ ６４７ １，０９７ １ １ ４ ４ ０．４１０ ０．２１７ ０．２８４

６５～６９歳 １，５９１ ２，４２２ ５０２ ９０６ １，０７６ １，５０８ ３ ５ １０ ３ ０．６２９ ０．１２４ ０．３２４

７０～７４歳 １，８２５ ２，７２４ ５９６ １，０１８ １，２０４ １，６９１ １ ４ ２４ １１ １．３１５ ０．４０４ ０．７６９

７５～７９歳 １，４８３ ２，２０２ ４６５ ８１８ １，００４ １，３７１ ３ ４ １１ ９ ０．７４２ ０．４０９ ０．５４３

８０歳以上 １，０２９ １，６１３ ３４５ ５７６ ６６９ １，０１６ ３ ６ １２ １５ １．１６６ ０．９３０ １．０２２

計 ８，０９３ １３，８５２ ２，５９８ ５，２３９ ５，４１７ ８，５４７ １１ ２１ ６７ ４５ ０．８２８ ０．３２５ ０．５１０

合 計 ２１，９４５ ７，８３７ １３，９６４ ３２ １１２ ０．５１０

※ がん発見率は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上

２）検診機関別

年 齢

一次検診
受診者数（人）

a′

精 密 検 査 結 果
胃がん発見率（％）

c′＝b′／a′
異常認めず その他の疾病 胃がん疑い 胃がん

b′

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

病 院 ２，２６４ ３，５２８ ４７２ ９０１ １，７７６ ２，６１１ ５ ７ １１ ９ ０．４８６ ０．２５５ ０．３４５

診療所 ５，８２９ １０，３２４ ２，１２６ ４，３３８ ３，６４１ ５，９３６ ６ １４ ５６ ３６ ０．９６１ ０．３４９ ０．５７０

計 ８，０９３ １３，８５２ ２，５９８ ５，２３９ ５，４１７ ８，５４７ １１ ２１ ６７ ４５ ０．８２８ ０．３２５ ０．５１０

合計 ２１，９４５ ７，８３７ １３，９６４ ３２ １１２ ０．５１０

※ がん発見率は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上

９



３）平成１８年度胃がん内視鏡検診受診状況

市町村名

検 査 結 果 別 人 員

受診者数

（人）

組織診

実施者数

組織診

実施率

（％）

異常

認めず

その他

の疾病
がん疑い がん 有所見者

がん発見率

（％）

Ａ Ｂ Ｃ＝Ｂ／Ａ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ＝Ｅ＋Ｆ＋Ｇ Ｉ＝Ｇ／Ａ

鳥 取 市 ８，４３１ １，０１１ １２．０ １，５３２ ６，８４８ ９ ４２ ６，８９９ ０．４９８

米 子 市 ９，０６６ ７２５ ８．０ ４，２２１ ４，７８２ １４ ４９ ４，８４５ ０．５４０

倉 吉 市 ６６７ ６７ １０．０ ３８６ ２７１ １ ９ ２８１ １．３４９

境 港 市 １，９７１ １６９ ８．６ ９４９ １，０１３ ２ ７ １，０２２ ０．３５５

岩 美 町 ２２５ ９ ４．０ ７３ １５０ ２ ０ １５２ ０．０００

八 頭 町 ５６ １１ １９．６ １６ ３８ ２ ０ ４０ ０．０００

若 桜 町 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

智 頭 町 １６８ ２４ １４．３ ５１ １１５ １ １ １１７ ０．５９５

湯梨浜町 ２３９ ３０ １２．６ ５３ １８４ ０ ２ １８６ ０．８３７

三 朝 町 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

北 栄 町 １５７ １３ ８．３ ３５ １２２ ０ ０ １２２ ０．０００

琴 浦 町 ５１ ３ ５．９ １０ ４１ ０ ０ ４１ ０．０００

南 部 町 ５２２ ５６ １０．７ ３３４ １８６ １ １ １８８ ０．１９２

伯 耆 町 １９４ ７ ３．６ ８７ １０７ ０ ０ １０７ ０．０００

日吉津村 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

大 山 町 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

日 南 町 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

日 野 町 ６４ １ １．６ １７ ４７ ０ ０ ４７ ０．０００

江 府 町 １３４ １０ ７．５ ７３ ６０ ０ １ ６１ ０．７４６

合 計 ２１，９４５ ２，１３６ ９．７ ７，８３７ １３，９６４ ３２ １１２ １４，１０８ ０．５１０

東 部 ８，８８０ １，０５５ １１．９ １，６７２ ７，１５１ １４ ４３ ７，２０８ ０．４８４

中 部 １，１１４ １１３ １０．１ ４８４ ６１８ １ １１ ６３０ ０．９８７

西 部 １１，９５１ ９６８ ８．１ ５，６８１ ６，１９５ １７ ５８ ６，２７０ ０．４８５

１０



（４） 平成１８年度胃がん検診受診状況（Ｘ線＋内視鏡）

市町村名
対象者数

（人）

受 診 者 数 Ｘ線精密検査結果および内視鏡検査結果別人員

Ｘ 線

受診者

内視鏡

受診者
計

受診率

（％）

異 常

認めず

その他

の疾病

が ん

疑 い
が ん

有 所

見 者

がん発見率

（％）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ＝Ｂ＋Ｃ Ｅ＝Ｄ／Ａ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ＝Ｇ＋Ｈ＋Ｉ Ｋ＝Ｉ／Ｄ

鳥 取 市 ５４，０００ ６，３２０ ８，４３１ １４，７５１ ２７．３ １，６４２ ７，２０４ １２ ５８ ７，２７４ ０．３９３

米 子 市 ４５，０６０ ３，６９８ ９，０６６ １２，７６４ ２８．３ ４，２９１ ４，９９５ １６ ５７ ５，０６８ ０．４４７

倉 吉 市 １２，６０２ １，４８１ ６６７ ２，１４８ １７．０ ４２６ ３９３ ３ １４ ４１０ ０．６５２

境 港 市 １１，５７３ ６１６ １，９７１ ２，５８７ ２２．４ ９６５ １，０４３ ２ ８ １，０５３ ０．３０９

岩 美 町 ２，５２５ ８２９ ２２５ １，０５４ ４１．７ ９０ １８７ ２ １ １９０ ０．０９５

八 頭 町 ８，３８５ １，６２５ ５６ １，６８１ ２０．０ ３０ １１２ ３ ２ １１７ ０．１１９

若 桜 町 １，４０１ ３８３ ０ ３８３ ２７．３ ２ １０ ０ ０ １０ ０．０００

智 頭 町 ３，４５９ ８０２ １６８ ９７０ ２８．０ ６８ １６５ １ ３ １６９ ０．３０９

湯梨浜町 ３，２０１ ７７５ ２３９ １，０１４ ３１．７ ６７ ２３２ １ ４ ２３７ ０．３９４

三 朝 町 １，２９４ ５２０ ０ ５２０ ４０．２ １１ ２５ ０ ２ ２７ ０．３８５

北 栄 町 ３，８０４ １，００７ １５７ １，１６４ ３０．６ ６４ １８８ １ ３ １９２ ０．２５８

琴 浦 町 ６，４７９ １，５５８ ５１ １，６０９ ２４．８ ５４ １１８ １ ２ １２１ ０．１２４

南 部 町 ２，５２５ ５０３ ５２２ １，０２５ ４０．６ ３４５ ２０７ １ ２ ２１０ ０．１９５

伯 耆 町 ７，８６４ ９２４ １９４ １，１１８ １４．２ １０５ １２３ ０ ０ １２３ ０．０００

日吉津村 １，６０４ １６５ ０ １６５ １０．３ ４ ３ ０ １ ４ ０．６０６

大 山 町 ４，８９１ ９９６ ０ ９９６ ２０．４ ２０ ３３ ０ ０ ３３ ０．０００

日 南 町 １，６５２ ３１６ ０ ３１６ １９．１ ２ ９ ０ ０ ９ ０．０００

日 野 町 １，０７１ ３４０ ６４ ４０４ ３７．７ １９ ５９ ０ ０ ５９ ０．０００

江 府 町 ６６１ ３８９ １３４ ５２３ ７９．１ ９３ ７８ ０ １ ７９ ０．１９１

合 計 １７４，０５１ ２３，２４７ ２１，９４５ ４５，１９２ ２６．０ ８，２９８ １５，１８４ ４３ １５８ １５，３８５ ０．３５０

東 部 ６９，７７０ ９，９５９ ８，８８０ １８，８３９ ２７．０ １，８３２ ７，６７８ １８ ６４ ７，７６０ ０．３４０

中 部 ２７，３８０ ５，３４１ １，１１４ ６，４５５ ２３．６ ６２２ ９５６ ６ ２５ ９８７ ０．３８７

西 部 ７６，９０１ ７，９４７ １１，９５１ １９，８９８ ２５．９ ５，８４４ ６，５５０ １９ ６９ ６，６３８ ０．３４７
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表２ 性・年齢別

４０～４９ ５０～５９ ６０～６９ ７０～７９ ８０～ 計

男 １ ６ ２１ ５７ ２０ １０５

女 １ ６ １２ ２５ １６ ６０

不明：１

表３ 早期癌の肉眼分類

東 部 中 部 西 部

計（％）
車検診 施設検診

内視鏡
検 診

車検診 施設検診
内視鏡
検 診

車検診 施設検診
内視鏡
検 診

� １ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ３ ２．４％

�ａ １ １ ７ ５ ０ ０ １ １ ２ １８ １４．４％

�ｃ ４ ６ １５ ５ ０ ７ ２ １ ３４ ７４ ５９．２％

�ｃ＋� ０ １ ０ １ ０ １ ０ ０ ０ ３ ２．４％

�ａ＋�ｃ ０ ３ ７ １ ０ ２ ０ １ ４ １８ １４．４％

そ の 他 ０ ０ ２ １ ０ ０ ０ ０ ２ ５ ４．０％

不 明 ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ４ ３．２％

計 ６ １２ ３３ １４ ０ １０ ３ ３ ４４ １２５

（５） 平成１８年度胃がん検診発見がん患者確定調査結果について

表１ 報告胃癌追跡調査

東 部 中 部 西 部
計

車検診 施設検診 内視鏡
検 診 車検診 施設検診 内視鏡

検 診 車検診 施設検診 内視鏡
検 診

確 定 胃 癌 数
癌 発 見 率 ％

７ １４ ４６ １７ ０ １１ ４ ７ ６０
１６６

０．１２９ ０．３０９ ０．５１８ ０．３２６ ０．０００ ０．９８７ ０．０８８ ０．２０６ ０．５０２

６７ ２８ ７１
０．３５６ ０．４３４ ０．３５７ ０．３６７

早 期 癌 数
早 期 癌 率 ％

６ １２ ３３ １４ ０ １０ ３ ３ ４４
１２５

５１ ２４ ５０
７６．１ ８５．７ ７０．４ ７５．３

進 行 癌 数 １ ２ １３ ３ ０ １ １ ４ １６ ４１

切 除 例 ７ １２ ３７ １５ ０ １１ ４ ７ ５２ １４５
内視鏡切除例 ３ ４ １４ ２ ０ ２ １ ２ １０ ３８

非 切 除 例 ０ ２ ３ ２ ０ ０ ０ ０ ８ １５

手術拒否：３ 手術不能：１２

表４ 進行癌の肉眼分類

東 部 中 部 西 部

計（％）
車検診 施設検診

内視鏡
検 診

車検診 施設検診
内視鏡
検 診

車検診 施設検診
内視鏡
検 診

１ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ ３ ７．３％

２ ０ １ ３ ２ ０ １ １ ２ ３ １３ ３１．７％

３ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ ３ ５ １２．２％

４ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ４ ９．８％

５ ０ ０ ６ ０ ０ ０ ０ １ １ ８ １９．５％

不 明 ０ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ６ ８ １９．５％

計 １ ２ １３ ３ ０ １ １ ４ １６ ４１

１２



表５ 切除例の深達度

東 部 中 部 西 部

計
車検診 施設検診

内視鏡

検 診
車検診 施設検診

内視鏡

検 診
車検診 施設検診

内視鏡

検 診

t１ ６ １１ ３２ １４ ０ １０ ３ ３ ４３ １２２

m ６ ２ ２０ ７ ０ ５ １ ２ ２７ ７０

t２ １ ０ ９ １ ０ １ １ ４ ８ ２５

t３ ０ １ ４ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ７

t４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

計 ７ １２ ４５ １５ ０ １１ ４ ７ ５３ １５４

不 明 ０ ２ １ ２ ０ ０ ０ ０ ７ １２

表６ 切除例の大きさ

� ～１０ １１～２０ 小計（％） ２１～５０ ５１～ 計 不 明

車 ２ ６ ８ ３０．８％ １３ ５ ２６ ２

施 １ ８ ９ ４７．４％ ５ ５ １９ ２

内 １５ ３３ ４８ ４６．２％ ４２ １４ １０４ １３

計 １８ ４７ ６５ ４３．６％ ６０ ２４ １４９ １７

表７―１ 早期癌の占拠部位

車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

Ｕ ３ １ １９

Ｍ １４ ６ ３８

Ｌ ５ ７ ２７

全 体 ０ ０ ０

計 ２２ １４ ８４

不 明 １ １ ３

車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

小 弯 ８ ８ ３１

大 弯 ４ ２ １７

前 壁 ５ １ １６

後 壁 ５ ３ １９

全 周 ０ ０ ０

計 ２２ １４ ８３

不 明 １ １ ４

表７―２ 進行癌の占拠部位

車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

Ｕ １ １ ８

Ｍ ２ １ １０

Ｌ ０ ３ ６

全 体 ０ ０ ５

計 ３ ５ ２９

不 明 ２ １ １

車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

小 弯 １ ４ １２

大 弯 ０ ０ １

前 壁 ０ １ ４

後 壁 ２ ０ ５

全 周 ０ ０ ６

計 ３ ５ ２８

不 明 ２ １ ２

１３



表８ 発見胃癌の進行度

stage

東 部 中 部 西 部 計

車検診 施設検診
内視鏡

検 診
車検診 施設検診

内視鏡

検 診
車検診 施設検診

内視鏡

検 診
車検診 施設検診

内視鏡

検 診

�ａ ６ ９ ３２ １４ ０ ８ ３ ３ ３９ ２３ １２ ７９

�ｂ ０ ２ ６ １ ０ ２ ０ １ ５ １ ３ １３

� ０ ０ １ ０ ０ １ １ １ ４ １ １ ６

�ａ １ １ ２ ０ ０ ０ ０ １ １ １ ２ ３

�ｂ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

� ０ ０ ２ ２ ０ ０ ０ １ ３ ２ １ ５

計 ７ １２ ４３ １７ ０ １１ ４ ７ ５２ ２８ １９ １０６

不明 ０ ２ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ８ ０ ２ １１

表９ 前年度受診歴を有する進行胃癌症例

地区 検診 歳 性 型 深達度 組織型
大きさ

（�）
占 拠 部 位

前年度検診結果
備 考

検診方式 一次検診結果

東部 内 ７６ 女 ５ t２（mp） por２ ２０×１８ Ｕ 小弯 施設・内視鏡 精検不要

中部 車 ７４ 男 ２ 不明 不明 不明 不明 車・Ｘ線 異常なし 肝転移、手術不能

西部

施
６７ 男 ３ t２（ss） por１ ５３×４２ Ｌ 前壁 車・Ｘ線 異常なし

７９ 男 ２ t２（mp） pap ２０×１８ Ｕ 小弯 施設・Ｘ線 異常なし

内

７１ 男 ５ t２（mp） por１ ５０×４０ Ｕ 小弯 施設・内視鏡
胃ポリープ

（要治療）

８６ 女 ２ t２（mp） tub２ ５３×２０ Ｌ 後壁 施設・Ｘ線 異常なし

８１ 女 ２ t２（mp） por２ ２７×１６ Ｕ 後壁小弯 施設・Ｘ線 異常なし

１４



２．子 宮 が ん 検 診

１．子宮がん検診実績
対象者数（２０歳以上の女性のうち職場等で受診の機会がない者として各市町村が把握している人数）

は１３３，２５５人で、このうち受診者数は２４，１５０人（「頸部のみ」２３，５７３人、「頚部＋体部」５７７人）で受診

率は１８．１％と前年度比０．６ポイント増加した。

一次検診の結果、要請検者数は９６人、要請検率は０．４０％。そのうち、精密検査受診者は８０人で、精

検受診率は８３．３％であった。精密検査の結果、がん１６人、がん発見率は（がん／受診者数）０．０７％。

陽性反応的中度（がん／要精検者数）は１６．７％であった。異形成は３６人（軽度２５人、高度１１人）であっ

た。がんは平成１７年度に比べ、６人増加し、がん発見率は０．０３ポイント増加した。

２０歳代の受診者数が少ないこと、市部の受診率が全国受診率より低率であること、また、２０歳～２９

歳の受診者は少ないが、要精検率は１．３２％と高く、その中から軽度・高度異形成の者も発見されてい

ることから、更なる受診率向上の取り組みが必要である。

２．子宮体部がん検診
子宮がん検診受診者２４，１５０人中、体部がん検診対象者数は６７２人で、一次検診会場での受診者は５７７

人、また一次検診会場で受診できず医療機関で別途検査した者が２０人、受診者の合計は５９７人で、受

診率は８８．８％であった。

一次検診の結果、要精検となった者は２２人、要精検率３．８１％で、精密検査受診者数１７人、精検受診

率７７．３％であった。

精検の結果、子宮体部がん１人、また医療機関での別途受診者から子宮体部がんが１人発見され、

合わせると、がん発見率は０．３４％であった。また、子宮内膜増殖症は２人発見されている。

３．子宮がん検診発見子宮がん確定調査結果
平成１８年度は子宮頚部癌１５名で、０期が１２例、�ａ期が１例、�ｂ期以上が２例で、上皮癌が増加

している。

�ｂ期以上２例の検診歴は、前年度受診１例、２年前受診１例であった。異形成が３６例あった。

また、子宮体部癌２例で早期癌であった。子宮内膜増殖症は２例であった。
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（１） 子宮頸部がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分 １３年度 １４年度 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度

一 次 検 診

対 象 者 数（人） Ａ １２１，３２６ １２５，０４０ １２５，１９１ １２２，８６８ １３９，２０３ １３３，２５５

受 診 者 数（人） Ｂ ２６，４８６ ２７，１９７ ２７，４８３ ２６，３３３ ２４，４１６ ２４，１５０

受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ２１．８ ２１．８ ２２．０ ２１．４ １７．５ １８．１

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ２６，３３８ ２７，１０９ ２７，３９１ ２６，２３６ ２４，３２７ ２４，０５４

要 精 検 者 数（人） Ｅ １４８ ８８ ９２ ９７ ８９ ９６

要 精 検 率（％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ ０．５６ ０．３２ ０．３３ ０．３７ ０．３６ ０．４０

精 密 検 査
精検受診者数（人） Ｇ １２４ ６６ ７６ ７８ ７８ ８０

精 検 受 診 率（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ８３．８ ７５．０ ８２．６ ８０．４ ８７．６ ８３．３

精密検査結果

子宮がんの者（人） Ｉ ８（４１） １１（２２） ８（３４） １０（２５） １０（４２） １６（３６）

子宮がん発見率（％）Ｊ＝Ｉ／Ｂ ０．０３ ０．０４ ０．０３ ０．０４ ０．０４ ０．０７

陽性反応適中度（％）Ｋ＝Ｉ／Ｅ ５．４ １２．５ ８．７ １０．３ １１．２ １６．７

確定調査結果
確 定 が ん 数（人） Ｌ ８ １２ ８ １１ ９ １５

確 定 が ん 率（％）Ｍ＝Ｌ／Ｂ ０．０３ ０．０４ ０．０３ ０．０４ ０．０４ ０．０６

＊ 精密検査結果欄の（ ）内の数値は、がん疑いの者の数を外数で計上
＊ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から【がん】の者のみを計上
＊ 確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上

（２） 平成１８年度子宮頸部がん検診結果

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢
対象者数
（人）

一次検診
受診者数

受診率
（％）

経年受診者数
（再掲）

一次検診結果 要精検率（％）
要精検者数 異常認めず

ａ ｂ ｃ＝ｂ／ａ ｄ ｅ＝ｄ／ｂ
２０～２４歳 ５，２６２ ８３ １．６ １１ ２ ８１ ２．４１

２５～２９歳 ５，３９０ ２９５ ５．５ ７９ ３ ２９２ １．０２

３０～３４歳 ７，２７２ １，４３１ １９．７ ６８３ １１ １，４２０ ０．７７

３５～３９歳 ６，２６１ １，５６２ ２４．９ １，０７２ １１ １，５５１ ０．７０

４０～４４歳 ６，８７５ １，８９２ ２７．５ １，３７７ ２１ １，８７１ １．１０

４５～４９歳 ８，７７３ ２，０９２ ２３．８ １，６６５ １７ ２，０７５ ０．８１

５０～５４歳 ９，６９８ ２，３３４ ２４．１ １，８２５ １３ ２，３２１ ０．５６

５５～５９歳 １２，９５８ ３，３８８ ２６．１ ２，８１３ ７ ３，３８１ ０．２１

６０～６４歳 １３，０２３ ３，０６２ ２３．５ ２，６００ ２ ３，０６０ ０．０７

６５～６９歳 １４，１８１ ３，２７４ ２３．１ ２，９１９ ３ ３，２７１ ０．０９

７０～７４歳 １４，７４３ ２，８５４ １９．４ ２，５８０ ６ ２，８４８ ０．２１

７５～７９歳 １３，３１２ １，４５１ １０．９ １，２９８ ０ １，４５１ ０．００

８０歳以上 １５，５０７ ４３２ ２．８ ３８８ ０ ４３２ ０．００

計 １３３，２５５ ２４，１５０ １８．１ １９，３１０ ９６ ２４，０５４ ０．４０

１６



精密検査結果 

子宮がん 
20.0％ 異常認めず 

31.3％ 

その他の疾病 
3.8％ 

異形成 
45.0％ 

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢

精密検
査受診
者数
（人）

精密検査
受 診 率
（％）

精 密 検 査 結 果
子宮がん
発 見 率
（％）

陽性反応
適 中 度
（ ％ ）

異常認
めず

その他
の疾病 異形成 子宮がん軽 度

異形成
高 度
異形成

上皮内
が ん

浸潤
がん

ｆ ｇ＝ｆ／ｄ ｈ＝ｉ＋ｊ ｉ ｊ ｋ＝ｌ＋ｍ ｌ ｍ ｎ＝ｋ／ｂ ｏ＝ｋ／ｄ

２０～２４歳 ２ １００．０ １ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０

２５～２９歳 ２ ６６．７ ０ ０ ２ ０ ２ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０

３０～３４歳 ９ ８１．８ ０ ０ ７ ５ ２ ２ ２ ０ ０．１４０ １８．２

３５～３９歳 １０ ９０．９ ２ ０ ６ ６ ０ ２ ２ ０ ０．１２８ １８．２

４０～４４歳 １７ ８１．０ ８ ０ ８ ５ ３ １ １ ０ ０．０５３ ４．８

４５～４９歳 １４ ８２．４ ３ １ ５ ３ ２ ５ ３ ２ ０．２３９ ２９．４

５０～５４歳 １０ ７６．９ ３ ２ ２ ２ ０ ３ ３ ０ ０．１２９ ２３．１

５５～５９歳 ７ １００．０ ４ ０ ２ ２ ０ １ １ ０ ０．０３０ １４．３

６０～６４歳 ２ １００．０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０

６５～６９歳 ２ ６６．７ ０ ０ １ １ ０ １ １ ０ ０．０３１ ３３．３

７０～７４歳 ５ ８３．３ ２ ０ ２ ０ ２ １ ０ １ ０．０３５ １６．７

７５～７９歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０

８０歳以上 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０

計 ８０ ８３．３ ２５ ３ ３６ ２５ １１ １６ １３ ３ ０．０６６ １６．７

３）検診機関別

ａ．一次検診結果

一次検診
機 関

一次検診
受診者数（人）

一 次 検 診 結 果
要精検率（％）

要 精 検 者 数 異 常 認 め ず
a′ b′ c′＝b′／a′

保健事業団 ９，７９８ ２４ ９，７７４ ０．２４

病 院 ６，４０８ ２３ ６，３８５ ０．３６

診 療 所 ７，９４４ ４９ ７，８９５ ０．６２

計 ２４，１５０ ９６ ２４，０５４ ０．４０

ｂ．精密検査結果

検 診
機 関

精密検
査受診
者数
（人）

精密検査
受 診 率
（％）

精 密 検 査 結 果 子宮頸部
が ん
発 見 率
（％）

陽性反応
適 中 度
（％）

異常認
めず

その他
の疾病 異形成 子宮がん軽 度

異形成
高 度
異形成

上皮内
が ん

浸潤
がん

d′ e′＝d′／b′ f′＝g′＋h′ g′ h′ i′＝j′＋k′ j′ k′ l′＝i′／a′ m′＝i′／b′

保健事業団 ２１ ８７．５ １０ １ ８ ３ ５ ２ １ １ ０．０２０ ８．３

病 院 ２３ １００．０ ６ １ ６ ５ １ １０ ８ ２ ０．１５６ ４３．５

診 療 所 ３６ ７３．５ ９ １ ２２ １７ ５ ４ ４ ０ ０．０５０ ８．２

計 ８０ ８３．３ ２５ ３ ３６ ２５ １１ １６ １３ ３ ０．０６６ １６．７

１７



４
）
平
成
１８
年
度
子
宮
頸
部
が
ん
検
診
受
診
状
況

市
町
村
名

対
象
者
数

（
人
）

受
診
者
数

要
精
検
者
数

精
密
検
査
結
果
別
人
員

車
検
診
施
設
検
診

計
受
診
率

（
％
）

車
検
診
施
設
検
診

計
要
精
検
率

（
％
）

精
検

受
診
者
数

精
検
受
診

率（
％
）

異
常

認
め
ず

そ
の
他

の
疾
病

が
ん
疑
い

が
ん

有
所
見
者
が
ん
発
見

率（
％
）

陽
性
反
応

適
中
度（
％
）

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ
Ｅ
＝
Ｄ
／Ａ

Ｆ
Ｇ

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ
Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

Ｊ
Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

Ｌ
Ｍ

Ｎ
Ｏ

Ｐ＝
Ｍ＋
Ｎ＋
Ｏ
Ｑ
＝
Ｏ
／Ｄ

Ｒ
＝
Ｏ
／Ｈ

鳥
取
市
４３
，０
００

１
，７
４２

４
，２
５０

５
，９
９２

１３
．９

５
２４

２９
０
．４
８

２１
７２
．４

６
１

１１
３

１５
０
．０
５０

１０
．３

米
子
市
３４
，４
０７

１１
６

６
，０
１７

６
，１
３３

１７
．８

０
３６

３６
０
．５
９

３１
８６
．１

９
１

１３
８

２２
０
．１
３０

２２
．２

倉
吉
市

９
，５
６３

５０
６

８２
２

１
，３
２８

１３
．９

２
２

４
０
．３
０

３
７５
．０

０
０

３
０

３
０
．０
０ ０

０
．０

境
港
市

８
，４
４３

０
９４
９

９４
９

１１
．２

０
６

６
０
．６
３

６
１０
０
．０

１
０

２
３

５
０
．３
１６

５０
．０

岩
美
町

２
，１
５９

６７
９

２６
７０
５

３２
．７

０
０

０
０
．０
０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

０
．０

八
頭
町

５
，８
５５

１
，１
２８

４３
１
，１
７１

２０
．０

２
０

２
０
．１
７

２
１０
０
．０

２
０

０
０

０
０
．０
００

０
．０

若
桜
町

１
，１
４８

３５
０

８
３５
８

３１
．２

０
０

０
０
．０
０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
． ０
００

０
．０

智
頭
町

２
，３
７０

４３
９

１８
９

６２
８

２６
．５

１
１

２
０
．３
２

２
１０
０
．０

１
１

０
０

１
０
．０
００

０
．０

湯
梨
浜
町

２
，８
６１

４１
２

５５
０

９６
２

３３
．６

２
１

３
０
．３
１

３
１０
０
．０

１
０

１
１

２
０
．１
０４

３３
．３

三
朝
町

７７
０

３７
１

０
３７
１

４８
．２

１
０

１
０
．２
７

１
１０
０
．０

０
０

１
０

１
０
．０
００

０
．０

北
栄
町

３
，１
３６

９５
０

７１
１
，０
２１

３２
．６

１
０

１
０
．１
０

１
１ ０
０
．０

０
０

１
０

１
０
．０
００

０
．０

琴
浦
町

４
，８
３９

１
，１
６７

３３
１
，２
００

２４
．８

５
０

５
０
．４
２

５
１０
０
．０

３
０

２
０

２
０
．０
００

０
．０

南
部
町

１
，６
７０

２９
５

２７
０

５６
５

３３
．８

１
１

２
０
．３
５

１
５０
．０

０
０

１
０

１
０
．０
００

０
．０

伯
耆
町

５
，４
７１

５６
６

２４
９

８１
５

１４
．９

３
０

３
０
．３
７

２
６６
．７

２
０

０
０

０
０
．０
００

０
．０

日
吉
津
村

１
，２
０２

４３
２２
７

２７
０

２２
．５

０
１

１
０
．３
７

１
１０
０
．０

０
０

１
０

１
０
．０
００

０
．０

大
山
町

３
，７
８３

５５
８

３０
７

８６
５

２２
．９

１
０

１
０
．１
２

１
１０
０
．０

０
０

０
１

１
０
．１
１６

１０
０
．０

日
南
町

１
，３
９４

２７
４

０
２７
４

１９
．７

０
０

０
０
．０
０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

０
．０

日
野
町

７１
７

２０
２

３５
２３
７

３３
．１

０
０

０
０
．０
０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

０
．０

江
府
町

４６
７

０
３０
６

３０
６

６５
．５

０
０

０
０
．０
０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

０
．０

合
計
１３
３
，２
５５

９
，７
９８

１４
，３
５２

２４
，１
５０

１８
．１

２４
７２

９６
０
．４
０

８０
８３
．３

２５
３

３６
１６

５５
０
．０
６６

１６
．７

東
部
５４
，５
３２

４
，３
３８

４
，５
１６

８
，８
５４

１６
．２

８
２５

３３
０
．３
７

２５
７５
．８

９
２

１１
３

１６
０
．０
３４

９
．１

中
部
２１
，１
６９

３
， ４
０６

１
，４
７６

４
，８
８２

２３
．１

１１
３

１４
０
．２
９

１３
９２
．９

４
０

８
１

９
０
．０
２０

７
．１

西
部
５７
，５
５４

２
，０
５４

８
，３
６０

１０
，４
１４

１８
．１

５
４４

４９
０
．４
７

４２
８５
．７

１２
１

１７
１２

３０
０
．１
１５

２４
．５

１８



60.0

70.0

90.0

80.0

65.0

75.0

95.0

85.0

100.0
％ 

受診率・精検受診率 

H.13 H.14 H.15 H.16

受診率（保健事業＋医療） 精検受診率（保健事業） 

75.0

81.3

77.8 77.3

94.8
92.7

94.7

91.9
88.8

94.4
92.6

84.6

H.18H.17

0.00

2.00

4.00

1.00

3.00

5.00

6.00
％ 

要精検率・がん発見率・確定がん率 

H.13 H.14 H.15 H.16

1.57

0.12
0.12

2.44

0.00
0.00

1.42

0.45
0.45

3.81

0.34
0.34

5.57

0.27
0.27

1.41

0.30
0.30

H.18H.17
子宮がん発見率 
（保健事業＋医療） 

確定がん率 
（保健事業＋医療） 

要精検率 
（保健事業） 

（３） 子宮体部がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分
１３ 年 度 １４ 年 度 １５ 年 度

保 健
事業分 医療分 計 保 健

事業分 医療分 計 保 健
事業分 医療分 計

一次検診

対 象 者 数（人） Ａ ７８５ ７８５ １，０８４ １，０８４ ８８５ ８８５

受 診 者 数（人） Ｂ ６６４ ７９ ７４３ ９２１ ８３ １，００４ ７６２ ７７ ８３９

受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ８４．６ ９４．７ ８５．０ ９２．６ ８６．１ ９４．８

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ６２７ ９０８ ７５０

要 精 検 者 数（人） Ｅ ３７ １３ １２

要 精 検 率（％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ ５．５７ １．４１ １．５７

精密検査
精検受診者数（人） Ｇ ３４ １１ ９

精 検 受 診 率（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ９１．９ ８４．６ ７５．０

精密検査
結 果

子宮がんの者（人） Ｉ ２（６） ０（２） ２（８） １（４） ２（５） ３（９） １（３） ０（４） １（７）

子宮がん発見率（％）Ｊ＝Ｉ／Ｂ ０．３０ ０．００ ０．２７ ０．１１ ２．４１ ０．３０ ０．１３ ０．００ ０．１２

陽性反応適中度（％）Ｋ＝Ｉ／Ｅ ５．４ ７．７ ８．３

確定調査
結 果

確 定 が ん 数（人） Ｌ ２ ３ １

確 定 が ん 率（％）Ｍ＝Ｌ／Ｂ ０．２７ ０．３０ ０．１２

区 分
１６ 年 度 １７ 年 度 １８ 年 度

保 健
事業分 医療分 計 保 健

事業分 医療分 計 保 健
事業分 医療分 計

一次検診

対 象 者 数（人） Ａ ７４３ ７４３ ７１０ ７１０ ６７２ ６７２

受 診 者 数（人） Ｂ ６５７ ３２ ６８９ ６３６ ３４ ６７０ ５７７ ２０ ５９７

受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ８８．４ ９２．７ ８９．６ ９４．４ ８５．９ ８８．８

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ６４１ ６２７ ５５５

要 精 検 者 数（人） Ｅ １６ ９ ２２

要 精 検 率（％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ ２．４４ １．４２ ３．８１

精密検査
精検受診者数（人） Ｇ １３ ７ １７

精 検 受 診 率（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ８１．３ ７７．８ ７７．３

精密検査
結 果

子宮がんの者（人） Ｉ ０（１） ０（２） ０（３） ３（２） ０（２） ３（４） １（１） １（１） ２（２）

子宮がん発見率（％）Ｊ＝Ｉ／Ｂ ０．００ ０．００ ０．００ ０．４７ ０．００ ０．４５ ０．１７ ５．００ ０．３４

陽性反応適中度（％）Ｋ＝Ｉ／Ｅ ０．０ ３３．３ ４．５

確定調査
結 果

確 定 が ん 数（人） Ｌ ０ ３ ２

確 定 が ん 率（％）Ｍ＝Ｌ／Ｂ ０．００ ０．４５ ０．３４

※ 「保健事業分」＝集団検診及び医療機関検診により検診を受けた者、「医療分」＝集団検診において当日体部が
ん検診を受診せず、後日医療機関において受診した者

※ 精密検査結果欄の（ ）内の数値は、がん疑いの者の数を外数で計上
※ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から【がん】の者のみを計上
※ 確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上

１９



（４） 平成１８年度子宮体部がん検診

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢
体部がん検診
対象者数（人）

一次検診
受診者数

受診率（％） 一次検診結果 要精検率（％）
要精検者数 異常認めず

ａ ｂ ｃ＝ｂ／ａ ｄ ｅ＝ｄ／ｂ

２０～２４歳 １ ０ ０．０ ０ ０ ０．００

２５～２９歳 ４ ４ １００．０ ０ ４ ０．００

３０～３４歳 １６ １５ ９３．８ １ １４ ６．６７

３５～３９歳 ５２ ４９ ９４．２ ０ ４９ ０．００

４０～４４歳 ８５ ７８ ９１．８ １ ７７ １．２８

４５～４９歳 １３５ １２４ ９１．９ ４ １２０ ３．２３

５０～５４歳 １４４ １２０ ８３．３ １１ １０９ ９．１７

５５～５９歳 ９５ ８４ ８８．４ ２ ８２ ２．３８

６０～６４歳 ６４ ５１ ７９．７ ２ ４９ ３．９２

６５～６９歳 ３３ ２３ ６９．７ ０ ２３ ０．００

７０～７４歳 ２９ ２１ ７２．４ １ ２０ ４．７６

７５～７９歳 １０ ５ ５０．０ ０ ５ ０．００

８０歳以上 ４ ３ ７５．０ ０ ３ ０．００

計 ６７２ ５７７ ８５．９ ２２ ５５５ ３．８１

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
精密検査
受診者数（人）

精検受診率
（％）

精 密 検 査 結 果 子宮体部
がん発見率
（％）

陽性反応
適中度
（％）異常認めず その他疾病 子宮内膜

増殖症
子 宮
体部がん

ｆ ｇ＝ｆ／ｄ ｈ ｉ＝ｈ／ｂ ｊ＝ｈ／ｄ

２０～２４歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０

２５～２９歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０

３０～３４歳 １ １００．０ １ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０

３５～３９歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０

４０～４４歳 １ １００．０ １ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０

４５～４９歳 ３ ７５．０ ３ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０

５０～５４歳 ８ ７２．７ ７ １ ０ ０ ０．０００ ０．０

５５～５９歳 ２ １００．０ ２ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０

６０～６４歳 ２ １００．０ ０ ０ １ １ １．９６１ ５０．０

６５～６９歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０

７０～７４歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０

７５～７９歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０

８０歳 以 上 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０

計 １７ ７７．３ １４ １ １ １ ０．１７３ ４．５

３）一次検診会場で子宮体部がん検診を受診できなかった者の結果（年齢階級別）

年 齢
体部がん検査
受診者数（人）

精 密 検 査 結 果 子宮体部がん発見率
（％）異常認めず その他疾病 子宮内膜増殖症 子宮体部がん

ｋ ｌ ｍ＝ｌ／ｋ

２０～２４歳 １ １ ０ ０ ０ ０．０００

２５～２９歳 ０ ０ ０ ０ ０ ０．０００

３０～３４歳 ０ ０ ０ ０ ０ ０．０００

３５～３９歳 ３ ３ ０ ０ ０ ０．０００

４０～４４歳 １ １ ０ ０ ０ ０．０００

４５～４９歳 １ １ ０ ０ ０ ０．０００

５０～５４歳 ４ ４ ０ ０ ０ ０．０００

５５～５９歳 ７ ６ ０ ０ １ １４．２８６

６０～６４歳 ０ ０ ０ ０ ０ ０．０００

６５～６９歳 １ １ ０ ０ ０ ０．０００

７０～７４歳 １ １ ０ ０ ０ ０．０００

７５～７９歳 １ ０ ０ １ ０ ０．０００

８０歳 以 上 ０ ０ ０ ０ ０ ０．０００

計 ２０ １８ ０ １ １ ５．０００
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）
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人

員
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診
率

（
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）
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検
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設
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病
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殖
症

が
ん

有
所
見
者
が
ん
発
見

率（
％
）

陽
性
反
応

適
中
度（
％
）

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ
Ｅ
＝
Ｄ
／Ａ

Ｆ
Ｇ

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ
Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

Ｊ
Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

Ｌ
Ｍ

Ｎ
Ｏ

Ｐ＝
Ｍ＋
Ｎ＋
Ｏ
Ｑ
＝
Ｏ
／Ｄ

Ｒ
＝
Ｏ
／Ｈ

鳥
取
市

２７
７

０
２３
３

２３
３

８４
．１

０
７

７
３
．０
０

２
２８
．６

２
０

０
０

０
０
．０
００

０
．０

米
子
市

２０
０

０
２０
０

２０
０

１０
０
．０

０
５

５
２
．５
０

５
１０
０
．０

４
０

１
０

１
０
．０
００

０
．０

倉
吉
市

６１
１

５２
５３

８６
．９

０
５

５
９
．４
３

５
１０
０
．０

４
１

０
０

１
０
．０
００

０
．０

境
港
市

２７
０

１３
１３

４８
．１

０
１

１
７
．６
９

１
１０
０
．０

０
０

０
１

１
７
．６
９２

１０
０
．０

岩
美
町

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

八
頭
町

７
０

０
０

０
．０

０
０

０
０
．０
０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

０
．０

若
桜
町

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

智
頭
町

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

湯
梨
浜
町

３５
０

３３
３３

９４
．３

０
２

２
６
．０
６

２
１０
０
．０

２
０

０
０

０
０
．０
００

０
．０

三
朝
町

１
０

０
０

０
．０

０
０

０
０
．０
０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

０
．０

北
栄
町

７
０

０
０

０
．０

０
０

０
０
．０
０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

０
．０

琴
浦
町

５
０

０
０

０
．０

０
０

０
０
．０
０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

０
．０

南
部
町

２０
１

１４
１５

７５
．０

０
０

０
０
．０
０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

０
．０

伯
耆
町

２
１

０
１

５０
．０

０
０

０
０
．０
０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

０
．０

日
吉
津
村

１０
０

８
８

８０
． ０

０
２

２
２５
．０
０

２
１０
０
．０

２
０

０
０

０
０
．０
００

０
．０

大
山
町

１３
０

１３
１３

１０
０
．０

０
０

０
０
．０
０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

０
．０

日
南
町

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

日
野
町

１
０

１
１

１０
０
．０

０
０

０
０
．０
０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

０
．０

江
府
町

７
０

７
７

１０
０
．０

０
０

０
０
．０
０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

０
．０

合
計

６７
３

３
５７
４

５７
７

８５
．７

０
２２

２２
３
．８
１

１７
７７
．３

１４
１

１
１

３
０
．１
７３

４
．５

東
部

２８
４

０
２３
３

２３
３

８２
． ０

０
７

７
３
．０
０

２
２８
．６

２
０

０
０

０
０
．０
００

０
．０

中
部

１０
９

１
８５

８６
７８
．９

０
７

７
８
．１
４

７
１０
０
．０

６
１

０
０

１
０
．０
００

０
．０

西
部

２８
０

２
２５
６

２５
８

９２
．１

０
８

８
３
．１
０

８
１０
０
．０

６
０

１
１

２
０
．３
８８

１２
．５
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（５） 平成１８年度子宮がん検診発見がん患者確定調査結果

表１ 子宮がん検診確定調査結果（頚部）

最 終 診 断
車 検 診 施 設 検 診

平成１７年度 平成１８年度 平成１７年度 平成１８年度

異 形 成 ７ ８ ３６ ２８

頚 癌 ０ 期 ０ １ １ １１

頚 癌 � ａ 期 ０ １ ２ ０

頚癌�ｂ期以上 １ ０ ５ ２

合 計 ８ １０ ４４ ４１

表２ 子宮がん検診確定調査結果（体部）

最 終 診 断 平成１７年度 平成１８年度

内 膜 増 殖 症 ２ ２

体癌�ａ、�ｂ期 １ ２

体癌�ｃ期以上 ２ ０

合 計 ５ ４

表３ 発見子宮がん症例（�ｂ期以上）のがん検診受診歴

受 診 歴 車 検 診 施 設 検 診 計

前 年 受 診 ０ １ １

２ 年 間 隔 ０ １ １

３年以上の間隔 ０ ０ ０

初 回 受 診 ０ ０ ０

表４ 治療機関

頚癌０期 頚癌�ａ期 頚癌�ｂ期以上

鳥 取 大 学 １ １ １

県 立 中 央 ２ ０ １

鳥 取 市 立 ０ ０ ０

鳥 取 赤 十 字 ０ ０ ０

倉 吉 厚 生 １ ０ ０

博 愛 病 院 ６ ０ ０

済 生 会 境 港 １ ０ ０

脇 田 医 院 １ ０ ０

２２



３．肺 が ん 検 診

１．肺がん検診実績
平成１８年度の対象者数（４０歳以上の者のうち職場等で受診の機会がない者として各市町村が把握し

ている人数）は１８６，３１４人で、このうち受診者数は４９，２９６人（車検診：３４，１２８人、施設検診：１５，１６８

人）で、受診率は２６．５％で、前年度に比べ、対象者数が４，９０４人増加したが、受診者数は１，７２４人減少

し、受診率は１．６ポイントの減少であった。

要精検者数は１，７８０人で、要精検率は３．６１％で、平成１７年度より、それぞれ１２１人増加、０．３６ポイン

ト増加した。そのうち、精検受診者１，５０５人、精検受診率８４．６％で、平成１７年度よりそれぞれ９６人増

加、０．３ポイント減少した。肺がん検診の受診率は年々減少し、平成１８年度は過去最低であった。

確定調査の結果、確定肺がんは６７人（原発性６２人、転移性５人）で、確定がん率は０．１４％となり、

平成１７年度よりも０．０２ポイント増加したが、がん疑いのまま確定がんに至らないケースも依然として

多数あった。陽性反応適中度は平成１７年度２．７％に較べて、平成１８年度は２．６％と０．１ポイント減少し

たが、全国平均２．３６％と比較して高値である。受診率が最低となる中で要精検率、精検受診率、肺が

ん発見率、陽性反応適中度はいずれも全国平均以上であるが、さらなる精度管理を目指すともに、検

診受診率の低下に歯止めをかけることが急務の課題である。

また、受診者総数のうち経年受診者３４，６３４人で６９．７％を占め、年々減少傾向である。経年受診者か

らはがんが３０人発見され、がん発見率は０．０８７％で、非経年受診者からはがんが１７人発見され、がん

発見率０．１１４％で、非経年受診者のがん発見率の方が１．３０倍高かった。

Ｘ線検査受診者４９，２９６人中、喀痰検査の対象者となる高危険群所属者は６，１２２人（１２．４％）で、そ

のうちがんが１４人発見され、がん発見率０．２２９％、非高危険群所属者４３，１７４人のうちがんが３３人発見

され、がん発見率０．０７６％で、高危険群所属者のがん発見率の方が２．９９倍高かった。

高危険群所属者は６，１２２人のうち喀痰検査を受診した者は３，２３５人で、そのうち要精検者６人、要精

検率０．１９％、精検受診者４人、がん１人、がん疑いは１人発見されている。

２．肺がん検診発見肺がん追跡調査結果
１）昭和６２年から平成１８年までの発見肺がんは７７６人（発見率１０万対６５人）であった。発見方法は胸

部Ｘ線６８０人、喀痰細胞診５２人、両者４２人、不明２人で、近年、喀痰細胞診から発見される肺がん

の割合が減少している。平均年齢は７１．７歳、男性４８４人、女性２９２人で、近年の傾向として女性肺が

んの増加が著しい。臨床病期は�期が４１４人（５３．４％）で過半数を占め、４５３人（５８．４％）に手術が

行われた。予後調査では全症例（７７６例）の累積生存率は５生率４１．３％、１０生率２３．５％であり、手

術例では５生率６２．１％、１０生率３７．６％であった。手術例�Ａ期の５生率は７９．５％、１０生率は５５．６％

と良好な結果を示した。

２）平成１８年度調査結果

（１） 受診者数はさらに減少し、初めて５０，０００人を割った。要精検率は増加しており、精検受診率

も引き続き高い傾向である。肺がん発見率は高く、対人口１０万人あたり１２６人と過去最高であっ

た。一方で、肺がん疑いのまま経過観察中の患者も依然として多く、継続フォローの重要性が

増している。

（２） 予後調査では、原発性肺がん６２例、転移性肺腫瘍５例の合計６７例が肺がん確定診断であった。

胸部Ｘ線のみで発見された肺がんは５９／６２例（９５．２％）と、引き続き高い傾向であった。内訳は

Ｅ発見が５０／５９例（８４．７％）で、近年の積極的なＥ判定を反映している。平成１８年度も喀痰細胞
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診から発見される肺がんは２例のみと少なかった。

（３） 女性の肺がんは２６／６２例（４１．９％）、腺がんは４３／６２例（６９．４％）と高率で、近年増加傾向にある。

（４） 臨床病期�期は３４人（５４．８％）とやや減少し、その結果として手術例も３８人（６１．３％）と若

干減少した。

（５） 腫瘍径は平均２６．０�であった。２�以下が２８／６２例（４５．２％）と過去最高であり、小さながん

が多く見つかっている。

（６） 転移性肺腫瘍は５例で、原発は甲状腺がん２例、前立腺がん１例、不明１例ずつであった。

（７） 施設検診と車検診との比較を行い、要精検率は施設検診４．４％、車検診３．３％と施設が高く、

特に中部地区が１０．６％と高い傾向が見られた。原発性肺がん６２例のうち、車検診で４６例（発見

率０．１３％）、施設検診１６例（０．１１％）であった。陽性反応的中度では、車検診の方が高かった。
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（１） 肺がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分 １３年度 １４年度 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度

一 次 検 診

対 象 者 数（人） Ａ １７４，４５３ １７７，１９８ １７８，７６２ １７５，８７３ １８１，４１０ １８６，３１４

受 診 者 数（人） Ｂ ６２，６３１ ６３，６１６ ６３，６４９ ６０，１１３ ５１，０２０ ４９，２９６

受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ３５．９ ３５．９ ３５．６ ３４．２ ２８．１ ２６．５

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ６２，４１５ ６３，２７３ ６３，００９ ５８，３２７ ４９，３６１ ４７，５１６

要 精 検 者 数（人） Ｅ ２１６ ３４３ ６４０ １，７９１ １，６５９ １，７８０

要 精 検 率（％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ ０．３４ ０．５４ １．０１ ２．９８ ３．２５ ３．６１

精 密 検 査
精検受診者数（人） Ｇ １５２ ２７１ ４８９ １，４３３ １，４０９ １，５０５

精 検 受 診 率（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ７０．４ ７９．０ ７６．４ ８０．０ ８４．９ ８４．６

精密検査結果

肺 が ん の 者（人） I ３９（４） ４８（１１） ５８（２０） ４５（４８） ４５（８７） ４７（７５）

肺がん発見率（％）Ｊ＝Ｉ／Ｂ ０．０６ ０．０８ ０．０９ ０．０７ ０．０９ ０．１０

陽性反応的中度（％）Ｋ＝Ｉ／Ｅ １８．１ １４．０ ９．１ ２．５ ２．７ ２．６

確定調査結果

確 定 が ん 数（人） Ｌ ３７ ５４ ６９ ５１ ６２ ６７

上記のうち原発性肺がん数（人） Ｍ ３０ ４８ ６５ ４９ ５６ ６２

確 定 が ん 率（％）Ｎ＝Ｌ／Ｂ ０．０６ ０．０８ ０．１１ ０．０８ ０．１２ ０．１４

＊精密検査結果中の（ ）内の数値はがん疑いの者の数を外数で計上

＊がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から【がん】の者のみを計上

＊確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上
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（２） 平成１８年度肺がん検診結果

１）一次検診結果（年齢階級別）

ａ．Ｘ線検査結果

年 齢

対象者数（人）

Ｘ 線 検 査 Ｘ線フィルム読影結果

受診者数 受診率（％）
経年受診

者数再掲

経年受診者

割合（％）
要精検者数 異常認めず 要精検率（％）

Ｘ線検査受

診者中高危

険群所属者ａ ｂ ｃ＝ｂ／ａ ｄ ｅ＝ｄ／ｂ ｆ ｇ＝ｆ／ｂ

男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女

４０～４４歳 ３，５８３ ６，１１８ ３４２ ８７７ ９．５１４．３１２．６ １６５ ４４２４８．２５０．４ １０ １９ ３３２ ８５８２．９２２．１７２．３８ ２３ ３

４５～４９歳 ４，２８０ ７，９４７ ４６１ １，１７９１０．８１４．８１３．４ ２８４ ７０９６１．６６０．１ １３ ２２ ４４８ １，１５７２．８２１．８７２．１３ ３７ ７

５０～５４歳 ６，２０４ ９，０１８ ７５５ １，９２３１２．２２１．３１７．６ ４７２ １，２１２６２．５６３．０ ３１ ４４ ７２４ １，８７９４．１１２．２９２．８０ ２７８ ２１

５５～５９歳 ８，３３７ １２，０１７ １，４５６ ３，７２８１７．５３１．０２５．５ ９００ ２，４３５６１．８６５．３ ５１ １００ １，４０５ ３，６２８３．５０２．６８２．９１ ６１３ ５１

６０～６４歳 ９，６１９ １２，７８２ ２，０３２ ４，０９７２１．１３２．１２７．４ １，２８５ ２，８３０６３．２６９．１ ８９ １３８ １，９４３ ３，９５９４．３８３．３７３．７０ ８２４ ６２

６５～６９歳１０，５７４ １４，２９５ ３，１５０ ５，３０１２９．８３７．１３４．０ ２，１９８ ３，８４６６９．８７２．６１１９ １７９ ３，０３１ ５，１２２３．７８３．３８３．５３１，１１５ ７５

７０～７４歳１１，８３８ １５，３５４ ３，７７２ ５，８９７３１．９３８．４３５．６ ２，７２０ ４，３８９７２．１７４．４１５６ １９８ ３，６１６ ５，６９９４．１４３．３６３．６６１，２３７ ３９

７５～７９歳１０，４６９ １４，４１０ ３，１５８ ４，８６５３０．２３３．８３２．２ ２，３７１ ３，５９８７５．１７４．０１５２ １７３ ３，００６ ４，６９２４．８１３．５６４．０５ ９７４ ３３

８０歳以上１２，０８３ １７，３８６ ２，４２７ ３，８７６２０．１２２．３２１．４ １，８０３ ２，７０５７４．３６９．８１３２ １５３ ２，２９５ ３，７２３５．４４３．９５４．５２ ７１２ １８

計 ７６，９８７１０９，３２７１７，５５３３１，７４３２２．８２９．０２６．５１２，１９８２２，１６６６９．５６９．８７５３１，０２６１６，８００３０，７１７４．２９３．２３３．６１５，８１３３０９

合計 １８６，３１４ ４９，２９６ ２６．５ ３４，３６４ ６９．７ １，７７９ ４７，５１７ ３．６１ ６，１２２

ｂ．喀痰細胞診結果

年 齢

喀痰細胞診受診者数

（人）

喀 痰 細 胞 診 結 果
要精検率（％）

要精検者数 精 検 不 要

ｈ ｉ ｊ＝ｉ／ｈ

男 女 男 女 男 女 男 女 計

４０～４４歳 ４３ ６ ０ ０ ４３ ６ ０．００ ０．００ ０．００

４５～４９歳 ５９ １５ ０ ０ ５９ １５ ０．００ ０．００ ０．００

５０～５４歳 １３０ ２１ ０ ０ １３０ ２１ ０．００ ０．００ ０．００

５５～５９歳 ３０１ ５７ ０ ０ ３０１ ５７ ０．００ ０．００ ０．００

６０～６４歳 ３８３ ６９ １ ０ ３８２ ６９ ０．２６ ０．００ ０．２２

６５～６９歳 ５４６ １０７ １ ０ ５４５ １０７ ０．１８ ０．００ ０．１５

７０～７４歳 ５９０ ６７ １ ０ ５８９ ６７ ０．１７ ０．００ ０．１５

７５～７９歳 ４８４ ５０ ２ ０ ４８２ ５０ ０．４１ ０．００ ０．３７

８０歳以上 ２８２ ２５ １ ０ ２８１ ２５ ０．３５ ０．００ ０．３３

計 ２，８１８ ４１７ ６ ０ ２，８１２ ４１７ ０．２１ ０．００ ０．１９

合 計 ３，２３５ ６ ３，２２９ ０．１９
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２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢

要精検者数

（人）

精密検査

受診者数

精密検査受診率

（％）

精 密 検 査 結 果 肺がん発見率

（％）

陽性反応的中度

（％）異常認めず その他疾病 肺がん疑い 肺がん

ｋ ｌ ｍ＝ｌ／ｋ ｎ ｏ＝ｎ／ｂ ｐ＝ｎ／ｋ

男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

４０～４４歳 １０ １９ ６ １７６０．０８９．５７９．３ ２ １２ ４ ４ ０ ０ ０ １ ０．００００．１１４０．０８２０．０ ５．３ ３．４

４５～４９歳 １３ ２２ １０ ２１７６．９９５．５８８．６ ６ ７ ４ １３ ０ １ ０ ０ ０．００００．００００．００００．０ ０．０ ０．０

５０～５４歳 ３１ ４４ ２４ ３３７７．４７５．０７６．０ １６ １９ ８ １１ ０ ２ ０ １ ０．００００．０５２０．０３７０．０ ２．３ １．３

５５～５９歳 ５１ １００ ４０ ８４７８．４８４．０８２．１ ２５ ４５ １４ ３０ １ ８ ０ １ ０．００００．０２７０．０１９０．０ １．０ ０．７

６０～６４歳 ８９ １３８ ７９ １１９８８．８８６．２８７．２ ４０ ６０ ３３ ４９ ３ ７ ３ ３ ０．１４８０．０７３０．０９８３．４ ２．２ ２．６

６５～６９歳 １１９ １７９１０２ １６１８５．７８９．９８８．３ ４３ ８３ ４７ ７０ ７ ３ ５ ５ ０．１５９０．０９４０．１１８４．２ ２．８ ３．４

７０～７４歳 １５７ １９８１３３ １７９８４．７９０．４８７．９ ５３ ９１ ７１ ７９ ７ ６ ２ ３ ０．０５３０．０５１０．０５２１．３ １．５ １．４

７５～７９歳 １５２ １７３１３１ １４７８６．２８５．０８５．５ ４７ ７１ ６７ ６７ ５ ５ １２ ４ ０．３８００．０８２０．１９９７．９ ２．３ ４．９

８０歳以上 １３２ １５３１０２ １１７７７．３７６．５７６．８ ３１ ５３ ５６ ５２ ９ １１ ６ １ ０．２４７０．０２６０．１１１４．５ ０．７ ２．５

計 ７５４１，０２６６２７ ８７８８３．２８５．６８４．６２６３ ４４１ ３０４ ３７５ ３２ ４３ ２８ １９ ０．１６００．０６００．０９５３．７ １．９ ２．６

合計 １，７８０ １，５０５ ８４．６ ７０４ ６７９ ７５ ４７ ０．０９５ ２．６

Ｘ線のみ要精検 １，７７４ １，５０１ ８４．６ ７０３ ６７８ ７４ ４６ ― ２．６

喀痰のみ要精検 １ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ― ０．０

Ｘ線＋喀痰要精検 ５ ４ ８０．０ １ １ １ １ ― ２０．０

３）検診機関別

ａ．一次検診結果

一次検診機関

一次検診受診者数

（人）

一 次 検 診 結 果

要精検者数 異常認めず 要精検率（％）

a′ b′ c′＝b′／a′

男 女 男 女 男 女 男 女 計

保 健 事 業 団 １１，９０１ ２１，４０９ ４４６ ６３６ １１，４５５ ２０，７７３ ３．７５ ２．９７ ３．２５

中国労働衛生協会 ３２２ ４９６ １３ １９ ３０９ ４７７ ４．０４ ３．８３ ３．９１

病 院 ２，３０３ ４，０３４ １４１ １７５ ２，１６２ ３，８５９ ６．１２ ４．３４ ４．９９

診 療 所 ３，０２７ ５，８０４ １５４ １９６ ２，８７３ ５，６０８ ５．０９ ３．３８ ３．９６

計 １７，５５３ ３１，７４３ ７５４ １，０２６ １６，８００ ３０，７１７ ４．３０ ３．２３ ３．６１

合 計 ４９，２９６ １，７８０ ４７，５１６ ３．６１

２７



精密検査結果 

肺がん 
3.1％ 

異常認めず 
46.8％ 

その他の疾病 
45.1％ 

肺がん疑い 
5.0％ 

ｂ．精密検査結果

年 齢

精密検査受

診者数（人）

精密検査受診率

（％）

精 密 検 査 結 果 肺がん発見率

（％）

陽性反応的中度

（％）異常認めず その他疾病 肺がん疑い 肺がん

d′ e′＝d′／b′ f′ g′＝f′／a′ h′＝f′／b′

男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

保健事業団 ３７０ ５４４ ８３．１ ８５．５ ８４．６ １５８ ２６３ １６４ ２３７ ２６ ３２ ２２ １２ ０．１８５０．０５６０．１０２ ４．９ １．９ ３．１

中国労働衛生協会 ８ １７ ６１．５ ８９．５ ７８．１ ４ ８ ４ ７ ０ ２ ０ ０ ０．００００．００００．０００ ０．０ ０．０ ０．０

病 院 １０６ １４２ ７５．２ ８１．１ ７８．５ ４７ ７３ ５５ ６３ ３ ３ １ ３ ０．０４３０．０７４０．０６３ ０．７ １．７ １．３

診 療 所 １４３ １７５ ９２．９ ８９．３ ９０．９ ５４ ９７ ８１ ６８ ３ ６ ５ ４ ０．１６５０．０６９０．１０２ ３．２ ２．０ ２．６

計 ６２７ ８７８ ８３．３ ８５．６ ８４．６ ２６３ ４４１ ３０４ ３７５ ３２ ４３ ２８ １９ ０．１６００．０６００．０９５ ３．７ １．９ ２．６

合 計 １，５０５ ８４．６ ７０４ ６７９ ７５ ４７ ０．０９５ ２．６

２８
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Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ
Ｅ
＝
Ｄ
／Ａ

Ｆ
Ｇ

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ
Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

Ｊ
Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

Ｌ
Ｍ

Ｎ
Ｏ

Ｐ＝
Ｍ＋
Ｎ＋
Ｏ
Ｑ
＝
Ｏ
／Ｄ

Ｒ
＝
Ｏ
／Ｈ

鳥
取
市
５４
，０
００

３
，６
１９

１３
，６
６３

１７
，２
８２

３２
．０

５７
５２
４

５８
１

３
．３
６

４８
７

８３
．８

２３
３

２２
５

１５
１４

２５
４

０
．０
８１

２
．４

米
子
市
５１
，５
７８

５
，５
８３

０
５
，５
８３

１０
．８

２２
９

０
２２
９

４
．１
０

１９
６

８５
．６

７６
１０
３

９
８

１２
０

０
．１
４３

３
．５

倉
吉
市
１２
，６
０２

１
，９
０７

７１
１

２
，６
１８

２０
．８

１０
９

７３
１８
２

６
．９
５

１６
４

９０
．１

９０
６５

６
３

７４
０
．１
１５

１
．６

境
港
市
１１
，５
７３

１
，０
９３

０
１
，０
９３

９
．４

３２
０

３２
２
．９
３

３０
９３
．８

２３
０

１
６

７
０
．５
４９

１８
．８

岩
美
町

２
，７
７２

１
，０
８５

０
１
，０
８５

３９
．１

２３
０

２３
２
．１
２

２３
１０
０
．０

１７
４

１
１

６
０
．０
９２

４
．３

八
頭
町

８
，０
９４

３
，３
５８

５４
３
，４
１２

４２
．２

６８
１

６９
２
．０
２

５７
８２
．６

３０
２５

０
２

２７
０
．０
５９

２
．９

若
桜
町

１
，４
５６

６３
２

０
６３
２

４３
．４

８
０

８
１
．２
７

７
８７
．５

３
４

０
０

４
０
．０
００

０
．０

智
頭
町

３
，４
７３

１
，０
９３

２７
０

１
，３
６３

３９
．２

２９
１６

４５
３
．３
０

３５
７７
．８

１４
１７

１
３

２１
０
．２
２０

６
．７

湯
梨
浜
町

４
，８
３３

２
，３
７９

２３
７

２
，６
１６

５４
．１

１１
１

３０
１４
１

５
．３
９

１２
６

８９
．４

５１
６３

１２
０

７５
０
．０
００

０
．０

三
朝
町

１
，８
９４

１
，３
４６

０
１
，３
４６

７１
．１

５２
０

５２
３
．８
６

４３
８２
．７

２０
２２

１
０

２３
０
．０
００

０
．０

北
栄
町

３
，７
１５

２
，５
３３

１７
３

２
，７
０６

７２
．８

９４
１５

１０
９

４
．０
３

８９
８１
．７

５２
３１

６
０

３７
０
．０
００

０
．０

琴
浦
町

８
，８
２６

１
，０
９６

６０
１
，１
５６

１３
．１

３３
７

４０
３
．４
６

３１
７７
．５

７
１２

１０
２

２４
０
．１
７３

５
．０

南
部
町

２
，３
８７

１
，２
３２

０
１
，２
３２

５１
．６

２７
０

２７
２
．１
９

２４
８８
．９

１０
１４

０
０

１４
０
．０
００

０
．０

伯
耆
町

７
，８
６４

２
，１
４４

０
２
，１
４４

２７
．３

９５
０

９５
４
．４
３

７４
７７
．９

３４
３１

７
２

４０
０
．０
９３

２
．１

日
吉
津
村

１
，６
０４

２９
２

０
２９
２

１８
．２

７
０

７
２
．４
０

６
８５
．７

１
５

０
０

５
０
．０
００

０
．０

大
山
町

６
，５
０７

３
，０
３３

０
３
，０
３３

４６
．６

９６
０

９６
３
．１
７

７７
８０
．２

２７
４２

３
５

５０
０
．１
６５

５
．２

日
南
町

１
，０
９３

３９
５

０
３９
５

３６
．１

３
０

３
０
．７
６

３
１０
０
．０

１
２

０
０

２
０
．０
００

０
．０

日
野
町

１
，０
７１

４９
０

０
４９
０

４５
．８

９
０

９
１
．８
４

８
８８
．９

３
３

１
１

５
０
．２
０４

１１
．１

江
府
町

９７
２

８１
８

０
８１
８

８４
．２

３２
０

３２
３
．９
１

２５
７８
．１

１２
１１

２
０

１３
０
．０
００

０
．０

合
計
１８
６
，３
１４

３４
，１
２８

１５
，１
６８

４９
，２
９６

２６
．５

１
，１
１４

６６
６

１
，７
８０

３
．６
１

１
，５
０５

８４
．６

７０
４

６７
９

７５
４７

８０
１

０
．０
９５

２
．６

東
部
６９
， ７
９５

９
，７
８７

１３
，９
８７

２３
，７
７４

３４
．１

１８
５

５４
１

７２
６

３
．０
５

６０
９

８３
．９

２９
７

２７
５

１７
２０

３１
２

０
．０
８４

２
．８

中
部
３１
，８
７０

９
，２
６１

１
，１
８１

１０
，４
４２

３２
．８

３９
９

１２
５

５２
４

５
．０
２

４５
３

８６
．５

２２
０

１９
３

３５
５

２３
３

０
．０
４８

１
．０

西
部
８４
，６
４９

１５
，０
８０

０
１５
，０
８０

１７
．８

５３
０

０
５３
０

３
．５
１

４４
３

８３
．６

１８
７

２１
１

２３
２２

２５
６

０
．１
４６

４
．２

２９



（３） 平成１８年度肺がん検診発見がん患者の予後調査の確定について

肺がん確定診断（原発性７７６、転移性９７） ８７３例

他部位癌（鼻腔１、咽頭２、喉頭３、悪性中皮腫１、その他５） １２例

総 計 ８８５例

１）肺がん確定診断 （単位：例）

６２年 ６３年 平成元年 平成２年 平成３年 平成４年 平成５年 平成６年 平成７年

原発性肺癌 ６ ２２ １８ ３２ ３６ ３７ ４１ ２２ ３８

転移性肺腫瘍 ０ ４ ４ ４ ７ ９ ３ ５ ５

合 計 ６ ２６ ２２ ３６ ４３ ４６ ４４ ２７ ４３

平成１７年 平成１８年 合計

原発性肺癌 ５６ ６２ ７７６

転移性肺腫瘍 ６ ５ ９７

合 計 ６２ ６７ ８７３

平成８年 平成９年 平成１０年 平成１１年 平成１２年 平成１３年 平成１４年 平成１５年 平成１６年

原発性肺癌 ３８ ５３ ４０ ４１ ４２ ３０ ４８ ６５ ４９

転移性肺腫瘍 ４ ２ ７ ７ ６ ７ ６ ４ ２

合 計 ４２ ５５ ４７ ４８ ４８ ３７ ５４ ６９ ５１

２）原発性肺がん診断方法

〔Ｈ１８年度集計〕

胸 Ｘ 間 接 Ｄのみ ２４２例 �
�
��
６８０例（８７．６％）

Ｄのみ ９例 �
�
��

５９例（９５．２％）
Ｅのみ ４３８例 Ｅのみ ５０例

（Ｅ１：２６例、Ｅ２：１３例、不明：１１例）

細 胞 診 Ｄのみ １８例 �
�
��

５２例（ ６．７％）
Ｄのみ ０例 �

�
��

０例（ ０．０％）
Ｅのみ ３４例 Ｅのみ ０例

胸Ｘ線間接と細胞診 Ｄ＋Ｄ １０例 �
�
�
�
�
�
�

４２例（ ５．４％）

Ｄ＋Ｄ ０例 �
�
�
�
�
�
�

２例（ ３．２％）
Ｄ＋Ｅ ８例 Ｄ＋Ｅ ０例

Ｅ＋Ｄ ５例 Ｅ＋Ｄ １例

Ｅ＋Ｅ １９例 Ｅ＋Ｅ １例

不明 ２例 ２例（ ０．３％） 不明 １例 １例（ １．６％）

計 ７７６例 計 ６２例

３０



３）精密検診受診・原発性肺癌発見の状況

年 受診者
（人）

要精検者
（人）

精検受診者
（人）

肺癌発見者
（人）

発見者
（対人口１０万）

Ｓ６２ １６，４２０ ７４５（４．５４％） ６５２（８７．５％） ６ ３７

Ｓ６３ ３８，４４５ ６５（０．１７％） ６０（９２．３％） ２２ ５７

Ｈ１ ５２，４７３ １１７（０．２２％） １０７（９１．５％） １８ ３４

Ｈ２ ６８，３７４ １５３（０．２２％） １３２（８６．３％） ３２ ４９

Ｈ３ ７０，１８９ ９５（０．１４％） ８９（９３．７％） ３６ ５１

Ｈ４ ６９，９０９ １３３（０．１９％） １１１（８３．５％） ３７ ５３

Ｈ５ ６９，０２７ １３３（０．１９％） ９８（７２．９％） ４１ ５９

Ｈ６ ６６，３１６ １０３（０．１６％） ８９（８６．４％） ２２ ３３

Ｈ７ ６５，２２６ １６２（０．２５％） １３５（８３．３％） ３８ ５８

Ｈ８ ６４，１６９ １１４（０．１８％） ９１（７９．８％） ３８ ５９

Ｈ９ ６７，０９２ １５２（０．２３％） １２３（８０．９％） ５３ ７９

Ｈ１０ ６４，５４０ １３７（０．２１％） １１１（８１．０％） ４０ ６２

Ｈ１１ ６４，８４５ １６９（０．２６％） １４２（８４．０％） ４１ ６４

Ｈ１２ ６２，８３７ ３１１（０．４９％） ２４２（７７．８％） ４２ ６７

Ｈ１３ ６２，６３１ ２１６（０．３４％） １５２（７０．４％） ３０ ４８

Ｈ１４ ６３，６１６ ３４３（０．５４％） ２７１（７９．０％） ４８ ７５

Ｈ１５ ６３，６４９ ６４０（１．０１％） ４８９（７６．４％） ６５ １０２

Ｈ１６ ６０，１１３ １，７９１（２．９８％） １，４３３（８０．０％） ４９ ８２

Ｈ１７ ５１，０２０ １，６５９（３．２５％） １，４０９（８４．９％） ５６ １１０

Ｈ１８ ４９，２９６ １，７８０（３．６１％） １，５０５（８４．６％） ６２ １２６

計 １，１９０，１８７ ９，０１８（０．７６％） ７，４４１（８２．５％） ７７６ ６５

４）原発性肺癌（７７６例）

（１） 年齢・性別 〔Ｈ１８年度集計〕

区 分 原発性肺癌 比率（％） 区 分 原発性肺癌 比率（％）

～５９歳 ６０例 ７．７ ～５９歳 ７例 １１．３

６０～６９歳 ２３６ ３０．４ ６０～６９歳 １６ ２５．８

７０～７９歳 ３５０ ４５．１ ７０～７９歳 ２７ ４３．５

８０～ １３０ １６．８ ８０～ １２ １９．４

計 ７７６ １００．０ 計 ６２ １００．０

平均年齢＝７１．７
男：女＝４８４例：２９２例

平均年齢＝７１．８
男：女＝３６例：２６例

（２） 原発性肺癌の臨床病期と組織型

ａ．病期分類 〔Ｈ１８年度集計〕

臨床病期 （％） 臨床病期 （％）
０ccult ２例 ０ccult ０
�Ａ ２９２（３７．６） �Ａ ２９（４６．８）��

�
３４
（５４．８％）�Ｂ １２２ �Ｂ ５

�Ａ ２６ �Ａ ２
�Ｂ ５６ �Ｂ ５
�Ａ １１１ �Ａ １０
�Ｂ ５５ �Ｂ ７
� ８８ � ４
不明 ２４ 不明 ０

計 ７７６ 計 ６２
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ｂ．組織型 〔Ｈ１８年度集計〕

組織型 （％） 組織型 （％）

扁平上皮癌 ２２３例 扁平上皮癌 １０例

腺 癌 ４２０（５４．１） 腺 癌 ４３（６９．４）

大 細 胞 癌 １２ 大 細 胞 癌 １

小 細 胞 癌 ４６ 小 細 胞 癌 ３

腺扁平上皮癌 ８ 腺扁平上皮癌 １

腺様嚢胞癌 １ 腺様嚢胞癌 ０

不 明 ６７ 不 明 ４

計 ７７７ 計 ６２

※１例 扁平上皮癌と腺癌の同時多発癌を含む

（３） 原発性肺癌の手術症例（４５３例、

手術率：５８．４％）

ａ．臨床病期、術後病期

臨床病期（％） 術後病期（％）

０ccult ２例 ０ccult ２例

�Ａ ２４８（５４．７） �Ａ ２１５（４７．５）

�Ｂ ９１ �Ｂ ９６

�Ａ １３ �Ａ １８

�Ｂ ３１ �Ｂ ３５

�Ａ ５３ �Ａ ５６

�Ｂ １２ �Ｂ ２０

� ３ � １１

計 ４５３ 計 ４５３

〔Ｈ１８年度集計〕

原発性肺癌の手術症例

（３８例、手術率：６１．３％）

臨床病期（％） 術後病期（％）

０ccult ０例 ０ccult ０例

�Ａ ２５（６５．８） �Ａ １９（５０．０）

�Ｂ ４ �Ｂ ８

�Ａ １ �Ａ ２

�Ｂ ３ �Ｂ ３

�Ａ ３ �Ａ ３

�Ｂ ２ �Ｂ ２

� ０ � １

計 ３８ 計 ３８

ｃ．根治度 〔平成１８年度集計〕

根治度分類 （％） 根治度分類 （％）

絶対的治癒手術 ３３６例（７４．２）�
�
�
３９７
（８７．６％）

絶対的治癒手術 ２９例（７６．３）�
�
�
３０
（７８．９％）相対的治癒手術 ６１ 相対的治癒手術 １

相対的非治癒手術 ２４ 相対的非治癒手術 １

絶対的非治癒手術 ２５ 絶対的非治癒手術 ４

不 明 ７ 不 明 ３

計 ４５３ 計 ３８

ｂ．組織型分類 〔１８年度集計〕

組織型 （％） 組織型 （％）

扁平上皮癌 １２１例 扁平上皮癌 ４例

腺 癌 ３００（６６．１） 腺 癌 ３２（８４．２）

大 細 胞 癌 １０ 大 細 胞 癌 １

小 細 胞 癌 ６ 小 細 胞 癌 ０

腺扁平上皮癌 ９ 腺扁平上皮癌 １

腺様嚢胞癌 １ 腺様嚢胞癌 ０

不 明 ７ 不 明 ０

計 ４５４ 計 ３８

※１例 扁平上皮癌と腺癌の同時多発癌を含む
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（４） 腫瘍径

腫瘍径
（�）

Ｈ１０年度
（％）

Ｈ１１年度
（％）

Ｈ１２年度
（％）

Ｈ１３年度
（％）

Ｈ１４年度
（％）

Ｈ１５年度
（％）

Ｈ１６年度
（％）

Ｈ１７年度
（％）

Ｈ１８年度
（％）

０～１０ １例 ２例 １例 ０例 ２例 １例 ２例 ４例 ２例

１１～２０ ９（２２．５） １０ １５（３５．７） １１（３６．７） １７（３５．４） １１ １７（３４．７） １１ ２６（４１．９）

２１～３０ ６ １５（３６．６） ７ ６ １３ １３ １０ １６（２８．６） １５

３１～４０ ６ ９ ８ ９ ８ １７（２６．２） １１ １１ １０

４１～５０ ７ １ ３ １ ３ ８ ４ ４ ２

５１～ ７ ２ ６ ３ ３ １３ ５ ６ ４

不明 ４ ２ ２ ０ ２ ２ ０ ４ ３

計 ４０ ４１ ４２ ３０ ４８ ６５ ４９ ５６ ６２

平均 ３７．１� ２７．９� ３２．２� ３３．５� ２８．８� ３８．７� ３０．２� ３０．６� ２６．０�

最高 ９０� ７０� ８０� １００� ８５� １４５� ７０� ８５� ５９�

５）転移性肺腫瘍（９７例）

大腸がん：２４例 甲状腺癌：１２例 腎 臓 癌：１０例 乳 癌：７例 肝 臓 癌：７例

前立腺癌：６例 胆のう癌：３例 卵 巣 癌：２例 胃 癌：３例 肺 癌：２例

子 宮 癌：３例 尿 管 癌：３例 食 道 癌：２例 咽 頭 癌：１例 肛 門 癌：１例

顎 下 腺：１例 子宮肉腫：１例 胸 腺 癌：１例 膵 臓 癌：１例 膀 胱 癌：１例

胆 管 癌：１例 不 明：５例

６）原発性肺がん確定者の施設検診と車検診の比較

施 設 検 診 車 検 診

受診者数 １５，１６８ ３４，１２８

要精検数

６６６（４．４％）

東部：５４１（３．９％）

中部：１２５（１０．６％）

西部：―

１，１１４（３．３％）

東部：１８５（１．９％）

中部：３９９（４．３％）

西部：５３０（３．５％）

確定者数 １６名（０．１１％） ４６名（０．１３％）

発見方法

Ｄ判定 １名

Ｅ判定 １５名

Ｄ判定 ８名

Ｅ判定 ３７名

不 明 １名

（Ｘ線＋喀痰Ｅ判定：２名）

年 齢 ７１．０歳 ７２．１歳

性 差 男７名、女９名 男２９名、女１７名

臨床病期

�Ａ１０名、�Ｂ２名

�Ａ１名、�Ｂ０名

�Ａ１名、�Ｂ１名

�１名

�Ａ１９名、�Ｂ３名

�Ａ１名、�Ｂ５名

�Ａ９名、�Ｂ６名

�３名

組 織 型

扁平上皮癌０名、腺癌１３名

腺扁平上皮癌１名、小細胞癌１名

不明１名

扁平上皮癌１０名、腺癌３０名

大細胞癌１名、小細胞癌２名

不明３名

手 術 あり１０名、なし６名 あり２８名、なし１８名

腫 瘍 径 ２５．５� ２６．２�
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原発性肺癌（776例） 
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（1987―2006年：873例） 

70

１．肺がん または 肺がん疑いの予後調査（平成１８年度）

肺がん または 肺がん疑い １２２例（東：３７、中：４０、西：４５）

原発性肺がん ６２例（東：２５、中：１３、西：２４）

転移性肺腫瘍 ５例（東：１、中：０、西：４）

経過観察中 ３１例（東：２、中：１５、西：１４）

肺がん否定 ２４例（東：９、中：１２、西：３）

炎症性腫瘤（陳旧性） ４例 ４

結核腫 １例 １

過誤腫 １例 １

CT上否定（消失） １８例 ４ １２ ２

確定肺がん率 ５０．８％（東：６７．６％、中：３２．５％、西：５３．３％）

確定肺がん率（転移含む） ５４．９％（東：７０．３％、中：３２．５％、西：６２．２％）

＊平成１７年度は１３２例の肺がんまたは肺がん疑い中

５６例が原発性肺がん、６例が転移性肺腫瘍

確定肺がん率 ４２．４％（東：４９．２％、中：２５．９％、西：４３．２％）

確定肺がん率（転移含む） ４７．０％（東：５４．１％、中：２５．９％、西：４７．７％）

７）肺癌検診の受診率・精検率・がん発見率の推移 ８）検診で発見された肺癌の推移
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―全症例（n＝776）― 

時間 
0 270210 240180 （月） 150120906030

5y：41.3％ 

10y：23.5％ 
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―性別― 

時間 
0 270 210 240180 （月） 150120906030

P＜0.0001男性 
（n＝484） 

女性 
（n＝292） 

5y：36.9％ 

5y：48.9％ 

10y：18.1％ 
15y：12.2％ 

15y：26.5％ 
10y：33.8％ 
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―組織型別― 

時間 
0 270240210 （月） 150 180120906030

  Ad 
（n＝376） 

  Sq 
（n＝213） 

  Sm 
（n＝43） 

P＜0.0001

5y：52.0％ 

5y：3.5％ 

10y：30.1％ 

15y：23.3％ 

15y：13.1％ 
10y：19.3％ 

5y：32.7％ 
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―臨床病期― 

時間 
0 270240210 （月） 150 180120906030

�A 
（n＝292） 
�B 
（n＝122） 
�A 
（n＝26） 
�B 
（n＝56） 
�A 
（n＝111） 
�B 
（n＝55） 
� 
（n＝88） 

P＜0.0001

5y：67.7％ 

10y：43.0％ 
15y：34.9％ 
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―発見方法別― 

時間 
0 270240210 （月） 150 180120906030

P＜0.0008

5y：53.3％ 

5y：17.8％ 10y：10.7％ 

10y：32.3％ 

15y：21.1％ 10y：41.8％ 

10y：23.1％ 15y：17.2％ 

15y：7.1％ 

Ｘ線 
（n＝682） 

喀痰 
（n＝52） 

Ｘ線＋喀痰 
（n＝42） 
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20

0

累
積
生
存
率
 

―手術の有無別― 

時間 
0 210 270240 （月） 150 180120906030

P＜0.0001手術例 
（n＝452） 

非手術例 
（n＝324） 

5y：12.2％ 

5y：62.1％ 

15y：0.1％ 10y：0.3％ 

15y：28.3％ 

10y：37.6％ 
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時間 

5y：30.6％ 

5y：13.2％ 

5y：18.6％ 10y：20.4％ 

10y：5.3％ 

10y：3.2％ 

0 （月） 140 220160 180 20012010080604020

P＝0.028

全症例（n＝97） 
手術例（n＝12） 
非手術例（n＝85） 
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―術後病理病期― 

時間 

5y：79.5％ 

10y：55.6％ 

15y：40.9％ 

0 270240210 （月） 150 180120906030

�A 
（n＝215） 
�B 
（n＝96） 
�A 
（n＝18） 
�B 
（n＝35） 
�A 
（n＝56） 
�B 
（n＝20） 
� 
（n＝11） 

P＜0.0001

９）検診発見肺癌の予後

１０）検診発見転移性肺腫瘍の予後
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４．乳 が ん 検 診

１．乳がん検診実績
平成１７年度より４０歳以上を対象者とし、同一人が隔年でマンモグラフィ併用検診を行うことに検診

内容が変更となった。平成１８年度の対象者数は１０９，６３４人で、このうち受診者数は１３，９５６人（出張検

診：７，０８５人、施設検診：６，８７１人）であった。そのうちマンモグラフィ併用検診は１９市町村で実施さ

れ、１２，７８２人、視触診のみは８市町で実施され、１，１７２人、マンモグラフィのみは１町で２人に実施

され、受診率は１２．７％であった。しかし、隔年検診となり、２年間の受診者数で受診率を算出するこ

ととなったため、平成１８年度の最終受診率は結果的に２８．１％となった。

要精検者数は１，５１０人、要精検率は１０．８２％で前年度より０．７ポイント増加した。併用検診は１１．５６％、

視触診のみは２．６５％で約４倍の開きがあった。

精検受診者数は１，３７０人、精検受診率は９０．７％と前年度を１．８ポイント上回り、過去最高であった。

この結果、乳がんが７３人発見され、発見率（がん／受診者数）は０．５２％、陽性反応的中度（がん／要精

検者数）は４．８％であった。平成１７年度に比して、それぞれ２０人、０．２１ポイント、１．８ポイント増加し

た。ただし、乳がん疑いも７人あった。

視触診及び併用検診からは６８人発見され、発見率は０．５３２％で、視触診のみでは５人発見され、

０．４２７％であった。また、併用検診では要精検率、発見率とも４０歳代で高く、最近増えている４０歳代

の乳がん発見に威力を発揮していると思われる。

地区別でみると要精検率は東部、西部、中部の順に高く、中部以外は全国平均の８％を上回ってい

た。がん発見率は西、東、中部、陽性反応的中度は西、中、東部の順に高かった。

２．乳がん検診発見乳がん確定調査結果
平成１８年度に発見された乳がん又は乳がん疑い８０例について確定調査を行った結果、７５例が確定乳

がんで、大幅に増加し、マンモグラフィによる非触知乳癌の発見が３８例（５０．７％）であった。特に４０

歳代の発見が増加した。なかでも４０歳代の発見が増加し、マンモグラフィ発見乳がんの方が優位に早

期で死亡率減少の期待ができそうである。

非浸潤癌は９例で、乳房温存率は平成１７年度に比べ減少した。また、術前化学療法、腋窩郭清省略

が一部の施設で施行されはじめた。
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（１） 乳がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分 １３年度 １４年度 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度

一 次 検 診

対 象 者 数（人） Ａ １２３，８９６ １２７，９４４ １２７，９４５ １２５，２７０ １１２，３８４ １０９，６３４

受 診 者 数（人） Ｂ ２９，８４０ ３１，１０５ ３１，５３９ ２９，８８８ １７，２３７ １３，９５６

受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ２４．１ ２４．３ ２４．７ ２３．９ １５．３ １２．７

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ２９，００３ ３０，２０７ ３０，４２４ ２８，８８５ １５，４９９ １２，４４６

要 精 検 者 数（人） Ｅ ８３７ ８９８ １，１１５ １，００３ １，７３８ １，５１０

要 精 検 率（％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ ２．８０ ２．８９ ３．５４ ３．３６ １０．０８ １０．８２

精 密 検 査
精検受診者数（人） Ｇ ６９２ ７３５ ９８５ ８７５ １，５４５ １，３７０

精 検 受 診 率（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ８２．７ ８１．８ ８８．３ ８７．２ ８８．９ ９０．７

精密検査結果

乳 が ん の 者（人） I ３６（２） ３９（３） ４３（６） ４３（３） ５３（７） ７３（７）

乳がん発見率（％）Ｊ＝Ｉ／Ｂ ０．１２ ０．１３ ０．１４ ０．１４ ０．３１ ０．５２

陽性反応適中度（％）Ｋ＝Ｉ／Ｅ ４．３ ４．３ ３．９ ４．３ ３．０ ４．８

確定調査結果
確 定 が ん 数（人） Ｌ ３２ ４１ ４６ ４６ ５３ ７５

確 定 が ん 率（％）Ｍ＝Ｌ／Ｂ ０．１１ ０．１３ ０．１５ ０．１５ ０．３１ ０．５４

＊ 精密検査結果欄の（ ）内の数値はがん疑いの者の数を外数で計上
＊ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から【がん】の者のみを計上
＊ 確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上

（２） 平成１８年度乳がん検診結果

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢
対 象 者 数
（人）

一 次 検 診
受 診 者 数

受 診 率
（％）

一 次 検 診 結 果 要精検率
（％）要精検者数 異常認めず

ａ ｂ ｃ＝ｂ／ａ ｄ ｅ＝ｄ／ｂ

４０～４４歳 ６，８４６ １，２０５ １７．６ １８５ １，０２０ １５．３５

４５～４９歳 ８，６７８ １，０８６ １２．５ １６０ ９２６ １４．７３

５０～５４歳 ９，７２７ １，４３５ １４．８ １９２ １，２４３ １３．３８

５５～５９歳 １２，９１３ １，８９３ １４．７ ２０５ １，６８８ １０．８３

６０～６４歳 １３，１９８ ２，２８２ １７．３ ２３２ ２，０５０ １０．１７

６５～６９歳 １４，３５１ ２，２１６ １５．４ ２０６ ２，０１０ ９．３０

７０～７４歳 １４，９２０ ２，３１０ １５．５ ２１６ ２，０９４ ９．３５

７５～７９歳 １３，４１１ １，０８３ ８．１ ７９ １，００４ ７．２９

８０歳以上 １５，５９０ ４４６ ２．９ ３５ ４１１ ７．８５

計 １０９，６３４ １３，９５６ １２．７ １，５１０ １２，４４６ １０．８２
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精密検査結果 

乳がん 
5.3％ 

異常認めず 
54.4％ 

その他の疾病 
39.8％ 

乳がん疑い 
0.5％ 

２）精密検診結果（年齢階級別）

年 齢

精密検査
受診者数
（人）

精 密 検 査
受診率（％）

精 密 検 査 結 果 乳 が ん
発見率（％）

陽 性 反 応
適中度（％）異常認めず その他の疾病 乳がん疑い 乳がん

ｆ ｇ＝ｆ／ｄ ｈ ｉ＝ｈ／ｂ ｊ＝ｈ／ｄ

４０～４４歳 １６２ ８７．６ ７９ ７４ １ ８ ０．６６４ ４．３

４５～４９歳 １４５ ９０．６ ６１ ７３ １ １０ ０．９２１ ６．３

５０～５４歳 １７０ ８８．５ ７４ ９０ ２ ４ ０．２７９ ２．１

５５～５９歳 １８６ ９０．７ ８９ ８４ １ １２ ０．６３４ ５．９

６０～６４歳 ２１５ ９２．７ １３０ ７７ ０ ８ ０．３５１ ３．４

６５～６９歳 １８７ ９０．８ １１３ ５９ １ １４ ０．６３２ ６．８

７０～７４歳 ２０１ ９３．１ １３７ ５４ １ ９ ０．３９０ ４．２

７５～７９歳 ７３ ９２．４ ４８ ２１ ０ ４ ０．３６９ ５．１

８０歳以上 ３１ ８８．６ １４ １３ ０ ４ ０．８９７ １１．４

計 １，３７０ ９０．７ ７４５ ５４５ ７ ７３ ０．５２３ ４．８

３）検診機関別

ａ．一次検診結果

一 次 検 診 機 関
一次検診受診者数

（人）
一次検診結果 要精検率

（％）要精検者数 異常認めず
a′ b′ c′＝b′／a′

医 師 雇 上 ７２１ ８３ ６３８ １１．５１

保 健 事 業 団 ６，２４９ ５６７ ５，６８２ ９．０７

中国労働衛生協会 １１５ ２１ ９４ １８．２６

病 院 ６，４２５ ８３１ ５，５９４ １２．９３

診 療 所 ４４６ ８ ４３８ １．７９

計 １３，９５６ １，５１０ １２，４４６ １０．８２

ｂ．精密検診結果

一次検診機関

精密検査
受診者数
（人）

精 密 検 査
受診率（％）

精 密 検 査 結 果 乳 が ん
発見率（％）

陽 性 反 応
適中度（％）異常認めず その他の疾病 乳がん疑い 乳がん

d′ e′＝d′／b′ f′ g′＝f′／a′ h′＝f′／b′

医 師 雇 上 ７２ ８６．７ ４７ ２１ ０ ４ ０．５５５ ４．８

保 健 事 業 団 ５２９ ９３．３ ３１９ １８８ ４ １８ ０．２８８ ３．２

中国労働衛生協会 ２０ ９５．２ ８ １２ ０ ０ ０．０００ ０．０

病 院 ７４１ ８９．２ ３６８ ３２１ ３ ４９ ０．７６３ ５．９

診 療 所 ８ １００．０ ３ ３ ０ ２ ０．４４８ ２５．０

計 １，３７０ ９０．７ ７４５ ５４５ ７ ７３ ０．５２３ ４．８
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計
１０
９
，６
３４

７
，０
８５

６
，８
７１

１３
，９
５６

１２
．７

６７
１

８３
９

１
，５
１０

１０
．８
２

１
，３
７０

９０
．７

７４
５

５４
５

７
７３

６２
５

０
．５
２３

４
．８

東
部
４６
，４
０８

２
，４
７０

２
，７
５０

５
，２
２０

１１
．２

３３
５

４２
２

７５
７

１４
．５
０

６８
２

９０
．１

４３
８

２１
６

４
２４

２４
４

０
．４
６０

３
．２

中
部
１５
，７
２１

２
，４
７０

６９
４

３
，１
６４

２０
．１

１７
９

５４
２３
３

７
．３
６

２１
８

９３
．６

１２
２

８３
１

１２
９６

０
．３
７９

５
．２

西
部
４７
，５
０５

２
，１
４５

３
，４
２７

５
，５
７２

１１
．７

１５
７

３６
３

５２
０

９
．３
３

４７
０

９０
．４

１８
５

２４
６

２
３７

２８
５

０
．６
６４

７
．１

３９



（３） 検診方法別

区 分
実 施

市 町 村 数

受 診 者 数

（人）

要精検者数 要 精 検 率

（％）

精 検

受 診 者 数

精検受診率

（％）

が ん がん発見率

（％）

視触診及びマ

ンモグラフィ
１９ １２，７８２ １，４７８ １１．５６ １，３４０ ９０．７ ６８ ０．５３２

視触診のみ ８ １，１７２ ３１ ２．６５ ２９ ９３．５ ５ ０．４２７

マンモグラ

フィのみ
１ ２ １ ５０ １ １００．０ ０ ０．０００

計 １３，９５６ １，５１０ １０．８２ １，３７０ ９０．７ ７３ ０．５２３

ｂ．精密検診結果（年齢階級別）

年 齢

精密検査
受診者数
（人）

精密検査
受診率
（％）

精 密 検 査 結 果 乳がん
発見率
（％）

陽性反応
適中度
（％）異常認めず その他の疾病 乳がん疑い 乳がん

ｌ ｍ＝ｌ／ｄ ｎ ｏ＝ｎ／ｂ ｐ＝ｎ／ｄ

４０～４４歳 １５９ ８７．８ ７９ ７３ １ ６ ０．５２７ ３．３

４５～４９歳 １４０ ９０．３ ６０ ６９ １ １０ ０．９８６ ６．５

５０～５４歳 １６９ ８８．９ ７４ ８９ ２ ４ ０．２９１ ２．１

５５～５９歳 １８２ ９０．５ ８７ ８２ １ １２ ０．６７１ ６．０

６０～６４歳 ２１３ ９２．６ １２８ ７７ ０ ８ ０．３７３ ３．５

６５～６９歳 １８２ ９０．５ １１１ ５６ １ １４ ０．６７９ ７．０

７０～７４歳 １９５ ９２．９ １３３ ５３ １ ８ ０．３９３ ３．８

７５～７９歳 ７３ ９２．４ ４８ ２１ ０ ４ ０．４６１ ５．１

８０歳以上 ２７ ８７．１ １２ １３ ０ ２ ０．５５４ ６．５

計 １，３４０ ９０．７ ７３２ ５３３ ７ ６８ ０．５３２ ４．６

１）視触診＋マンモグラフィ併用検診

ａ．一次検診結果（年齢階級別）

年 齢
対象者数
（人）

一次検診
受診者数

受診率
（％）

一次検診結果
要精検率
（％）

視触診のみ要精検 マンモグラフィのみ要精検 視触診・マンモともに要精検

要精検者数 異常認めず 要精検者数 要精検率（％） 要精検者数 要精検率（％） 要精検者数 要精検率（％）

ａ ｂ ｃ＝ｂ／ａ ｄ ｅ＝ｄ／ｂ ｆ ｇ＝ｆ／ｂ ｈ ｉ＝ｈ／ｂ ｊ ｋ＝ｊ／ｂ

４０～４４歳 ６，８４６ １，１３８ １６．６ １８１ ９５７ １５．９１ ２１ １．８５ １３８ １２．１３ ２２ １．９３

４５～４９歳 ８，６７８ １，０１４ １１．７ １５５ ８５９ １５．２９ ８ ０．７９ １３０ １２．８２ １７ １．６８

５０～５４歳 ９，７２７ １，３７３ １４．１ １９０ １，１８３ １３．８４ １４ １．０２ １５５ １１．２９ ２１ １．５３

５５～５９歳 １２，９１３ １，７８９ １３．９ ２０１ １，５８８ １１．２４ １１ ０．６１ １７３ ９．６７ １７ ０．９５

６０～６４歳 １３，１９８ ２，１４４ １６．２ ２３０ １，９１４ １０．７３ １１ ０．５１ １９４ ９．０５ ２５ １．１７

６５～６９歳 １４，３５１ ２，０６１ １４．４ ２０１ １，８６０ ９．７５ ９ ０．４４ １６６ ８．０５ ２６ １．２６

７０～７４歳 １４，９２０ ２，０３４ １３．６ ２１０ １，８２４ １０．３２ １６ ０．７９ １７２ ８．４６ ２２ １．０８

７５～７９歳 １３，４１１ ８６８ ６．５ ７９ ７８９ ９．１０ ６ ０．６９ ６１ ７．０３ １２ １．３８

８０歳以上 １５，５９０ ３６１ ２．３ ３１ ３３０ ８．５９ ４ １．１１ ２６ ７．２０ １ ０．２８

計 １０９，６３４ １２，７８２ １１．７ １，４７８ １１，３０４ １１．５６ １００ ０．７８ １，２１５ ９．５１ １６３ １．２８

４０



精密検査結果 

乳がん 
5.1％ 

異常認めず 
54.6％ 

その他の疾病 
39.8％ 

乳がん疑い 
0.5％ 

ｃ．検診機関別（一次検診結果）

一次検診機関

一次検診
受診者数
（人）

一次検診結果
要精検率
（％）

視触診のみ要精検 マンモグラフィのみ要精検 視触診・マンモともに要精検

要精検者数 異常認めず 要精検者数 要精検率
（％） 要精検者数 要精検率

（％） 要精検者数 要精検率
（％）

a′ b′ c′＝b′／a′ d′ e′＝d′／a′ f′ g′＝f′／a′ h′ i′＝h′／a′

医 師 雇 上 ７１８ ８０ ６３８ １１．１４ １ ０．１４ ２２ ３．０６ ５７ ７．９４

保健事業団 ６，０５９ ５６７ ５，４９２ ９．３６ １３ ０．２１ ５３３ ８．８０ ２１ ０．３５

中国労働衛生協会 １１５ ２１ ９４ １８．２６ ０ ０．００ １９ １６．５２ ２ １．７４

病 院 ５，８９０ ８１０ ５，０８０ １３．７５ ８６ １．４６ ６４１ １０．８８ ８３ １．４１

診 療 所 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

計 １２，７８２ １，４７８ １１，３０４ １１．５６ １００ ０．７８ １，２１５ ９．５１ １６３ １．２８

ｄ．検診機関別（精密検査結果）

一次検診機関

精密検査
受診者数
（人）

精密検査
受診率
（％）

精 密 検 査 結 果 乳がん
発見率
（％）

陽性反応
適中度
（％）異常認めず その他の疾病 乳がん疑い 乳がん

j′ k′＝j′／b′ l′ m′＝l′／a′ n′＝l′／b′

医 師 雇 上 ６９ ８６．３ ４４ ２１ ０ ４ ０．５５７ ５．０

保健事業団 ５２９ ９３．３ ３１９ １８８ ４ １８ ０．２９７ ３．２

中国労働衛生協会 ２０ ９５．２ ８ １２ ０ ０ ０．０００ ０．０

病 院 ７２２ ８９．１ ３６１ ３１２ ３ ４６ ０．７８１ ５．７

診 療 所 ― ― ― ― ― ― ― ―

計 １，３４０ ９０．７ ７３２ ５３３ ７ ６８ ０．５３２ ４．６

４１
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（
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反
応

適
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度（
％
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Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ
Ｅ
＝
Ｄ
／Ａ

Ｆ
Ｇ

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ
Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

Ｊ
Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

Ｌ
Ｍ

Ｎ
Ｏ

Ｐ＝
Ｍ＋
Ｎ＋
Ｏ
Ｑ
＝
Ｏ
／Ｄ

Ｒ
＝
Ｏ
／Ｈ

鳥
取
市
３７
，０
００

１
，０
６３

２
，２
７５

３
，３
３８

９
．０

１５
２

３７
７

５２
９

１５
．８
５

４８
３

９１
．３

３０
２

１５
９

２
２０

１８
１

０
．５
９９

３
．８

米
子
市
２８
，１
６０

６３
５

１
，９
７６

２
，６
１１

９
．３

５０
２６
７

３１
７

１２
．１
４

２９
５

９３
．１

１０
９

１６
２

１
２３

１８
６

０
．８
８１

７
．３

倉
吉
市

７
，１
１４

３４
１

２７
９

６２
０

８
．７

２８
３０

５８
９
．３
５

５４
９３
．１

１９
３１

０
４

３５
０
．６
４５

６
．９

境
港
市

７
，４
３８

２５
０

２５
０
．３

１
０

１
４
．０
０

１
１０
０
．０

０
１

０
０

１
０
．０
００

０
．０

岩
美
町

１
，９
７７

５０
５

１２
８

６３
３

３２
．０

５７
１０

６７
１０
．５
８

５６
８３
．６

３６
１６

０
４

２０
０
．６
３２

６
．０

八
頭
町

４
，３
３４

６８
６

１３
６９
９

１６
．１

１０
０

２
１０
２

１４
．５
９

９ ５
９３
．１

６２
３１

２
０

３３
０
．０
００

０
．０

若
桜
町

１
，０
３６

２１
３

０
２１
３

２０
．６

２３
０

２３
１０
．８
０

２１
９１
．３

１５
６

０
０

６
０
．０
００

０
．０

智
頭
町

２
，０
６１

０
３３
３

３３
３

１６
．２

０
３３

３３
９
．９
１

２４
７２
．７

２０
４

０
０

４
０
．０
００

０
．０

湯
梨
浜
町

２
，０
３３

２６
８

１５
８

４２
６

２１
．０

１８
１１

２９
６
．８
１

２８
９６
．６

１９
８

０
１

９
０
．２
３５

３
．４

三
朝
町

６３
７

２５
４

０
２５
４

３９
．９

２４
０

２４
９
．４
５

２１
８７
．５

１５
６

０
０

６
０
．０
００

０
．０

北
栄
町

２
，０
７２

５６
１

８３
６４
４

３１
．１

４３
５

４８
７
．４
５

４７
９７
．９

３０
１４

０
３

１７
０
．４
６６

６
．３

琴
浦
町

３
，８
６５

９０
８

２９
９３
７

２４
．２

６６
２

６８
７
．２
６

６２
９１
．２

３９
１８

１
４

２３
０
．４
２７

５
．９

南
部
町

１
，２
９９

１６
２

１３
０

２９
２

２２
． ５

１０
５

１５
５
．１
４

１３
８６
．７

６
５

０
２

７
０
．６
８５

１３
．３

伯
耆
町

４
，２
８３

３７
２

１１
６

４８
８

１１
．４

２８
１２

４０
８
．２
０

３５
８７
．５

２１
１４

０
０

１４
０
．０
００

０
．０

日
吉
津
村

８６
７

６７
４９

１１
６

１３
．４

３
６

９
７
．７
６

７
７７
．８

１
４

０
２

６
１
．７
２４

２２
．２

大
山
町

２
，９
８８

４８
８

１３
９

６２
７

２１
．０

４１
２６

６７
１０
．６
９

５５
８２
．１

１４
３５

１
５

４１
０
．７
９７

７
．５

日
南
町

１
，３
３９

２０
４

０
２０
４

１５
．２

１４
０

１４
６
．８
６

１４
１０
０
．０

９
５

０
０

５
０
．０
００

０
．０

日
野
町

６２
９

１４
０

２１
１６
１

２５
．６

１０
２

１２
７
．４
５

１１
９１
．７

２
９

０
０

９
０
．０
００

０
．０

江
府
町

５０
２

０
１６
１

１６
１

３２
．１

０
２２

２２
１３
．６
６
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８１
．８

１３
５

０
０

５
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０
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計
１０
９
，６
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６
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５
，８
９ ０

１２
，７
８２

１１
．７

６６
８

８１
０

１
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７８

１１
．５
６

１
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４０
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７
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４
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６
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９

９０
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６

４
２４
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４

０
．４
６０

３
．２

中
部
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，７
２１

２
，３
３２
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９

２
，８
８１

１８
．３

１７
９

４８
２２
７

７
．８
８

２１
２

９３
．４

１２
２

７７
１

１２
９０

０
．４
１７

５
．３

西
部
４７
，５
０５

２
，０
９３

２
，５
９２

４
，６
８５

９
．９

１５
７

３４
０

４９
７

１０
．６
１

４４
９

９０
．３

１７
５

２４
０

２
３２

２７
４

０
．６
８３

６
．４
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精密検査結果 

乳がん 
17.2％ 

異常認めず 
44.8％ 

その他の疾病 
37.9％ 

乳がん疑い 
0.0％ 

２）視触診のみ

ａ．一次検診結果（年齢階級別）

年 齢
対 象 者 数
（人）

一 次 検 診
受 診 者 数 受診率（％）

一 次 検 診 結 果 要精検率
（％）要精検者数 異常認めず

ａ ｂ ｃ＝ｂ／ａ ｄ ｅ＝ｄ／ｂ

４０～４４歳 ６，８４６ ６７ １．０ ４ ６３ ５．９７

４５～４９歳 ８，６７８ ７２ ０．８ ５ ６７ ６．９４

５０～５４歳 ９，７２７ ６０ ０．６ １ ５９ １．６７

５５～５９歳 １２，９１３ １０４ ０．８ ４ １００ ３．８５

６０～６４歳 １３，１９８ １３８ １．０ ２ １３６ １．４５

６５～６９歳 １４，３５１ １５５ １．１ ５ １５０ ３．２３

７０～７４歳 １４，９２０ ２７６ １．８ ６ ２７０ ２．１７

７５～７９歳 １３，４１１ ２１５ １．６ ０ ２１５ ０．００

８０歳以上 １５，５９０ ８５ ０．５ ４ ８１ ４．７１

計 １０９，６３４ １，１７２ １．１ ３１ １，１４１ ２．６５

ｂ．精密検診結果（年齢階級別）

年 齢

精密検査
受診者数
（人）

精 密 検 査
受診率（％）

精 密 検 査 結 果 乳 が ん
発見率（％）

陽 性 反 応
適中度（％）異常認めず その他の疾病 乳がん疑い 乳がん

ｆ ｇ＝ｆ／ｄ ｈ ｉ＝ｈ／ｂ ｊ＝ｈ／ｄ

４０～４４歳 ３ ７５．０ ０ １ ０ ２ ２．９８５ ５０．０

４５～４９歳 ５ １００．０ １ ４ ０ ０ ０．０００ ０．０

５０～５４歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０

５５～５９歳 ４ １００．０ ２ ２ ０ ０ ０．０００ ０．０

６０～６４歳 ２ １００．０ ２ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０

６５～６９歳 ５ １００．０ ２ ３ ０ ０ ０．０００ ０．０

７０～７４歳 ６ １００．０ ４ １ ０ １ ０．３６２ １６．７

７５～７９歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０

８０歳以上 ４ １００．０ ２ ０ ０ ２ ２．３５３ ５０．０

計 ２９ ９３．５ １３ １１ ０ ５ ０．４２７ １６．１

４３



ｄ．精密検診結果（検診機関別）

検診機関

精密検査
受診者数
（人）

精密検査
受診率
（％）

精 密 検 査 結 果 乳がん
発見率
（％）

陽性反応
適中度
（％）異常認めず その他の疾病 乳がん疑い 乳がん

d′ e′＝d′／b′ f′ g′＝f′／a′ h′＝f′／b′

医 師 雇 上 ３ １００．０ ３ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０

保健事業団 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０

中国労働衛生協会 ― ― ― ― ― ― ― ―

病 院 １８ ９０．０ ７ ８ ０ ３ ０．５６３ １５．０

診 療 所 ８ １００．０ ３ ３ ０ ２ ０．４４８ ２５．０

計 ２９ ９３．５ １３ １１ ０ ５ ０．４２７ １６．１

ｃ．一次検診結果（検診機関別）

検診機関

一 次 検 診
受 診 者 数

（人）

一 次 検 診 結 果 要 精 検 率
（％）要 精 検 者 数 異 常 認 め ず

a′ b′ c′＝b′／a′

医 師 雇 上 ３ ３ ０ １００．０

保健事業団 １９０ ０ １９０ ０．０

中国労働衛生協会 ― ― ― ―

病 院 ５３３ ２０ ５１３ ３．７５

診 療 所 ４４６ ８ ４３８ １．７９

計 １，１７２ ３１ １，１４１ ２．６５

４４
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（４） 平成１８年度検診発見乳がん追跡調査結果

１）登録届け出数 ８０

確定乳癌 ７５（両側 １例）

異常なし１、良性１、経過観察２、肺小細胞癌乳腺転移１

鳥取市２２、米子市 ２３、倉吉市４、境港市３

岩美町４、八頭町１、湯梨浜町１、琴浦町４

北栄町３、日吉津村２、大山町６、南部町２

一次検診医の診断

触知癌 ３５（MMGで所見無し ２例）

非触知癌（＝MMG発見）３８

不明 ２

４）組織型

非浸潤癌 ９、浸潤癌 ６５

非触知 触知 不明

非浸潤癌 ９ ０

浸潤癌 ２８ ３５ ２

２）年齢構成 平均年齢 ６０．５歳

平成１６、１７年 平成１８年

３）病期分類

４６



５）検診歴

初回検診 ３５例

繰り返し検診 ４０例

６）手術術式 不明５（２例は術前化学療法中）

乳房温存術 乳房切除術

非浸潤癌 ７ ２

浸潤癌 ３６ ２６

計 ４３（６１％） ２８

腋窩郭清 なし SLNB あり

乳房温存術 ５ ８ ３０

乳房切除術 １ ４ ２３

計 ６ １２ ５３

まとめ

１．平成１８年度検診発見乳癌は７５例と大幅に増加し、マンモグラフィによる非触知乳癌の発見が３８

例であった。特に４０歳代の発見が増加した。

２．昨年同様マンモグラフィ発見乳癌のほうが有意に早期であった。

３．非浸潤癌は９例であった。

４．乳房温存率は昨年に比べ減少した。

５．術前化学療法、腋窩郭清省略が一部の施設で施行されはじめた。

４７



５．大 腸 が ん 検 診

１．大腸がん検診実績
平成１８年度から全市町村で１日２個法によるがん検診が実施された。

平成１８年度の対象者数（４０歳以上の者のうち職場等で受診の機会がない者として各市町村が把握し

ている人数）は１７６，７９４人で、受診者数は５２，０２６人（地域検診：２１，２５７人、施設検診：３０，７６９人）で、

受診率は２９．４％であった。このうち要精検者数は４，２４４人（地域検診：１，３１９人、施設検診：２，９２５人）、

要精検率は８．２％、そのうち、精検受診者数は３，１０８人、精検受診率は７３．２％であった。精検の結果、

大腸がん１５６人、がん発見率は０．３０％、陽性反応的中度（がん／要精検者数）は３．７％で、全国集計法

（がん／精検受診者数）では５．０％であった。がん疑いは９人発見された。

受診者数、受診率、要精検率は平成１７年度とほぼ同様な結果であったが、精検受診率が平成１８年度

初めて７０％を超え、がん発見者数が平成１７年度より１８人多く見つかっており、過去最高であった。が

ん発見率、陽性反応的中度は平成１７年度に比べ、それぞれ０．０３ポイント、０．６ポイント増加した。

要精検率は地域検診６．２％、施設検診９．５％で格差がある。検診機関別の陽性反応的中度は、鳥取県

保健事業団４．３％、ファルコ２．６％、中国労働衛生協会５．０％、病院２．２％、診療所３．８％であった。

平成１５年度から１日２個法を導入した１３市町村は、受診者数４１，５６０人で、受診率３０．３％、要精検率

８．４％、精検受診率７３．６％、がん発見率０．３１０％、陽性反応的中度は３．７％（全国集計法５．０％）であっ

た。また、平成１６年度から１日２個法を導入した５町村は、受診者数３，９０５人で、受診率２７．６％、要精

検率６．８％、精検受診率７５．０％、がん発見率０．２０５％、陽性反応的中度は３．０％（全国集計法４．０％）で

あった。平成１７年度から１日２個法を導入した３市町は、受診者数６，０７６人で、受診率２５．０％、要精検

率７．７％、精検受診率７０．０％、がん発見率０．３１３％、陽性反応的中度は４．１％（全国集計法５．８％）であっ

た。平成１８年度から１日２個法を導入した１町は、受診者数４８５人で、受診率４５．３％、要精検率４．７％、

精検受診率６０．９％、がんは発見されなかった。

２．大腸がん検診発見大腸がん確定調査結果
検診で発見された大腸がん１５６例、がん疑い９例、合計１６５例について確定調査を行った結果、確定

癌１５９例（地域検診５７例、施設検診１０２例）で、そのうち早期がんは１０７例で、早期癌率は６７．３％で、

平成１７年度全国集計とほぼ同様な結果であった。

調査の結果は、以下のとおりである。

（１） 性及び年齢では男女とも７０～７９歳からがんが多く発見された。

（２） 部位では「Ｒ」と「Ｓ」が５９．７％、早期癌では「Ｉｐ」「Ｉsp」「�ｓ」が、進行癌では「２」

が大半を占めていた。平成１７年度全国平均とほぼ同様な結果であった。

（３） 大きさは、１０�以下が２８．３％であった。また、大きさが記入していない症例が１５例もあった。

（４） Dukes分類は「Ａ」が７５．５％で、組織型分類は「Well」が６１．０％、「Mod」が３１．４％であった。

（５） 治療方法は外科手術が６７例（４２．１％）、内視鏡下手術１５例（９．４％）、内視鏡治療は７６例（４７．８％）

であった。内視鏡下手術が少し増えている。

（６） 逐年検診発見進行大腸癌は１５例（東部７例、中部１例、西部７例）であった。
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（１） 大腸がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分 １３年度 １４年度 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度

一 次 検 診

対 象 者 数（人） Ａ １７５，１０３ １７７，２５４ １７９，２７４ １７４，３００ １８０，３６６ １７６，７９４

受 診 者 数（人） Ｂ ５１，２９５ ５３，３３６ ５６，２１８ ５４，１７０ ５２，０４５ ５２，０２６

受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ２９．３ ３０．１ ３１．４ ３１．１ ２８．９ ２９．４

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ４７，１４１ ４８，９３１ ５１，０２４ ４９，８１８ ４７，５６９ ４７，７８２

要 精 検 者 数（人） Ｅ ４，１５４ ４，４０５ ５，１９４ ４，３５２ ４，４７６ ４，２４４

要 精 検 率（％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ ８．１ ８．３ ９．２ ８．０ ８．６ ８．２

精 密 検 査
精検受診者数（人） Ｇ ２，５９３ ２，７６７ ３，４４９ ２，９５５ ３，０９７ ３，１０８

精 検 受 診 率（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ６２．４ ６２．８ ６６．４ ６７．９ ６９．２ ７３．２

精密検査結果

大腸がんの者（人） Ｉ １１７（７） １２６（１２） １４９（８） １２３（８） １３８（６） １５６（９）

大腸がん発見率（％）Ｊ＝Ｉ／Ｂ ０．２３ ０．２４ ０．２７ ０．２３ ０．２７ ０．３０

陽性反応適中度（％）Ｋ＝Ｉ／Ｅ ２．８ ２．９ ２．９ ２．８ ３．１ ３．７

確定調査結果
確 定 が ん 数（人） Ｌ １１８ １２７ １４７ １１９ １３９ １５９

確 定 が ん 率（％）Ｍ＝Ｌ／Ｂ ０．２３ ０．２４ ０．２６ ０．２２ ０．２７ ０．３１

※１ 精密検査結果欄の（ ）内の数値は「がん疑いの者」の数を外数で計上

※２ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上

※３ 確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上

４９



（２） 平成１８年度大腸がん検診結果

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢

対象者数（人）
一 次 検 診

受 診 者 数
受診率（％）

一次検診結果
要精検率（％）

要精検者数 異常認めず

ａ ｂ ｃ＝ｂ／ａ ｄ ｅ＝ｄ／ｂ

男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 計

４０～４４歳 ３，６７１ ６，２３７ ４０９ １，０９４１１．１１７．５１５．２ ２８ ５１ ３８１ １，０４３ ６．８ ４．７ ５．３

４５～４９歳 ４，４７３ ８，０９７ ５７４ １，３９６１２．８１７．２１５．７ ３３ ７４ ５４１ １，３２２ ５．７ ５．３ ５．４

５０～５４歳 ６，３０３ ９，００９ ９１２ ２，０９５１４．５２３．３１９．６ ７９ １０９ ８３３ １，９８６ ８．７ ５．２ ６．３

５５～５９歳 ８，３１３ １１，９００ １，５７８ ３，９１７１９．０３２．９２７．２ １３０ ２３５ １，４４８ ３，６８２ ８．２ ６．０ ６．６

６０～６４歳 ９，４０６ １２，６０８ ２，３１０ ４，４９１２４．６３５．６３０．９ ２１７ ２８５ ２，０９３ ４，２０６ ９．４ ６．３ ７．４

６５～６９歳 ９，７６９ １３，９３９ ３，５２８ ５，７６７３６．１４１．４３９．２ ３３１ ３７１ ３，１９７ ５，３９６ ９．４ ６．４ ７．６

７０～７４歳 １０，７０８ １４，９１０ ４，０７８ ６，２６８３８．１４２．０４０．４ ４１４ ４５９ ３，６６４ ５，８０９１０．２ ７．３ ８．４

７５～７９歳 ８，８８２ １３，８６７ ３，３００ ４，８４９３７．２３５．０３５．８ ３８８ ４１７ ２，９１２ ４，４３２１１．８ ８．６ ９．９

８０歳以上 ８，０５７ １６，６４５ ２，２２２ ３，２３８２７．６１９．５２２．１ ２７１ ３５２ １，９５１ ２，８８６１２．２１０．９１１．４

計 ６９，５８２ １０７，２１２１８，９１１３３，１１５２７．２３０．９２９．４１，８９１２，３５３１７，０２０３０，７６２１０．０ ７．１ ８．２

合 計 １７６，７９４ ５２，０２６ ２９．４ ４，２４４ ４７，７８２ ８．２

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢

精密検査
受診者数
（人）

精密検査受診率

（％）

精密検査結果 大腸がん発見率

（％）

陽性反応適中度

（％）異常認めず その他の疾病 大腸がん疑い 大腸がん

ｆ ｇ＝ｆ／ｄ ｈ ｉ＝ｈ／ｂ ｊ＝ｈ／ｄ

男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

４０～４４歳 １５ ４０５３．６ ７８．４ ６９．６ ７ ２３ ８ １６ ０ ０ ０ １ ０．００００．０９１０．０６７ ０．０ ２．０ １．３

４５～４９歳 １９ ５２５７．６ ７０．３ ６６．４ ６ ３３ １３ １７ ０ ０ ０ ２ ０．００００．１４３０．１０２ ０．０ ２．７ １．９

５０～５４歳 ４７ ７１５９．５ ６５．１ ６２．８ １９ ４３ ２６ ２５ ０ ０ ２ ３ ０．２１９０．１４３０．１６６ ２．５ ２．８ ２．７

５５～５９歳 ８１ １８０６２．３ ７６．６ ７１．５ ２６ ８８ ５１ ８３ ０ ０ ４ ９ ０．２５３０．２３００．２３７ ３．１ ３．８ ３．６

６０～６４歳 １４８ ２２０６８．２ ７７．２ ７３．３ ４０ １１８ １０１ ９８ ０ ０ ７ ４ ０．３０３０．０８９０．１６２ ３．２ １．４ ２．２

６５～６９歳 ２５４ ３０７７６．７ ８２．７ ７９．９ ７２ １３６ １５４ １５９ ２ ０ ２６ １２ ０．７３７０．２０８０．４０９ ７．９ ３．２ ５．４

７０～７４歳 ３２６ ３４２７８．７ ７４．５ ７６．５ ８２ １４５ ２１６ １８５ １ ２ ２７ １０ ０．６６２０．１６００．３５８ ６．５ ２．２ ４．２

７５～７９歳 ３０３ ３００７８．１ ７１．９ ７４．９ １０１ １２６ １８６ １５６ ２ １ １４ １７ ０．４２４０．３５１０．３８０ ３．６ ４．１ ３．９

８０歳以上 １７６ ２２７６４．９ ６４．５ ６４．７ ４９ １０７ １１１ １１７ ０ １ １６ ２ ０．７２００．０６２０．３３０ ５．９ ０．６ ２．９

計 １，３６９１，７３９７２．４ ７３．９ ７３．２ ４０２ ８１９ ８６６ ８５６ ５ ４ ９６ ６０ ０．５０８０．１８１０．３００ ５．１ ２．５ ３．７

合計 ３，１０８ ７３．２ １，２２１ １，７２２ ９ １５６ ０．３００ ３．７
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精密検査結果 その他の疾病の内訳 

大腸がん疑い 
0.3％ 

大腸がん 
5.0％ 

異常認めず 
39.3％ 

その他の疾病 
55.4％ 

その他　17.2％ 

大腸憩室　11.3％ 

ポリープ（腺腫） 
50.6％ 潰瘍性大腸炎　0.2％ 

ポリープ（不明） 
13.7％ 

ポリープ（非腺腫） 
6.9％ 

３）検診機関別

ａ．一次検診結果

一次検診機関

一次検診受診者数
（人）

一 次 検 診 結 果 要精検率（％）

要精検者数 異常認めず
a′ b′ c′＝b′／a′

男 女 男 女 男 女 男 女 計

保 健 事 業 団 ７，４２７ １２，１２６ ５５７ ６４６ ６，８７０ １１，４８０ ７．５ ５．３ ６．２

フ ァ ル コ ３６４ ５１７ ５０ ２６ ３１４ ４９１ １３．７ ５．０ ８．６

中国労働衛生協会 ３６６ ４５７ ２５ １５ ３４１ ４４２ ６．８ ３．３ ４．９

地 域 検 診 小 計 ８，１５７ １３，１００ ６３２ ６８７ ７，５２５ １２，４１３ ７．７ ５．２ ６．２

病 院 ２，７９６ ４，８７１ ２９４ ３７４ ２，５０２ ４，４９７ １０．５ ７．７ ８．７

診 療 所 ７，９５８ １５，１４４ ９６５ １，２９２ ６，９９３ １３，８５２ １２．１ ８．５ ９．８

施 設 検 診 小 計 １０，７５４ ２０，０１５ １，２５９ １，６６６ ９，４９５ １８，３４９ １１．７ ８．３ ９．５

計 １８，９１１ ３３，１１５ １，８９１ ２，３５３ １７，０２０ ３０，７６２ １０．０ ７．１ ８．２

合 計 ５２，０２６ ４，２４４ ４７，７８２ ８．２

ｂ．精密検査結果

年 齢

精密検査受

診者数（人）

精密検査受診率

（％）

精 密 検 査 結 果 大腸がん発見率

（％）

陽性反応適中度

（％）異常認めず その他の疾病 大腸がん疑い 大腸がん

d′ e′＝d′／b′ f′ g′＝f′／a′ h′＝f′／b′

男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

保健事業団 ４０２ ５２４７２．２ ８１．１ ７７．０ １２７ ２６７ ２４３ ２３４ ２ １ ３０ ２２ ０．４０４０．１８１０．２６６ ５．４ ３．４ ４．３

フ ァ ル コ ３５ ２２７０．０ ８４．６ ７５．０ ７ ６ ２６ １６ ０ ０ ２ ０ ０．５４９０．００００．２２７ ４．０ ０．０ ２．６

中国労働衛生協会 １７ １１６８．０ ７３．３ ７０．０ ３ ６ １２ ５ ０ ０ ２ ０ ０．５４６０．００００．２４３ ８．０ ０．０ ５．０

地域検診小計 ４５４ ５５７７１．８ ８１．１ ７６．６ １３７ ２７９ ２８１ ２５５ ２ １ ３４ ２２ ０．４１７０．１６８０．２６３ ５．４ ３．２ ４．２

病 院 ２０４ ２８５６９．４ ７６．２ ７３．２ ６２ １３７ １３４ １４０ ０ １ ８ ７ ０．２８６０．１４４０．１９６ ２．７ １．９ ２．２

診 療 所 ７１１ ８９７７３．７ ６９．４ ７１．２ ２０３ ４０３ ４５１ ４６１ ３ ２ ５４ ３１ ０．６７９０．２０５０．３６８ ５．６ ２．４ ３．８

施設検診小計 ９１５１，１８２７２．７ ７０．９ ７１．７ ２６５ ５４０ ５８５ ６０１ ３ ３ ６２ ３８ ０．５７７０．１９００．３２５ ４．９ ２．３ ３．４

計 １，３６９１，７３９７２．４ ７３．９ ７３．２ ４０２ ８１９ ８６６ ８５６ ５ ４ ９６ ６０ ０．５０８０．１８１０．３００ ５．１ ２．５ ３．７

合 計 ３，１０８ ７３．２ １，２２１ １，７２２ ９ １５６ ０．３００ ３．７

※ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上

５１



４
）
平
成
１８
年
度
大
腸
が
ん
検
診
受
診
状
況

市
町
村
名

対
象
者
数

（
人
）

受
診
者
数

要
精
検
者
数

精
密
検
査
結
果
別
人
員

地
域
検
診
施
設
検
診

計
受
診
率

（
％
）

地
域
検
診
施
設
検
診

計
要
精
検
率

（
％
）

精
検

受
診
者
数

精
検
受
診

率
（
％
）

異
常

認
め
ず

そ
の
他

の
疾
病

が
ん
疑
い
が

ん
有
所
見
者
が
ん
発
見

率（
％
）

陽
性
反
応

適
中

度

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ
Ｅ
＝
Ｄ
／Ａ

Ｆ
Ｇ

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ
Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

Ｊ
Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

Ｌ
Ｍ

Ｎ
Ｏ

Ｐ＝
Ｍ＋
Ｎ＋
Ｏ
Ｑ
＝
Ｏ
／Ｄ

Ｒ
＝
Ｏ
／Ｈ

鳥
取
市
５４
，０
００

２
，５
４４

１２
，７
３１

１５
，２
７５

２８
．３

１４
８

９６
２

１
，１
１０

７
．３

８５
１

７６
．７

３４
１

４６
２

３
４５

５１
０

０
．２
９５

４
．１

米
子
市
４５
，０
６０

８８
１
１２
，７
２９

１３
，６
１０

３０
．２

７６
１
，３
３９

１
，４
１５

１０
．４

９５
１

６７
．２

３７
８

５３
０

２
４１

５７
３

０
．３
０１

２
． ９

倉
吉
市
１２
，６
０２

１
，４
４８

７３
１

２
，１
７９

１７
．３

９７
１０
９

２０
６

９
．５

１５
３

７４
．３

５５
８７

０
１１

９８
０
．５
０５

５
．３

境
港
市
１１
，５
７３

０
２
，５
８４

２
，５
８４

２２
．３

０
３０
２

３０
２

１１
．７

２６
７

８８
．４

９０
１６
６

０
１１

１７
７

０
．４
２６

３
．６

岩
美
町

２
，８
８８

１
，２
１０

２１
８

１
，４
２８

４９
．４

９ ４
１４

１０
８

７
．６

８８
８１
．５

３０
５３

０
５

５８
０
．３
５０

４
．６

八
頭
町

８
，０
９０

２
，８
１９

５４
２
，８
７３

３５
．５

１６
４

２
１６
６

５
．８

１２
９

７７
．７

４６
７３

０
１０

８３
０
．３
４８

６
．０

若
桜
町

１
，４
２８

５０
３

３２
０

８２
３

５７
．６

１９
１５

３４
４
．１

２０
５８
．８

９
１１

０
０

１１
０
．０
００

０
．０

智
頭
町

３
，５
４９

７２
６

３６
７

１
，０
９３

３ ０
．８

４１
３１

７２
６
．６

５７
７９
．２

１８
３５

１
３

３９
０
．２
７４

４
．２

湯
梨
浜
町

３
，４
０５

１
，０
２５

２４
１

１
，２
６６

３７
．２

６４
５９

１２
３

９
．７

９７
７８
．９

４４
４７

０
６

５３
０
．４
７４

４
．９

三
朝
町

１
，３
４５

７２
３

０
７２
３

５３
．８

４１
０

４１
５
．７

３４
８２
．９

１５
１６

０
３

１９
０
．４
１５

７
．３

北
栄
町

４
，７
１９

２
，０
９３

１６
９

２
，２
６ ２

４７
．９

１２
２

３５
１５
７

６
．９

９６
６１
．１

５３
４２

０
１

４３
０
．０
４４

０
．６

琴
浦
町

７
，０
０８

１
，５
７６

５９
１
，６
３５

２３
．３

９３
１０

１０
３

６
．３

７７
７４
．８

２５
４５

０
７

５２
０
．４
２８

６
．８

南
部
町

２
，４
８１

４９
３

５４
２

１
，０
３５

４１
．７

２６
４７

７３
７
．１

５１
６９
．９

１５
３４

１
１

３６
０
．０
９７

１
．４

伯
耆
町

７
，８
６４

１
，５
８４

０
１
，５
８４

２０
．１

１１
０

０
１１
０

６
．９

８１
７３
．６

４０
４０

０
１

４１
０
．０
６３

０
．９

日
吉
津
村

１
，６
０４

３２
１

０
３２
１

２０
．０

１３
０

１３
４
．０

７
５３
．８

３
３

０
１

４
０
．３
１２

７
．７

大
山
町

５
，７
０８

１
，６
９３

０
１
，６
９３

２９
．７

１２
４

０
１２
４

７
．３

８９
７１
．８

３９
４３

１
６

５０
０
．３
５４

４
．８

日
南
町

１
，５
７０

４８
４

０
４８
４

３０
．８

３０
０

３ ０
６
．２

２４
８０
．０

８
１３

０
３

１６
０
．６
２０

１０
．０

日
野
町

１
，０
７１

４６
１

２４
４８
５

４５
．３

２３
０

２３
４
．７

１４
６０
．９

５
８

１
０

９
０
．０
００

０
．０

江
府
町

８２
９

６７
３

０
６７
３

８１
．２

３４
０

３４
５
．１

２２
６４
．７

７
１４

０
１

１５
０
．１
４９

２
．９

合
計
１７
６
，７
９４

２１
，２
５７

３０
，７
６９

５２
，０
２６

２９
．４

１
，３
１９

２
，９
２ ５

４
，２
４４

８
．２

３
，１
０８

７３
．２

１
，２
２１

１
，７
２２

９
１５
６

１
，８
８７

０
．３
００

３
．７

東
部
６９
，９
５５

７
，８
０２

１３
，６
９０

２１
，４
９２

３０
．７

４６
６

１
，０
２４

１
，４
９０

６
．９

１
，１
４５

７６
．８

４４
４

６３
４

４
６３

７０
１

０
．２
９３

４
．２

中
部
２９
，０
７９

６
，８
６５

１
，２
００

８
，０
６５

２７
．７

４１
７

２１
３

６３
０

７
．８

４５
７

７２
．５

１９
２

２３
７

０
２８

２６
５

０
．３
４７

４
．４

西
部
７７
，７
６０

６
，５
９０

１５
，８
７９

２２
，４
６９

２８
．９

４３
６

１
，６
８８

２
，１
２４

９
．５

１
，５
０６

７０
．９

５８
５

８５
１

５
６５

９２
１

０
．２
８９

３
．１

５２



５）１日２個法実施市町村の大腸がん検診実績

ａ．平成１５年度から導入した市町村（東部：鳥取・岩美・八頭・若桜、中部：湯梨浜・三朝、

西部：米子・境港・南部・日吉津・大山・日南・江府）

地 区

受 診
者 数
（人）

受診率
（％）

要精検
者 数

要 精
検 率
（％）

精検受
診者数

精検受
診 率
（％）

精密検査結果内訳
がん発見率
（％）

陽性反応
適 中 度
（％）

異 常
認めず

その他
の疾病 がん疑い が ん

Ａ Ｂ Ｃ＝Ｂ／Ａ Ｄ Ｅ＝Ｄ／Ｂ Ｆ Ｇ＝Ｆ／Ａ Ｈ＝Ｆ／Ｂ
東 部
（４市町） １９，９７４ ３０．６ １，３９５ ７．０ １，０７４ ７７．０ ４２３ ５８８ ３ ６０ ０．３００ ４．３

中 部
（２町） １，６６７ ３８．２ １４２ ８．５ １１２ ７８．９ ５０ ５５ ０ ７ ０．４２０ ４．９

西 部
（７市町村） １９，９１９ ２９．４ １，９５４ ９．８ １，３８４ ７０．８ ５３０ ７８８ ４ ６２ ０．３１１ ３．２

Ｈ１８合計
（１日２個法） ４１，５６０ ３０．３ ３，４９１ ８．４ ２，５７０ ７３．６ １，００３ １，４３１ ７ １２９ ０．３１０ ３．７

Ｈ１７合計
（１日２個法） ４１，３４７ ２９．６ ３，６５５ ８．８ ２，５３６ ６９．４ ９４６ １，４６９ ６ １１５ ０．２７８ ３．１

Ｈ１６合計
（１日２個法） ４３，０４２ ３１．５ ３，４９８ ８．１ ２，３６９ ６７．７ ９０４ １，３５５ ６ １０４ ０．２４２ ３．０

Ｈ１５合計
（１日２個法） ４４，１０４ ３１．５ ４，２２２ ９．６ ２，７６２ ６５．４ １，１５４ １，４８１ ７ １２０ ０．２７２ ２．８

Ｈ１４合計
（２日法） ４１，５２６ ３０．１ ３，５３５ ８．５ ２，１７２ ６１．４ ９０６ １，１５８ ８ １００ ０．２４１ ２．８

※１ 旧市町村で平成１５年度は２日法であったものは除いている。
※２ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上

ｂ．平成１６年度から導入した市町村（東部：旧佐治村・智頭町、中部：旧東郷町、西部：伯耆町、旧大山町）

地 区

受 診
者 数
（人）

受診率
（％）

要精検
者 数

要 精
検 率
（％）

精検受
診者数

精検受
診 率
（％）

精密検査結果内訳
がん発見率
（％）

陽性反応
適 中 度
（％）

異常認
め ず

その他
の疾病 がん疑い が ん

A′ B′ C′＝B′／A′ D′ E′＝D′／B′ F′ G′＝F′／A′ H′＝F′／B′
東 部

（旧佐治、智頭） １，５１８ ３２．１ ９５ ６．３ ７１ ７４．７ ２１ ４６ １ ３ ０．１９８ ３．２

中 部
（旧東郷） ３２２ ８２．４ ２２ ６．８ １９ ８６．４ ９ ８ ０ ２ ０．６２１ ９．１

西 部
（伯耆、旧大山） ２，０６５ ２２．９ １４７ ７．１ １０８ ７３．５ ５０ ５５ ０ ３ ０．１４５ ２．０

Ｈ１８合計
（１日２個法） ３，９０５ ２７．６ ２６４ ６．８ １９８ ７５．０ ８０ １０９ １ ８ ０．２０５ ３．０

Ｈ１７合計
（１日２個法） ３，９９７ ２８．９ ３０１ ７．５ ２１８ ７２．４ ９１ １１８ ０ ９ ０．２２５ ３．０

Ｈ１６合計
（１日２個法） ４，１０７ ４４．１ ２７７ ６．７ １９２ ６９．３ ８４ １０２ １ ５ ０．１２２ １．８

Ｈ１５合計
（２日法） ４，５１２ ４１．９ ３４６ ７．７ ２４２ ６９．９ １０７ １２５ １ ９ ０．１９９ ２．６

Ｈ１４合計
（２日法） ４，４６３ ３８．１ ３１８ ７．１ ２１２ ６６．７ ８０ １２６ １ ５ ０．１１２ １．６

ｃ．平成１７年度から導入した市町村 （東部：なし、中部：倉吉市・北栄町・琴浦町、西部：なし）

地 区

受 診
者 数
（人）

受診率
（％）

要精検
者 数

要 精
検 率
（％）

精検受
診者数

精検受
診 率
（％）

精密検査結果内訳
がん発見率
（％）

陽性反応
適 中 度
（％）

異常認
め ず

その他
の疾病 がん疑い が ん

ａ ｂ ｃ＝ｂ／ａ ｄ ｅ＝ｄ／ｂ ｆ ｇ＝ｆ／ａ ｈ＝ｆ／ｂ
東 部
（０市町） ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

中 部
（３市町） ６，０７６ ２５．０ ４６６ ７．７ ３２６ ７０．０ １３３ １７４ ０ １９ ０．３１３ ４．１

西 部
（０市町村） ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

Ｈ１８合計
（１日２個法） ６，０７６ ２５．０ ４６６ ７．７ ３２６ ７０．０ １３３ １７４ ０ １９ ０．３１３ ４．１

Ｈ１７合計
（１日２個法） ６，１９５ ２４．１ ４９３ ８．０ ３２６ ６６．１ １４４ １６９ ０ １３ ０．２１０ ２．６

Ｈ１６合計
（２日法） ６，５２８ ２３．５ ５４０ ８．３ ３７０ ６８．５ １４９ ２０７ １ １３ ０．１９９ ２．４

Ｈ１５合計
（２日法） ７，０２７ ２６．１ ５８２ ８．３ ４１７ ７１．６ １８７ ２１１ ０ １９ ０．２７０ ３．３

Ｈ１４合計
（２日法） ６，７８９ ２５．８ ５０５ ７．４ ３５３ ６９．９ １５９ １７４ ３ １７ ０．２５０ ３．４

５３



ｄ．平成１８年度から導入した市町村（東部：なし、中部：なし、西部：日野町）

地 区

受 診
者 数
（人）

受診率
（％）

要精検
者 数

要 精
検 率
（％）

精検受
診者数

精検受
診 率
（％）

精密検査結果内訳
がん発見率
（％）

陽性反応
適 中 度
（％）

異常認
め ず

その他
の疾病 がん疑い が ん

a′ b′ c′＝b′／a′ d′ e′＝d′／b′ f′ g′＝f′／a′h′＝f′／b
′東 部

（０市町） ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

中 部
（０市町） ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

西 部
（日野町） ４８５ ４５．３ ２３ ４．７ １４ ６０．９ ５ ８ １ ０ ０．０００ ０．０

Ｈ１８合計
（１日２個法） ４８５ ４５．３ ２３ ４．７ １４ ６０．９ ５ ８ １ ０ ０．０００ ０．０

Ｈ１７合計
（２日法） ５０６ ４０．２ ２７ ５．３ １７ ６３．０ ７ ９ ０ １ ０．１９８ ３．７

Ｈ１６合計
（２日法） ４９３ ２１．２ ３７ ７．５ ２４ ６４．９ １５ ８ ０ １ ０．２０３ ２．７

Ｈ１５合計
（２日法） ５７５ ４０．０ ４４ ７．７ ２８ ６３．６ １６ １１ ０ １ ０．１７４ ２．３

Ｈ１４合計
（２日法） ５５８ ４０．６ ４７ ８．４ ３０ ６３．８ １０ １６ ０ ４ ０．７１７ ８．５

（３） 平成１８年度大腸がん検診発見大腸がん患者確定調査結果

表１ 報告癌と確定癌

地 域 検 診 施 設 検 診 計
総計

東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部

報 告 癌 ２１ ２２ １６ ５９ ４６ ６ ５４ １０６ ６７ ２８ ７０ １６５

確 定 癌 ２１ ２１ １５ ５７ ４４ ６ ５２ １０２ ６５ ２７ ６７ １５９

腺 腫 ０ ０ １ １ ２ ０ ２ ４ ２ ０ ３ ５

そ の 他 ０ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １

表２ 性及び年齢

年 齢 ４０～ ４５～ ５０～ ５５～ ６０～ ６５～ ７０～ ７５～ ８０～ 計

地

域

男 ０ ０ ０ ２ ２ １２ １１ ６ ２ ３５

女 ０ ２ ０ ３ ３ ５ １ ６ ２ ２２

計 ０ ２ ０ ５ ５ １７ １２ １２ ４ ５７

施

設

男 ０ ０ ２ ２ ５ １４ １６ １０ １３ ６２

女 １ ０ ３ ６ １ ６ １２ １１ ０ ４０

計 １ ０ ５ ８ ６ ２０ ２８ ２１ １３ １０２

計
男 ０ ０ ２ ４ ７ ２６ ２７ １６ １５ ９７

女 １ ２ ３ ９ ４ １１ １３ １７ ２ ６２

総 計 １ ２ ５ １３ １１ ３７ ４０ ３３ １７ １５９

５４



表３ 部 位

地 域 検 診 施 設 検 診
総計（％）

東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計

Ｐ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｒ １０ ８ ２ ２０ ９ １ １５ ２５ ４５（２８．３）

Ｓ ５ ６ ６ １７ １６ １ １６ ３３ ５０（３１．４）

Ｄ ２ ２ １ ５ ２ ０ ２ ４ ９（５．７）

Ｔ １ １ ２ ４ ２ ２ ８ １２ １６（１０．１）

Ａ ３ ２ ４ ９ １１ ２ １０ ２３ ３２（２０．１）

Ｃ ０ １ ０ １ ４ ０ １ ５ ６（３．８）

Ｖ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

不 明 ０ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ １（０．６）

計 ２１ ２１ １５ ５７ ４４ ６ ５２ １０２ １５９

表４ 大きさ

大きさ

（�）

地 域 施 設 総計

（％）東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計

０～１０ ５ ７ ４ １６ １１ ３ １５ ２９ ４５（２８．３）

１１～２０ ７ ６ ６ １９ １２ １ ８ ２１ ４０（２５．２）

２１～５０ ７ ４ ２ １３ １７ １ １５ ３３ ４６（２８．９）

５１～ ２ １ １ ４ １ １ ７ ９ １３（８．２）

不明 ０ ３ ２ ５ ３ ０ ７ １０ １５（９．４）

計 ２１ ２１ １５ ５７ ４４ ６ ５２ １０２ １５９

表５ 肉眼分類

肉眼型 地域検診 施設検診 計 （ ％ ）

０ ４２ ６５ １０７（６７．３）

１ １ ８ ９（５．７）

２ １３ ２７ ４０（２５．２）

３ １ １ ２（１．３）

４ ０ ０ ０

５ ０ １ １（０．６）

不明 ０ ０ ０

計 ５７ １０２ １５９

表６ ０型の肉眼分類

肉眼型 地域検診 施設検診 計（％）

�ｐ ６ １７ ２３（２１．５）

�sp １６ ２０ ３６（３３．６）

�ｓ ５ ８ １３（１２．２）

�ａ ８ ９ １７（１５．９）

�ａ＋�ｃ ５ ６ １１（１０．３）

�ｂ ０ ０ ０

�ｃ ０ ５ ５（４．７）

� １ ０ １（０．９）

その他 ０ ０ ０

不明 １ ０ １（０．９）

計 ４２ ６５ １０７

５５



表７ 深達度

深達度
地 域 検 診 施 設 検 診

計（％）
東部 中部 西部 東部 中部 西部

ｍ １１ １３ ９ １８ １ ２３ ７５（４７．２）

sm ２ ４ ３ １０ ３ ９ ３１（１９．５）

不明 ０ ０ ０ １ ０ ０ １（０．６）

小計 １３ １７ １２ ２９ ４ ３２ １０７（６７．３）

mp ３ １ ０ ３ １ ４ １２（７．６）

ss ５ ２ ２ ７ １ １５ ３２（２０．１）

se ０ １ １ ４ ０ １ ７（４．４）

si ０ ０ ０ １ ０ ０ １（０．６）

不明 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

計 ２１ ２１ １５ ４４ ６ ５２ １５９

表８ Dukes分類

Dukes分類
地 域 検 診 施 設 検 診

計（％）
東部 中部 西部 東部 中部 西部

Ａ １３ １８ １２ ３３ ６ ３８ １２０（７５．５）

Ｂ ４ ０ ０ ５ ０ ４ １３（８．２）

Ｃ ４ ３ ３ ５ ０ ７ ２２（１３．８）

Ｄ ０ ０ ０ １ ０ ３ ４（２．５）

不明 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

計 ２１ ２１ １５ ４４ ６ ５２ １５９

表９ 組織型分類

組織型
地 域 検 診 施 設 検 診

計（％）
東部 中部 西部 東部 中部 西部

Wel １４ １３ １０ ３０ ３ ２７ ９７（６１．０）

Mod ６ ６ ４ １０ ２ ２２ ５０（３１．４）

Por １ ０ ０ １ ０ １ ３（１．９）

Muc ０ ０ ０ １ ０ ０ １（０．６）

その他 ０ ０ １ ０ １ ０ ２（１．３）

不明 ０ ２ ０ ２ ０ ２ ６（３．８）

計 ２１ ２１ １５ ４４ ６ ５２ １５９

５６



表１０ 治療法

治療方法
地 域 検 診 施 設 検 診

計（％）
東部 中部 西部 東部 中部 西部

外 科 手 術 ７ ７ ４ １８ ４ ２７ ６７（４２．１）

内視鏡下手術 ４ ０ １ ７ １ ２ １５（９．４）

内視鏡治療 １０ １４ １０ １９ １ ２２ ７６（４７．８）

その他不明 ０ ０ ０ ０ ０ １ １（０．６）

計 ２１ ２１ １５ ４４ ６ ５２ １５９

表１１ 平成１８年度逐年検診発見進行癌

検診

方式
地区 №

年

令
性 部 位 大きさ 深達度 肉眼型 組織型 便潜血 stage

前年度検査結果

検診方式 便 潜 血 精密結果

地域

検診

東部
１ ６９ 男性 上行結腸 １８� mp ２ Welｌ ＋＋ � 地域検診 － ・ －

２ ６８ 男性 直腸 ４０� mp ２ Mod ＋＋ � 地域検診 ＋ ・ ＋ 未 受 診

中部 ３ ６９ 男性 Ｓ状結腸 １４� se（a２） ２ Mod ＋＋ �ａ 施設検診 ＋ ・ － 報告なし

西部
４ ８１ 男性 上行結腸 ５６� ss（a１） ２ Sig ＋＋ �ａ 地域検診 － ・ －

５ ７７ 女性 上行結腸 ５０� se（a２） ３ Mod －＋ � 地域検診 － ・ －

施設

検診

東部

６ ６５ 女性 上行結腸 ３５� se（a１） ２ Mod ＋＋ �ａ 地域検診 － ・ －

７ ８２ 男性 Ｓ状結腸 ４５� ss（a１） ２ Well ＋＋ � 施設検診 － ・ －

８ ６５ 男性 直腸 ２７� mp ２ Mod ＋＋ � 施設検診 － ・ －

９ ７９ 男性 Ｓ状結腸 ３８� ss（a１） ２ Well ＋＋ � 施設検診 － ・ －

１０８１ 男性 直腸 ２５� ss（a１） １ Well ＋＋ � 施設検診 － ・ －

西部

１１７４ 女性 直腸 ３５� ss（a１） ２ Well ＋－ � 施設検診 － ・ －

１２７８ 女性 Ｓ状結腸 ２２� ss（a１） ２ Mod ＋＋ � 施設検診 ＋ ・ － 未 受 診

１３７５ 女性 横行結腸 ５０� ss（a１） ２ Mod ＋＋ �ａ 施設検診 － ・ －

１４７９ 男性 Ｓ状結腸 １６� mp １ Mod ＋＋ � 施設検診 － ・ －

１５７８ 男性 直腸 １０� mp １ 不明 ＋＋ � 施設検診 － ・ ＋ 未 受 診

５７



年 度 検 診 事 業 実 施 方 法

Ｈ７～９ 肝臓がん検診（単県）
・基本健診と同時実施

・３年間のうち１年間のみ全市町村が実施

Ｈ１０～１３ 肝臓がん検診（単県）

・原則、基本健診と同時実施。単独も可

・希望市町村のみ。複数年にわたる継続実施も可

・定期検査開始

Ｈ１４
肝炎ウイルス検査（国庫）

・基本健診と同時実施（Ｈ１８までの緊急対策）

・節目検診（４０―７０歳の５歳刻み）＋節目外（要指導者等）

肝臓がん検診（単県） ・Ｈ１０―１３と同様

Ｈ１５～１６

肝炎ウイルス検査（国庫） Ｈ１４―と同様

肝臓がん検診（単県）

・肝炎ウイルス対象外の者を対象とする補完的検診に

・検査内容を肝炎ウイルス検査に統一

・検診事業はＨ１６で廃止（定期検査は継続）

Ｈ１７～１８ 肝炎ウイルス検査（国庫） Ｈ１４―と同様

区 分
健康指導

対 象 者

定期検査

受診者数

定 期 検 査 結 果

慢性肝炎 肝 硬 変 肝臓がん がん疑い

Ｂ型肝炎ウイルス陽性者 １，３１０ ５６８
１０１

（１７．８）

６

（１．１）

４

（０．７）

１

（０．２）

Ｃ型肝炎ウイルス陽性者 １，０１１ ５８５
２９８

（５０．９）

１７

（２．９）

１６

（２．７）

８

（１．４）

６．肝 臓 が ん 検 診

１．鳥取県における肝臓がん検診事業の沿革

２．肝臓がん検診実績
１）平成１８年度基本健康診査における肝炎ウイルス検査

平成１８年度は１６市町村で実施し、対象者数４３，４８３人のうち、受診者数は７，７０２人で受診率は

１７．７％であった。要精検者数はHBs抗原のみ陽性者１５８人、HCV抗体のみ陽性者６０人の計２１８人、

受診者数の２．８３％であった。受診者数におけるHBs抗原陽性率は２．１％、HCV抗体陽性率は

０．８％であった。また、要精検者２１８人のうち精検受診者は１１４人、精検受診率は５２．３％であった。

精検受診者１１４人のうち、肝臓がん２人が発見され、がん発見率は０．０３％であった。

２）肝臓がん検診により発見されたウイルス陽性者に対しての定期検査の状況について（県事業の

肝臓がん対策事業）

平成１０年度から実施している、検診で発見された肝炎ウイルス陽性者に対する定期検査は１５市

町村で実施された。結果は以下のとおりである。未実施の４町については、定期検査事業を取り

組んで頂くよう引き続き要望を行っていくこととなった。

３）平成７年度から平成１８年度の１２年間を集計すると、平成７～９年度の検診時において市町村か

ら報告があった対象者数１９２，３１５人に対し、受診者総数は１０１，７０３人、推計受診率は５２．９％であり、

５８



そのうちHBs抗原陽性者は２，５５６人（２．５１％）、HCV抗体陽性者は３，４６２人（３．４０％）であった。

３．肝臓がん検診発見肝臓がん追跡調査結果
（１） 平成１８年度肝炎ウイルス検査からは肝臓癌が２名発見された。また、肝臓がん検診により発

見されたウイルス陽性者に対しての定期検査の結果、がん及びがん疑いの者が２８名発見され、

そのうち９名は過去の検診、定期検査で既にがんと診断されていた。残り１９名の確定調査を

行った結果、Ｂ型肝炎ウイルス陽性者から肝臓癌が２名、Ｃ型肝炎ウイルス陽性者から肝臓癌

が１２名であった。肝臓がん検診から発見される癌は大きいものが見つかっているが、定期検査

から発見されている癌は３５�以下の比較的に小さいものが多く、定期検査フォローの効果が現

れている。

（２） 平成７年～１７年度肝臓がん検診発見がん患者のうち、１９例が確定癌であり、そのうち１６例は

死亡、生存中の３例のうち、１例は１０年１カ月後に再発した。また、平成１０～１７年度定期検査

確定がんが５８例で、そのうち２９例（他病死を含む）が死亡、２９例は生存中である。

５９



（１） 平成１８年度基本健康診査における肝炎ウイルス検査

１）一次検診結果（年齢階級別）

年齢階級

一次検診

受診者数（人）

一 次 検 診 結 果

HBs抗原陽性率（％） HCV抗体陽性率（％）異常なし HBs抗原

のみ陽性

HCV抗体

のみ陽性

ａ ｂ ｃ ｄ＝ｂ／ａ ｅ＝ｃ／ａ

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

４０～４４歳 １１２ ３５３ １０８ ３４８ ３ ３ １ ２ ２．７ ０．８ １．３ ０．９ ０．６ ０．６

４５～４９歳 １１６ ２９６ １１０ ２８９ ４ ７ ２ ０ ３．４ ２．４ ２．７ １．７ ０．０ ０．５

５０～５４歳 １６４ ４２４ １５９ ４０４ ５ １６ ０ ４ ３．０ ３．８ ３．６ ０．０ ０．９ ０．７

５５～５９歳 ２５７ ５８９ ２５０ ５７４ ６ １５ １ ０ ２．３ ２．５ ２．５ ０．４ ０．０ ０．１

６０～６４歳 ４４１ ６６９ ４２０ ６４９ １３ １４ ８ ６ ２．９ ２．１ ２．４ １．８ ０．９ １．３

６５～６９歳 ５１３ ６９６ ４９４ ６８０ １４ １１ ５ ５ ２．７ １．６ ２．１ １．０ ０．７ ０．８

７０～７４歳 ５５９ ８７６ ５４２ ８４９ １１ １７ ６ １０ ２．０ １．９ ２．０ １．１ １．１ １．１

７５～７９歳 ３７７ ５６３ ３６７ ５５８ ５ ５ ５ ０ １．３ ０．９ １．１ １．３ ０．０ ０．５

８０歳以上 ２１５ ４８２ ２１０ ４７３ ５ ４ ０ ５ ２．３ ０．８ １．３ ０．０ １．０ ０．７

計 ２，７５４ ４，９４８ ２，６６０ ４，８２４ ６６ ９２ ２８ ３２ ２．４ １．９ ２．１ １．０ ０．６ ０．８

合 計 ７，７０２ ７，４８４ １５８ ６０ ２．１ ０．８
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※
１
「
そ
の
他
」
は
、
転
出
、
死
亡
、
入
院
中
の
者
及
び
医
師
が
他
の
疾
病
の
罹
患
等
に
よ
り
、
当
事
業
で
の
フ
ォ
ロ
ー
は
不
必
要
で
あ
る
と
認
め
た
者
を
指
す
。

※
２
が
ん
発
見
率
は
、
平
成
１８
年
度
報
告
か
ら
「
が
ん
」
の
者
の
み
を
計
上
。
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３）検診機関別

ａ．一次検診結果

一次検診機関

一次検診

受診者数（人）

一 次 検 診 結 果
HBs抗原陽性率

（％）

HCV抗体陽性率

（％）異常認なし HBs抗原

のみ陽性

HCV抗体

のみ陽性

a’ b’ c’ d’＝b’／a’ e’＝c’／a’

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

直 営 ３ １１ ２ １０ １ １ ０ ０ ３３．３ ９．１ １４．３ ０．０ ０．０ ０．０

保 健 事 業 団 ３３３ ４６０ ３２２ ４５２ ７ ６ ４ ２ ２．１ １．３ １．６ １．２ ０．４ ０．８

中国労働衛生協会 ２７ ５１ ２６ ５１ １ ０ ０ ０ ３．７ ０．０ １．３ ０．０ ０．０ ０．０

病 院 ２４７ ３９２ ２３７ ３７６ ７ １２ ３ ４ ２．８ ３．１ ３．０ １．２ １．０ １．１

診 療 所 ２，１４４ ４，０３４ ２，０７３ ３，９３５ ５０ ７３ ２１ ２６ ２．３ １．８ ２．０ １．０ ０．６ ０．８

計 ２，７５４ ４，９４８ ２，６６０ ４，８２４ ６６ ９２ ２８ ３２ ２．４ １．９ ２．１ １．０ ０．６ ０．８

合 計 ７，７０２ ７，４８４ １５８ ６０ ２．１ ０．８
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疾
病

Ｎ

が
ん
疑
い

Ｏ

が
ん

Ｐ

有
所
見
者

Ｑ＝
Ｎ＋
Ｏ＋
Ｐ

が
ん

発
見
率

（
％
）

Ｒ
＝
Ｐ
／Ｄ

鳥
取
市

１５
，５
６１

７０
７７
１

８４
１

５
．４

１９
４

０
２
．３

０
．５

１６
６９
．６

８
７

０
１

８
０
．１
１９

米
子
市

１０
，４
２９

０
４
，８
３６

４
，８
３６

４６
．４

９８
３８

０
２
．０

０
．８

６３
４６
．３

４３
１９

０
１

２０
０
．０
２１

倉
吉
市

３
，２
２６

８３
０

８３
２
．６

０
１

０
０
．０

１
．２

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

境
港
市

１
，４
４１

０
６６
９

６６
９

４６
．４

１２
８

０
１
．８

１
．２

１５
７５
．０

１４
１

０
０

１
０
．０
００

岩
美
町

３５
４

５
０

５
１
．４

０
０

０
０
．０

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

八
頭
町

１
，６
７５

２０
０

０
２０
０

１１
．９

３
３

０
１
．５

１
．５

３
５ ０
．０

１
２

０
０

２
０
．０
００

若
桜
町

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

智
頭
町

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

湯
梨
浜
町

１
，２
６５

３０
２６
３

２９
３

２３
．２

８
３

０
２
．７

１
．０

１０
９０
．９

７
３

０
０

３
０
．０
００

三
朝
町

１７
６

８４
０

８４
４７
．７

０
０

０
０
．０

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

北
栄
町

２８
０

３５
１７
３

２０
８

７４
．３

３
１

０
１
．４

０
．５

４
１０
０
．０

０
４

０
０

４
０
．０
００

琴
浦
町

６７
６

１７
９

６０
２３
９

３５
．４

９
２

０
３
．８

０
．８

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

南
部
町

３２
７

２８
２７

５５
１６
．８

２
０

０
３
．６

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

伯
耆
町

５
，４
５６

６１
０

６１
１
．１

１
０

０
１
．６

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

日
吉
津
村

２５
９

０
９

３６
．０

２
０

０
２２
．２

０
．０

２
１０
０
．０

２
０

０
０

０
０
．０
００

大
山
町

１
，３
９９

２２
１８

４０
２
．９

０
０

０
０
．０

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

日
南
町

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

日
野
町

１
，０
７１

３
０

３
０
．３

０
０

０
０
．０

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

江
府
町

１２
２

７６
０

７６
６２
．３

１
０

０
１
．３

０
．０

１
１０
０
．０

１
０

０
０

０
０
．０
００

合
計

４３
，４
８３

８８
５

６
，８
１７

７
，７
０２

１７
．７

１５
８

６０
０

２
．１

０
．８

１１
４

５２
．３

７６
３６

０
２

３８
０
．０
２６

東
部

１７
，５
９０

２７
５

７７
１

１
，０
４６

５
．９

２２
７

０
２
．１

０
．７

１９
６５
．５

９
９

０
１

１０
０
．０
９６

中
部

５
，６
２３

４１
１

４９
６

９０
７

１６
．１

２０
７

０
２
．２

０
．８

１４
５１
．９

７
７

０
０

７
０
．０
００

西
部

２０
，２
７０

１９
９

５
，５
５０

５
，７
４９

２８
．４

１１
６

４６
０

２
．０

０
．８

８１
５０
．０

６０
２０

０
１

２１
０
．０
１７

※
が
ん
発
見
率
は
、
平
成
１８
年
度
報
告
か
ら
「
が
ん
」
の
者
の
み
を
計
上
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（
２
）
平
成
７
～
１８
年
度
肝
臓
が
ん
検
診
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
陽
性
者
の
定
期
検
査
結
果

１
）
平
成
１８
年
度
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
陽
性
者
年
代
別
定
期
検
査
結
果
報
告

年
齢

健
康
指
導
対
象
者

（
平
成
１８
年
４
月

１
日
現
在
の
実

人
員
）

受
診
者

数
（
平
成
１９
年
１０
月

３１
日
現
在
の
実

人
員
）

定
期

検
査

結
果

健
康
指
導
対
象
者

診
断

名
そ
の
他

無
症
候
性

キ
ャ
リ
ア

脂
肪

肝
慢
性
肝
炎

肝
硬

変
ア
ル
コ
ー
ル
性

肝
障

害
肝
臓
が
ん
疑
い

肝
臓
が
ん

そ
の
他
の
疾
病

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

４０
～
４４
歳

１６
２４

１
６

１
５

０
０

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

４５
～
４９
歳

３４
５３

８
１１

３
８

２
１

２
２

０
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

５０
～
５４
歳

４９
７９

７
３３

４
２４

０
３

３
５

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

５５
～
５９
歳

６３
１３
８

１２
６２

８
４５

１
３

２
１３

０
０

０
０

０
０

１
１

０
０

０
０

６０
～
６４
歳

６６
１３
２

２９
５８

２０
４６

１
１

４
１０

２
１

０
０

０
０

０
０

１
０

１
０

６５
～
６９
歳

７５
１２
３

３３
５８

１９
４８

１
２

８
７

０
０

１
０

１
０

０
１

３
０

０
０

７０
～
７４
歳

８２
１３
４

４５
７５

３１
５５

３
５

７
１４

１
０

０
０

０
０

０
０

１
１

２
０

７５
～
７９
歳

４７
８１

２５
４９

１６
４１

０
１

８
７

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

８０
歳
以
上

３３
８１

２１
３５

１８
２８

０
０

２
６

０
０

０
０

０
０

１
０

０
０

０
１

計
４６
５

８４
５

１８
１

３８
７

１２
０

３０
０

８
１６

３６
６５

４
２

２
０

１
０

２
２

５
１

３
１

合
計

（
比
率（
％
））

１
，３
１０

５６
８

（
１０
０
）

４２
０

（
７３
．９
）

２４
（
４
．２
）

１０
１

（
１７
．８
）

６
（
１
．１
）

２
（
０
．４
）

１
（
０
．２
）

４
（
０
．７
）

６
（
１
．１
）

４
（
０
．７
）

※
「
そ
の
他
」
は
、
転
出
、
死
亡
、
入
院
中
の
者
及
び
医
師
が
他
の
疾
病
の
罹
患
等
に
よ
り
、
当
事
業
で
の
フ
ォ
ロ
ー
は
不
必
要
で
あ
る
と
認
め
た
者
を
指
す
。

２
）
平
成
１８
年
度
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
陽
性
者
年
代
別
定
期
検
査
結
果
報
告

年
齢

健
康
指
導
対
象
者

（
平
成
１８
年
４
月

１
日
現
在
の
実

人
員
）

受
診
者

数
（
平
成
１９
年
１０
月

３１
日
現
在
の
実

人
員
）

定
期

検
査

結
果

健
康
指
導
対
象
者

診
断

名
そ
の
他

無
症
候
性

キ
ャ
リ
ア

脂
肪

肝
慢
性
肝
炎

肝
硬

変
ア
ル
コ
ー
ル
性

肝
障

害
肝
臓
が
ん
疑
い

肝
臓
が
ん

そ
の
他
の
疾
病

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

４０
～
４４
歳

１
０

１
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

４５
～
４９
歳

４
９

１
３

０
２

０
０

１
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

５０
～
５４
歳

１５
４

４
５

３
１

０
０

１
２

０
０

０
０

０
０

０
０

０
２

０
０

５５
～
５９
歳

１３
４５

５
２４

１
５

１
１

２
１４

０
１

１
０

０
０

０
１

０
１

０
１

６０
～
６４
歳

１６
６１

８
２７

３
１２

０
０

４
１０

０
２

０
０

０
０

１
０

０
２

０
１

６５
～
６９
歳

４１
１０
５

２３
５５

５
２０

２
０

１２
３３

１
２

０
０

２
０

１
０

０
０

０
０

７０
～
７４
歳

７７
１６
１

３３
１０
３

８
３９

１
１

１９
５９

１
０

０
０

０
０

０
２

４
１

０
１

７５
～
７９
歳

６９
１４
５

３７
１０
１

１４
３８

０
０

１３
５７

１
３

０
０

３
１

４
１

１
１

１
０

８０
歳
以
上

９３
１５
２

５６
９９

２３
４３

０
２

３０
４０

２
４

０
０

０
２

１
５

０
１

０
２

計
３２
９

６８
２

１ ６
８

４１
７

５８
１６
０

４
４

８２
２１
６

５
１２

１
０

５
３

７
９

５
８

１
５

合
計

（
比
率（
％
））

１
，０
１１

５８
５

（
１０
０
）

２１
８

（
３７
．３
）

８
（
１
．４
）

２９
８

（
５０
．９
）

１７
（
２
．９
）

１
（
０
．２
）

８
（
１
．４
）

１６
（
２
．７
）

１３
（
２
．２
）

６
（
１
．０
）

※
「
そ
の
他
」
は
、
転
出
、
死
亡
、
入
院
中
の
者
及
び
医
師
が
他
の
疾
病
の
罹
患
等
に
よ
り
、
当
事
業
で
の
フ
ォ
ロ
ー
は
不
必
要
で
あ
る
と
認
め
た
者
を
指
す
。
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（３） 平成７～１８年度年代別肝臓がん検診結果

年齢階級

一次検診

受診者数（人）

ａ

HBs抗原陽性 HCV抗体陽性

陽性者数

ｂ

陽性率（％）

ｃ＝ｂ／ａ
陽性者数

ｄ

陽性率（％）

ｅ＝ｄ／ａ

男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 計

４０～４４歳 ２，１９５ ４，９１２ ９０ １３９ ４．１０ ２．８３ ３．２２ ３４ ４６ １．５５ ０．９４ １．１３

４５～４９歳 ２，２６５ ５，１９７ １１３ １８８ ４．９９ ３．６２ ４．０３ ３４ ９２ １．５０ １．７７ １．６９

５０～５４歳 ２，３８６ ６，３７４ １１８ ２２６ ４．９５ ３．５５ ３．９３ ３３ １５３ １．３８ ２．４０ ２．１２

５５～５９歳 ２，８３３ ７，９００ ８６ ２４２ ３．０４ ３．０６ ３．０６ ６８ ２４４ ２．４０ ３．０９ ２．９１

６０～６４歳 ５，７１９ １１，４４４ １６８ ２４２ ２．９４ ２．１１ ２．３９ １８３ ４５５ ３．２０ ３．９８ ３．７２

６５～６９歳 ７，２３０ １１，９７３ １９１ ２３７ ２．６４ １．９８ ２．２３ ２８２ ４９９ ３．９０ ４．１７ ４．０７

７０～７４歳 ６，５９０ １０，３４５ １２２ １７９ １．８５ １．７３ １．７８ ２９２ ４３４ ４．４３ ４．２０ ４．２９

７５～７９歳 ３，１６８ ５，２７３ ５８ ７４ １．８３ １．４０ １．５６ １４５ ２２０ ４．５８ ４．１７ ４．３２

８０歳以上 ２，１７７ ３，７２２ ２５ ５８ １．１５ １．５６ １．４１ １０６ １４２ ４．８７ ３．８２ ４．２０

計 ３４，５６３ ６７，１４０ ９７１ １，５８５ ２．８１ ２．３６ ２．５１ １，１７７ ２，２８５ ３．４１ ３．４０ ３．４０

合 計 １０１，７０３ ２，５５６ ２．５１ ３，４６２ ３．４０
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（６） 肝臓がん検診及び定期検査による発見がん患者追跡調査結果について

１）平成１８年度基本健康診査肝炎ウイルス検査より発見されたがんまたはがん疑い

№ 年齢 性 診断 初回治療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイルス AFP 備 考

１ ６７ 女 肝癌 Ｂ 切除後経過観察中

２ ７９ 男 肝癌 Ｔ／Ｒ 単発 S８ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ２８．９

２）平成１８年度定期検査による発見がんまたはがん疑い

№ 年齢 性 診断 初 回 治 療 治療日 病巣数 部 位 大きさ 型 肝硬変 ウイルス AFP

１ ５９ 女 肝癌 RFA ０６．０１ 単 発 S５ １３×１２ 腫瘤 無 Ｂ／Ｃ ３５

２ ６７ 女 肝癌 RFA ０４．０４ 単 発 S５ １５×１５ 腫瘤 無 Ｂ ４

３ ６８ 男 癌疑い 経過観察中 単 発 S６ １３×１３ 腫瘤 無 Ｂ ２

４ ７７ 男 肝癌 １７年度報告済 Ｂ

５ ５６ 男 RFA １７年度報告済 Ｂ

６ ６９ 男 肝癌 未治療 ２ 個 S５、７ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ １４７

７ ７６ 女 癌なし Ｃ １８３

８ ７９ 男 肝癌 TAE ０６．１１ 多 発 両葉 ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ５４

９ ７６ 男 肝癌 １７年度報告済 Ｃ

１０ ８７ 女 肝癌 Ｔ／Ｒ ０６．１１．１５ 単 発 S４ １６×２３ 腫瘤 無 Ｃ １５８

１１ ７９ 男 肝癌 Ｔ／Ｒ ０６．１１．２０ 単 発 S８ ３０×３０ 腫瘤 無 Ｃ １０

１２ ８０ 女 癌なし Ｃ ５

１３ ６８ 男 癌なし Ｃ ３

１４ ８２ 女 肝癌 不明 ０６．０３．１４ 単 発 S８ ３５×３５ Ｃ １４

１５ ７７ 男 癌なし Ｃ １５

１６ ８８ 女 肝癌 １７年度報告済 Ｃ

１７ ７２ 女 肝癌 １７年度報告済 Ｃ

１８ ８２ 女 肝癌 １７年度報告済 Ｃ

１９ ７４ 男 肝癌 １７年度報告済 Ｃ

２０ ６９ 男 肝癌 切除 ０６．０９．２６ ２ 個 S６、７ ２２×２０ 腫瘤 無 Ｃ １２

２１ ７２ 女 肝癌 TAE ０６．０５．１８ 単 発 S６ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ ７９

２２ ８１ 女 肝癌 切除 ９７．０３．２４ 単 発 S８ 腫瘤 無 Ｃ ２５１

２３ ８０ 男 肝癌 Ｔ／Ｒ ０６．０８．３１ ＞４個 S８、４ ３１×２７ 腫瘤 有 Ｃ ４２

２４ ７３ 女 肝癌 TAE ０６．０２．２１ ＞４個 S８、５、３ ３７×３１ 腫瘤 有 Ｃ ２８

２５ ７８ 女 肝癌 １７年度報告済 Ｃ

２６ ６４ 男 肝癌 肝癌 未治療 単 発 S５ ３５×３５ 無 Ｃ １４

２７ ７７ 男 肝癌 １７年度報告済 Ｃ

２８ ８２ 女 肝臓 TAE ０６．０９．０６ 単 発 S１ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ２２

６７



３）平成７年度～平成１７年度肝炎ウイルス陽性者定期検査による発見癌追跡調査報告

No. 年齢 性 初回治療 治療日 病巣数 部 位 大きさ 型 肝硬変 ウイルス 備 考

１ ７１ 男 切除 ９５．８． 単 発 腫瘤 有 Ｃ
２ ６３ 男 切除 ９７．２．２６ 単 発 S８ ３０×３０ 腫瘤 有 Ｃ ４年６か月後死亡
３ ７１ 男 TAE ９７．７．１６ ２ 個 S６８ ３０×３０ 腫瘤 無 Ｃ 再発、５年９か月後死亡
４ ６３ 女 PEIT ９７．１２．３ 単 発 S２ １０×１０ 腫瘤 無 Ｃ 無再発生存中
５ ５９ 男 TAE ９８．５． 単 発 S８ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｂ 再発、３年２か月後死亡
６ ７６ 女 TAE ９８．６．３０ 単 発 S８ ３０×３０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年３か月後死亡
７ ７０ 男 切除 ９８．９．１ 単 発 S８ ４０×３０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年９か月後死亡
８ ６８ 男 MCT ９９．１．２５ ４ 個 S２３７７ ２７×２７ 腫瘤 有 Ｃ 再発、３年５か月後死亡
９ ８３ 男 TAE ９９．２．１１ ＞４個 S３５６７８ ４０×３０ 腫瘤 有 Ｃ １１か月後死亡
１０ ７９ 男 TAE ９９．６．９ 単 発 S８ 浸潤 有 Ｃ ８か月後死亡
１１ ６４ 男 切除 ００．２．８ ２ 個 S５／６，４ ７５×７０ 腫瘤 無 Ｃ 再発、３年６か月後死亡
１２ ７９ 女 TAE ００．３．１ 単 発 S６ １０×１０ 腫瘤 有 Ｂ ５か月後再発
１３ ６６ 男 切除 ００．９．２７ ２ 個 S６５ １５×１５ 腫瘤 有 Ｂ 再発、４年２か月後死亡
１４ ８２ 男 TAE ００．４．５ 単 発 S４ ５５×４０ 腫瘤 有 Ｃ １年２か月後他病死
１５ ７４ 女 切除 ００．２．２８ 単 発 S２ ３２×３２ 腫瘤 有 Ｃ 再発、４年４か月後死亡
１６ ６４ 女 TAI ９９．１０．１４ ＞４個 S２３４５７ １０×１０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、５年８か月後死亡
１７ ７５ 男 TAE ００．４．１９ 単 発 S７ ３０×３０ 腫瘤 無 Ｃ ４年５か月後死亡
１８ ７５ 男 TAE ９７．１１． ＞４個 S４５６８ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ ４年１か月後他病死
１９ ８６ 男 PEIT ００．８．１８ 単 発 S４ １５×１５ 腫瘤 無 Ｃ ２年１か月後再発
２０ ７０ 女 ００．７．２ Ｃ 同月死亡
２１ ６５ 男 切除 ９８．２．５ 単 発 S１ ９０×９０ 腫瘤 有 Ｂ ３年１０か月後死亡
２２ ６７ 男 切除 ０１．１１．１９ 単 発 S８ １３×１３ 腫瘤 有 Ｂ ３年８か月後再発
２３ ７６ 女 Ｔ／Ｐ ０１．８．１ 単 発 S７ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、４年３か月後死亡
２４ ６６ 女 TAE ０１．７．２６ 単 発 S７ １０×１０ 腫瘤 無 Ｃ 調査中
２５ ７５ 女 Ｔ／Ｐ ０２．３．４ 単 発 S５／６ ３７×３１ 腫瘤 無 Ｃ ５年１か月後他病死
２６ ７３ 男 TAE ０１．４．１０ 単 発 S５ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ７か月後死亡
２７ ７６ 女 Ｔ／Ｐ ０２．１０．１０ 単 発 S５ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ２年１か月後他病死
２８ ７９ 女 TAE ０１．６．２７ ＞４個 S２４５７ ４０×４０ 腫瘤 無 Ｃ １年１０か月後死亡
２９ ７９ 女 切除 ０３．２．２６ 単 発 S３ ３０×３０ 浸潤 有 Ｃ 再発、３年６か月後死亡
３０ ８２ 女 RFA ０３．５．２６ 単 発 S５ ３５×３５ 腫瘤 無 Ｂ 再発、２年５か月後死亡
３１ ７８ 女 Ｔ／Ｒ ０２．９．２４ 単 発 S８ ４０×４０ 腫瘤 無 Ｃ 無再発生存中
３２ ７５ 男 切除 ０３．６．３ 単 発 S６ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｂ 無再発生存中
３３ ７６ 男 切除 ０４．２．９ ２ 個 S２８ ５０×５０ 腫瘤 無 Ｃ 再発、４年２か月後死亡
３４ ７６ 男 MCT ０３．８．１４ 単 発 S８ ２５×２０ 腫瘤 有 Ｃ ２年４か月後再発
３５ ８３ 男 PEIT ０３．５．３０ 単 発 S５／６ ２２×２１ 腫瘤 無 Ｃ ２年１０か月後再発
３６ ８０ 男 RFA ０４．８．３ ＞４個 S１３４６８ ３０×２５ 腫瘤 有 Ｃ １年２か月後再発
３７ ９１ 女 NT ＞４個 S３４７８ １００×１００ 腫瘤 不明 Ｃ 通院中断
３８ ７４ 女 TAE ＞４個 腫瘤 無 Ｃ ２年１０か月後死亡
３９ ７５ 女 TAE ０３．１０ 単 発 S８ ２３×２３ 腫瘤 有 Ｃ １１か月後再発
４０ ７９ 男 RFA ０４．３．１５ 単 発 S８ ３０×２０ 腫瘤 無 Ｃ 無再発生存中
４１ ５６ 男 RFA ０４．４．７ 単 発 S７／８ ２３×２６ 腫瘤 有 Ｂ 無再発生存中
４２ ７８ 女 TAE ０４．５．１９ 単 発 S５ ２５×２５ 腫瘤 不明 Ｃ 予後調査中
４３ ７５ 男 TAI ０５．１．６ ３ 個 S５６８ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、１年３か月後
４４ ６８ 男 切除 ０４．９．１３． 単 発 S６ ３０×２０ 腫瘤 有 Ｃ 無再発生存中
４５ ７２ 女 Ｔ／Ｒ ０４．１０． ２ 個 S８６ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｂ／Ｃ 再発、１年５か月後死亡
４６ ６２ 男 TAE ０３．４． 不 明 不明 不明 腫瘤 無 Ｃ ２年６か月後肝外転移疑
４７ ８６ 女 TAE 不明 不 明 不明 ２０×２０ 不明 有 Ｃ 予後調査中
４８ ７３ 男 切除 ００．３． 単 発 不明 １０×１０ 不明 有 Ｂ 再発、６年後死亡
４９ ７６ 男 切除 ０５．５．１２ 単 発 S７／８ ９０×８０ 腫瘤 無 Ｂ 無再発生存中
５０ ６４ 男 未治療 単 発 S５ １０×１０ 腫瘤 有 Ｃ 生存中
５１ ７３ 女 未治療 ＞４個 S２７８ ７×７ 腫瘤 有 Ｃ 予後調査中
５２ ７５ 男 切除 ０６．３．２９ 単 発 S７／８ ４３×２５ 浸潤 無 Ｃ １０か月後再発
５３ ７４ 男 RFA ０４．９．６ 単 発 S７ １８×１８ 腫瘤 有 Ｃ ２年１０か月後再発
５４ ７５ 男 Ｔ／Ｒ ０５．８． ２ 個 S６７ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ 無再発生存中
５５ ８７ 女 未治療 単 発 S２ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ 通院中断
５６ ８９ 女 Ｔ／Ｐ ０５．１２． 単 発 S２ １５×１５ 腫瘤 無 Ｃ 無再発生存中
５７ ８２ 女 Ｔ／Ｒ ０５．１０． 単 発 S６ ５０×５０ 腫瘤 無 Ｃ 再発
５８ ７７ 女 切除 ０４．１１．７ ２ 個 S６８ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ 無再発生存中

６８



４）平成７年度～平成１７年度肝臓がん検診発見癌追跡調査報告

No. 年齢 性 初回治療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイルス 備 考

１ ７４ 女 切除 ９５．１０．２４ 単 発 S４ ５５×５５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、７年７か月後死亡

２ ７０ 女 TAE ９６．２．２０ 単 発 S８ ４０×３８ 腫瘤 無 Ｃ 死亡

３ ６３ 女 切除 ９６．３．１３ 単 発 S７ ３０×２３ 腫瘤 有 Ｃ １０年１か月後再発

４ ８３ 男 TAE ９６．７．１５ 単 発 S４ １２×１２ 腫瘤 無 Ｃ 再発、３年９か月後死亡

５ ７４ 女 TAE ９６．８．２９ ＞４個 S５６７８ ３５×３５ 腫瘤 無 Ｃ 再発、１年８か月後死亡

６ ６４ 女 TAE ９６．１０．２５ ＞４個 S６７ ６７×５７ 腫瘤 無 Ｂ ９か月後死亡

７ ７２ 男 TAE ９６．１１．１ ２ 個 S６ ２０×２０ 腫瘤 有 ― 再発、１年１か月後死亡

８ ７０ 男 PEIT ９６．１１．２２ 単 発 S５ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、５年２か月後死亡

９ ６９ 男 PEIT ９７．１．７ 単 発 S７ １０×９ 腫瘤 無 Ｃ 再発、６年１か月後死亡

１０ ７３ 女 TAE ９７．１１．１７ ＞４個 S２３４ ８０×６０ 腫瘤 無 Ｃ ３か月後死亡

１１ ６１ 男 TAE ９７．１１．１７ ３ 個 S５６８ １５×１０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年３か月後死亡

１２ ７５ 男 TAE ９７．１２．４ 単 発 S７／８ ４０×３２ 腫瘤 無 Ｃ ７か月後死亡

１３ ５７ 男 TAE ９８．３．３ 単 発 S１ ７０×５０ 腫瘤 有 Ｂ １年後死亡

１４ ８０ 女 切除 ９８．７．３１ 単 発 S５／６ ２５×２５ 腫瘤 無 Ｃ ９か月後死亡

１５ ４９ 男 RES ９９．１２．１５ ＞４個 S４５６８ ８０×８０ 浸潤 無 Ｂ ４か月後死亡

１６ ６９ 男 切除 ００．１２．２３ 単 発 S８ ５０×５０ 腫瘤 無 ― 再発、１年５か月後死亡

１７ ６６ 男 TAE ０１．９．１９ 単 発 S６ １００×１００ 腫瘤 無 Ｃ １年１０か月後死亡

１８ ７２ 男 PEIT ０４．８．２ ２ 個 S１，５ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ １年１か月後再発

１９ ８３ 男 Ｔ／Ｒ／Ｐ ０５．１０．１７ ２ 個 S１，４ ３０×３０ 腫瘤 有 Ｃ 無再発生存中

６９



７．全国がん検診実績との比較

（単位：人 ％）

区 分
平成１８年度実績

（鳥取県）
平成１８年度実績（全国） 留 意 事 項

胃

が

ん

検

診

対象者数（人） １７４，０５１ ３４，６３９，５３８ （県）受診者・がん発見＝「Ｘ線」「内視鏡」の合計値

受診者数（人） ４５，１９２ ４，２２７，７３０ 要精検・精検受診＝「Ｘ線」のみの数値

受診率（％） ２６．０ １２．２

受診率順位 ３位 ― （国）報告書記載の数値（「Ｘ線」の数値）

要精検者数（人） ２，１６２ ４４４，２４８ 精検受診者＝「要精検者－未受診者」により算定

要精検率（％） ９．３ １０．５

精検受診者数（人） １，７３８ ３３３，８９１（３７９，９６７） （受診率順位）報告書（概要）記載の数値による順位（以下同じ）

精検受診率（％） ８０．４ ７５．２ （８５．５）

がんの者（人） １５８ ６，６０４

がん発見率（％） ０．３５ ０．１６

子
宮
頸
部
が
ん
検
診

対象者数（人） １３３，２５５ ３０，８２１，５１０ （県）「頸部」の数値（「体部」は除く）

受診者数（人） ２４，１５０ ３，３２０，２６５ （国）「頸部のみ」の数値

受診率（％） （２３．８）１８．１ （１８．８） 隔年検診となったため受診率（ ）は次により算定され
ている。

受診率順位 （１７）位 ― （前年度受診者数）＋（当該年度受診者数）－（前年度及び当該年度２年連続受診者数）
当該年度の対象者数

要精検者数（人） ９６ ３８，５０５

要精検率（％） ０．４０ １．１６ ※受診率の計算（厚生労働省老人保健事業報告数値を使用

精検受診者数（人） ８０ ２３，７８２（２９，８００） 全国（３，４７２，１１７）＋（３，３２０，２６５）－（１，００８，７８８）（３０，８２１，５１０） ＝１８．８

精検受診率（％） ８３．３ ６１．８ （７７．４）

がんの者（人） １６ １，８９８ 鳥取（２４，４１６）＋（２４，１５０）－（１６，８８５）
（１３３，２４９） ＝２３．８

がん発見率（％） ０．０７ ０．０６

肺

が

ん

検

診

対象者数（人） １８６，３１４ ３２，８８６，６０４ （県・国）「Ｘ線のみ」「Ｘ線及び喀痰」の合計値（「喀
痰のみ」は除く）

受診者数（人） ４９，２９６ ７，３８７，４３０ ※国は「喀痰のみ」を含めた数値で算定

受診率（％） ２６．５ ２２．５

受診率順位 ２３位 ―

要精検者数（人） １，７８０ ２１４，５０８

要精検率（％） ３．６１ ２．９０

精検受診者数（人） １，５０５ １５４，７２６（１８２，７３２）

精検受診率（％） ８４．６ ７２．１ （８５．２）

がんの者（人） ４７ ３，６２５

がん発見率（％） ０．１０ ０．０５
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区 分
平成１８年度実績

（鳥取県）
平成１８年度実績（全国） 留 意 事 項

乳

が

ん

検

診

対象者数（人） １０９，６３４ ２２，７６６，４８３ （県・国）１８年度から「視触診方式及びマンモグラフィ」
の併用者を計上

受診者数（人） １３，９５６ １，６３１，８１１

受診率（％） （２６．１）１２．７ （１２．９） 隔年検診となったため受診率（ ）は次により算定され
ている。

受診率順位 （６）位 ― （前年度受診者数）＋（当該年度受診者数）－（前年度及び当該年度２年連続受診者数）
当該年度の対象者数

要精検者数（人） １，５１０ １４４，４７０

要精検率（％） １０．８２ ８．８５ ※受診率の計算（厚生労働省老人保健事業報告数値を使用

精検受診者数（人） １，３７０ １１６，３０９（１３０，１４５） 全国（１，５６２，５１１）＋（１，６３１，８１１）－（２６６，３４６）（２２，７６６，４８３） ＝１２．９

精検受診率（％） ９０．７ ８０．５ （９０．１）

がんの者（人） ７３ ４，５２９ 鳥取（１１，３６６）＋（１２，７８２）－（１５７）
（９１，８０６） ＝２６．１

がん発見率（％） ０．５２ ０．２８

大

腸

が

ん

検

診

対象者数（人） １７６，７９４ ３６，２９０，６９３

受診者数（人） ５２，０２６ ６，８２４，０８８

受診率（％） ２９．４ １８．８

受診率順位 ５位 ―

要精検者数（人） ４，２４４ ４８８，９８０

要精検率（％） ８．１６ ７．１７

精検受診者数（人） ３，１０８ ２７０，７６８（３７１，５５１）

精検受診率（％） ７３．２ ５５．４ （７６．０）

がんの者（人） １５６ １１，４４７

がん発見率（％） ０．３０ ０．１７

（出典）鳥取県数値（受診率順位を除く）＝鳥取県健康対策協議会各がん検診専門委員会資料

全国数値及び鳥取県の受診率順位＝地域保健・老人保健事業報告（厚生労働省）

（注）１ 鳥取県の数値は、県が独自に調査した結果であり、厚生労働省による調査結果である「地域保健・老人報告事業

報告」に記載された数値とは異なる場合がある。

２ 全国集計の精検受診者数、受診率の（ ）は、精検結果が未把握の者が含まれた数値です。

３ 肺がん検診の数値は、喀痰検査のみ受診した者の数値を含まない。
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�．平成１９年度各がん検診従事者講習会及び

症例研究会開催状況



平
成
１９
年
度
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会
及
び
症
例
研
究
会
開
催
状
況

事
業

名
開
催
日
時

場
所

出
席
者

内
容

胃
が
ん
胃
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会
及

び
症
例
研
究
会

平
成
２０
年
２
月
２
日（
土
）

午
後
４
時
～

午
後
６
時
１０
分

米
子
市

西
部
医
師
会
館

１５
３
名
演
題
：「
胃
が
ん
検
診
の
有
効
性
評
価
に
つ
い
て
」

講
師
：
京
都
府
立
医
科
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
地
域
保
健
医
療
疫
学

教
授

渡
邊
能
行
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
赤
十
字
病
院

池
淵
雄
一
郎
先
生

中
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

藤
瀬

幸
先
生

西
部
―
１
例
：
山
陰
労
災
病
院

謝
花
典
子
先
生

子
宮
が
ん
子
宮
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会

及
び
症
例
検
討
会

平
成
２０
年
２
月
３
日（
日
）

午
後
２
時
３０
分
～

午
後
４
時

琴
浦
町
浦
安

ま
な
び
タ
ウ
ン
と

う
は
く

５４
名
演
題
：「
若
年
者
子
宮
頚
部
癌
の
動
向
と
そ
の
対
策
」

講
師
：
三
原
赤
十
字
病
院
産
婦
人
科
副
部
長

高
橋
正
国
先
生

症
例
提
示
４
例

肺
が
ん
肺
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会
及

び
症
例
研
究
会

平
成
２０
年
２
月
２３
日（
土
）

午
後
４
時
～

午
後
６
時
１０
分

米
子
市

西
部
医
師
会
館

６０
名
演
題
：「
肺
が
ん
検
診
の
現
状
と
課
題
」

講
師
：
帝
京
大
学
医
学
部
内
科
学
講
座
教
授

江
口
研
二
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
中
央
病
院

前
田
啓
之
先
生

中
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

吹
野
俊
介
先
生

西
部
―
３
例
：
鳥
大
医

胸
部
外
科

三
和

健
先
生

乳
が
ん
乳
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会
及

び
第
１５
回
烏
取
県
検
診
発
見
乳

が
ん
症
例
検
討
会

平
成
１９
年
８
月
４
日（
土
）

午
後
４
時
～
午
後
６
時
鳥
取
市

鳥
取
県
健
康
会
館

８４
名
演
題
：「
鳥
取
県
の
乳
が
ん
検
診
の
現
状
と
問
題
点
」

講
師
：
鳥
取
県
成
人
病
検
診
管
理
指
導
協
議
会
乳
が
ん
部
会
長

石
黒
清
介
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
赤
十
字
病
院

山
口
由
美
先
生

中
部
―
１
例
：
烏
取
県
立
厚
生
病
院

内
田
尚
孝
先
生

西
部
―
１
例
：
鳥
大
医
乳
腺
・
内
分
泌
外
科

須
田
多
香
子
先
生

大
腸
が
ん
大
腸
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会

及
び
症
例
研
究
会

平
成
１９
年
８
月
１８
日（
土
）

午
後
４
時
～

午
後
５
時
３０
分

米
子
市

西
部
医
師
会
館

９９
名
演
題
：「
大
腸
ポ
リ
ー
プ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」

講
師
：
山
陰
労
災
病
院
内
科
副
部
長

神
戸
貴
雅
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
生
協
病
院

竹
内

勤
先
生

中
部
―
１
例
：
野
島
病
院

牧
野
正
人
先
生

肝
臓
が
ん
肝
臓
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会

及
び
症
例
研
究
会

平
成
２０
年
３
月
１
日（
土
）

午
後
４
時
～
午
後
６
時
鳥
取
市

鳥
取
県
健
康
会
館
１１
０
名
演
題
「
肝
癌
治
療
の
実
際
及
び
IN
F
投
与
の
工
夫
～
肝
癌
死
を
よ
り
少
な
く
す

る
た
め
に
～
」

講
師
：
鳥
取
赤
十
字
病
院
内
科
副
部
長

満
田
朱
理
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
中
央
病
院

清
水
辰
宣
先
生

中
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

藤
瀬

幸
先
生

西
部
―
２
例
：
山
陰
労
災
病
院

西
向
栄
治
先
生
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１．胃がん検診症例研究会

日 時 平成２０年２月２日（土） 午後４時～午後６時

場 所 鳥取県西部医師会館

東・中・西部読影委員会より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：鳥取赤十字病院 池 淵 雄一郎

５２歳、女性

主 訴：特記事項なし

検診歴：平成１４年 異常なし

平成１６年 異常なし

平成１８年 胃角部大弯レリーフ異常

経 過：平成１８年１２月当院の生活習慣病一般健診にて胃角大弯レリーフ異常を指摘される。平成１９

年１月初旬に当院外来受診となる。当院での上部内視鏡検査にて胃角部大弯に径約３０�、

体下部大弯に径約５０�の凹凸不整な陥凹面をもち辺縁はわずかに隆起する�c病変を認め

た。両病変の間は正常粘膜に覆われていた。体下部大弯の病変は送気を行うも、粘膜下か

らの挙上変形は伸展されず、深部浸潤が疑われた。生検にてGroup�（signet ring cell car-

cinoma）であり、内視鏡所見上も深部浸潤が疑われ手術の方針となった。平成１９年１月

末に幽門側胃切除施行した。体下部の病変より口側に５�のマージンを取り切除され完全

切除と考えられていたが、病理の結果では口側断端が陽性であった。口側断端の粘膜面は

正常構造を保たれていたが、粘膜下層より深部で癌の側方浸潤を認めた。２月に追加切除

術（胃全摘術）施行となった。病理結果はadenocarcinoma sig., t３（se）, ly０, v０, n０, pm（－）,

dm（－）であり、胃全摘術において完全切除となっている。最終診断はstage�A（T３, N０,

M０, H０, P０）であった。

検 討：本症例は所謂Linitis plastica型胃癌と考える。平成１６年の検診フィルムでは病変の指摘は

困難であった。平成１７年に受診しておらず、毎年の受診が望まれる。また平成１６年の検診

フィルムにて大弯の襞肥厚を認め、このような症例では未分化型胃癌の可能性も高く内視

鏡による精検が早期発見のためには望ましいと思われる。

また病変の側方伸展の術前評価に関しては、本症例のように陥凹面をもち伸展不良を伴う

低分化または未分化胃癌の場合は粘膜下の側方伸展について十分に検討する必要があると

考える。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 藤 瀬 幸

７３歳 男性

検診歴：平成６年 異常なし

平成１９年１１月 体部大彎レリーフ異常

経 過：平成１９年１１月の検診で異常を指摘され当院受診。上部消化管内視鏡検査にて胃角部大弯に

ひだの集中・先細りを伴う�c型病変を認め、生検にてsignet ring cell cartinomaであった。

その後、精査にてcStage�Aと診断し、手術の方針となった。

手術結果：平成１９年１２月２６日幽門側胃切除術を施行された。病変の大きさは４０×２０�、病理診断は

Signet ring cell cartinoma pT１（m）, pN０, P０H０M０, fStage�Aであった。
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検 討：検診時のフィルムを見直すと、体部大弯後壁よりのひだは肥厚しておりその肛門側の胃角

部大彎にはひだの集中・途絶を伴った�c型病変が同定できたため存在診断は十分に可能

であった症例と考えられた。病変と考えられる部位に遭遇しても、常に全体を観察するよ

う心がけることが必要と考えられる症例であった。

〔西部症例〕 山陰労災病院 謝 花 典 子

６７歳、男性

検診歴：平成１７年度 車検診 異常なし

平成１８年度 施設検診人間ドック（胃Ｘ線）にて、胃前庭部に不整な潰瘍性病変が指摘さ

れ、胃癌が疑われた。

経 過：平成１８年９月、特に症状なく、施設検診人間ドック（胃Ｘ線等）を受け、胃病変と肝臓の

腫瘍性病変を指摘された。当院で上部消化管内視鏡検査などの精査をし、１０月、胃幽門側

切除術を施行した。

切除標本（病理所見）：胃前庭部前壁 ２型，５３×４２mm, T２（SS）, por１, INFβ, ly３, v１, N３,

H１, P１, Stage�

検 討：平成１７年集検フイルムでは、前壁二重造影像で、病変がわかって見直すと、前庭部にわず

かながらニッシェ様所見が示現されており、異常所見の指摘は可能であったかと思われる。

前壁の病変である為、前壁二重造影像の撮影時の体位工夫と、できれば圧迫撮影（圧迫が

できる検診車でなければならないが）の追加がなされていれば、もっと病変が的確に描出

され、指摘をより可能にし得たのではないかと考える。
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２．子宮がん検診症例研究会

日 時 平成２０年２月３日（日） 午後２時３０分～午後４時

場 所 まなびタウンとうはく

１．症例検討
鳥取大学医学部産科婦人科講師 板持弘明先生の進行により、車検診１例、施設検診３例について

症例検討が行われた。

症例１．４９歳、車検診。毎年検診を受けている。微小浸潤がんと診断されたが、前年の細胞診クラス

�はクラス�とし要精検にすべきと意見が一致した。

症例２．５２歳、施設検診。腺がんと診断。前回検診（２年３ヵ月前）で細胞診はクラス�。今回は細

胞診クラス�。前回細胞診見直しではクラス�とすべきと意見が一致した。

症例３．４８歳、施設検診。扁平上皮がんと診断。７ヶ月前の細胞診クラス�b、円錐切除し組織診断

は高度異型上皮だった。今回は細胞診クラス�。前回の組織診見直しで浸潤がんが見つかっ

た。

症例４．６１歳、施設検診。子宮内膜増殖症と診断。前回受診２年前、細胞診クラス�。今回、頚部細

胞診クラス�、体部細胞診―陽性。超音波で子宮内膜１４�。最終的には内膜掻爬組織診で診

断される。

問題点と今後の課題

Ａ：１、２例は細胞診の見落としであり、スクリーナーの精度管理向上にむけて更なる研鑽が求め

られる。

Ｂ：病理診断は治療方針を決定するものであり、見落としがあってはならないが、臨床医に責任が

あるのかは慎重に議論されなければならないだろう。
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平成１９年度子宮がん検診症例検討会提出症例

症例 年齢 市町村名 検診月日
一次検診

機 関
一次検診結果

精密検査

機 関

精密検査結果
治 療

機関名組 織 診 断
進行期

分 類
TMN分類

症例

１
４９歳 大山町

Ｈ１４．０７．２５ 鳥取県保

健事業団

class�

Ｈ１５．１０．１５ 鳥取県保

健事業団

class�

Ｈ１６．１０．０８ 鳥取県保

健事業団

class�

Ｈ１７．１０．２５ 鳥取県保

健事業団

class�

Ｈ１８．１０．１８ 鳥取県保

健事業団

microinvasive

Squamous cell

carcinoma

鎌沢マタニ

ティークリ

ニック

microinvasive

Squamous cell

carcinoma

�a１期 pT１a１NxM０ 鳥取大学

医学部附

属病院

症例

２
５２歳 鳥取市

Ｈ１６．１０．２８ 鳥取県保

健事業団

class�

Ｈ１９．０１．３０ 鳥取赤十

字病院

Adenocarci-

noma

鳥取県立中

央病院

Adenocarcino-

ma（内頚部型）

�b２期 pT１b１pNR０

pM０

鳥取県立

中央病院

症例

３
４８歳 米子市

Ｈ１７．１０．１４ 博愛病院 class�b

Ｈ１８．０６．０８ 博愛病院 Squamous cell

carcinoma

（keratinizing）

博愛病院 Squamous cell

carcinoma

�b１期 pT１b１N０M０ 鳥取大学

医学部附

属病院

症例

４
６１歳 米子市

Ｈ１８．１２．２７ 米子医療

センター

陽性 博愛病院 子宮内膜増殖症
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３．肺がん検診症例研究会

日 時 平成２０年２月２３日（土） 午後４時～午後６時１０分

場 所 鳥取県西部医師会館

東・中・西部読影委員会より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：鳥取県立中央病院 前 田 啓 之

症 例：５４歳、女性

主 訴：右胸部異常陰影

現病歴：２００１年から毎年胸部Ｘ線による検診を受けＣ判定であった。２００６年７月咽頭痛・鼻汁など

の感冒症状にて近医耳鼻咽喉科受診、軽快しないため同年８月当院内科受診し上記主訴を

指摘された。

既往歴：中学生時 肺結核・胸膜炎で１年間内服加療

生活歴：喫煙歴ないが夫が喫煙者

臨床経過：検診Ｘ線検査所見は比較読影上変化がなかった。当院初診時にCTを施行し陳旧性炎症

瘢痕を疑い厳重経過観察中であった。２００７年９月に陰影の増大傾向を認めたため、経気管

支鏡針生検を施行し肺癌の診断となった。２００７年１１月右肺上葉切除術縦隔リンパ節郭清を

施行した。胸腔内に広範囲な癒着を認めた。

術後診断：右S１a Adenocarcinoma with mixed subtypes２６×１４mm pT１N０M０ stage IA瘢痕周囲に

肺胞上皮癌と乳頭型腺癌が認められた。

まとめ：陳旧性炎症瘢痕を疑いＣ判定で経過観察中に発生したと思われる肺癌症例である。結核の

既往があり、比較読影で変化が乏しい場合に新たな肺癌の発生を見逃す可能性がある。同

様の症例においては積極的なCT施行、厳重な経過観察や生検も重要であると考えられた。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 吹 野 俊 介

症 例：５９歳、男性

主 訴：胸部異常陰影

生活歴：タバコ指数 ６０本×４０年

家族歴：既往歴に特記すべきことなし。

現病歴：毎年胸部Ｘ線写真の検診を受けていたが、異常の指摘はなかった。

平成１９年１０月の検診で胸部異常陰影を指摘され、当院受診となった。

検査所見でCEAが７．８と高値。FVC：３．０２L（８３．３％）、FEV１．０：１．６０L（５３％）と閉塞

性換気障害を示していた。

胸部Ｘ線写真では平成１６年から１８年までは特に異常所見は認められなかった。１９年では右

中葉無気肺と左上葉の部分的無気肺がはっきりと認められた。気管支鏡検査で右中葉支口

に腫瘍が露出しており、擦過細胞診で扁平上皮癌の診断、また左上葉支B１＋２にも腫瘍

を認め、これも扁平上皮癌の診断となった。同時多発肺癌である。

治療は２期的手術で根治をめざした。まず右中葉切除術そして左上葉切除術を予定した。

しかし、右中葉切除は癌の進展が下葉支まで及んでおり、右中下葉切除術となった。肺機

能の低下は著明で次の左上葉切除が可能かどうか現在検討中である。

検 討：当院での肺門部肺癌手術は３９例あり、５年生存率は７０．３％、末梢部肺癌手術例の５生率は
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５３．７％（４９８例）で肺門部肺癌は切除できれば予後が比較的良好である。この肺門部肺癌

手術例３９例のうち検診喀痰細胞診で発見された例は８例で、他の３１例は前述の症例報告の

ごとく、胸部Ｘ線写真や有症状で発見された例である。検診喀痰細胞診のみでの発見例の

５生率は７５％、他の発見動機例は６９．４％で少しの差のように感じられるが、実は検診喀痰

細胞診発見例はそのほとんどが手術可能であるが、逆に他の発見動機例は手術可能例が大

変に減少する。

まとめ：予後が期待できる肺門部肺癌の早期発見のために、検診での高危険群に対する喀痰細胞診

をさらに啓発することが重要であると考えられる。

〔西部症例〕 提出者：鳥取大学医学部附属病院胸部外科 三 和 健

症例１：７７歳、男性

主 訴：胸部異常影

現病歴：以前検診異常影を指摘され精査するが異常はなかった。平成１６年の検診でE１判定であっ

たが精査を受けず。平成１７年の検診でＢ判定。平成１８年５月近医で施行した胸部Ｘ線・

CTにて異常陰影を認め紹介となった。

臨床経過：入院時の胸部Ｘ線では左中肺野外側に約３�大の不整形の腫瘤影を認めた。胸部CTで

は左S３に胸膜陥入を伴う充実性腫瘤を認めた。胸腔鏡下左肺上葉切除術＋リンパ節郭清

術を施行した。腫瘍径３７×３７×２４�の中分化扁平上皮癌、pT２N０M０、IBと診断された。

症例２：５２歳、女性

主 訴：持続する咳、痰

現病歴：これまで検診を受診するが異常は指摘されなかった。平成１８年４月から咳、痰が出現、持

続するため当院を受診、精査の結果肺癌が疑われ紹介となった。

生活歴：喫煙歴なし

臨床経過：胸部Ｘ線では左中肺野に淡い小結節影を認め、平成１７年度の間接写真でも確認できた。

胸部CTで左S８胸膜直下に胸膜陥入、spiculaを伴う腫瘤を認めた。胸腔鏡下左肺下葉切除

術＋リンパ節郭清術を施行した。腫瘍径１７×１０×１４�の中分化腺癌、pT１N０M０、IAと診断

された。

症例３：７４歳、男性

主 訴：胸部異常影

現病歴：毎年町の検診を受けていたが、異常を指摘されたことはなかった。平成１９年３月咳にて近

医受診、胸部異常影を指摘され紹介となった。

生活歴：喫煙２０本／日×５０年

臨床経過：胸部Ｘ線では左上肺野に淡い腫瘤影を認めた。平成１８年度の間接写真では、異常影の指

摘は困難であった。胸部CTで左S６の胸膜直下に約１０�大の周囲にGGOを伴う腫瘤陰影を

認めた。胸腔鏡下左肺部分切除術を施行、迅速病理で腺癌の診断であったため左肺下葉切

除術＋リンパ節郭清術を施行した。腫瘍径腫瘍径１５×１５×１０�の中分化腺癌、pT１N０M０、

IAと診断された。

検 討：当科で手術施行となった検診間発見癌の３症例を提示した。不整な塊状影で精査を受けな

かった症例、淡い小結節影で見落としと考えられた症例、淡い小結節影で異常を指摘する
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ことが困難であった症例であった。特徴は�検診の見落とし、�胸部Ｘ線で写らないスリ

ガラス陰影、�悪性度の高い急速発育の腫瘍、�要精検となったものの精査されなかった

場合であり、これらに留意する必要があると考えられた。
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４．乳がん検診症例研究会

日 時 平成１９年８月４日（土） 午後４時～午後６時

場 所 鳥取県健康会館

〔東部症例〕 提出者：鳥取赤十字病院 山 口 由 美

乳癌検診で発見された両側同時性乳癌の１例

４５歳、女性。

平成１６年に乳癌検診を受け、その時より左乳房の腫瘤を自覚していた。平成１８年の乳癌検診で左乳

房の腫瘤とMMGでの腫瘤影を指摘され、当院受診となった。触診では右EDに１．５×１．３�、Ｂ＝Ｄ領

域に１．５�大、左はEA領域に３�の腫瘤を認めた。腋窩リンパ節は両側共に触知できなかった。

MMGでは右は構築の乱れ、左は腫瘤影を指摘され、カテゴリー３／４であった。超音波では右側に

３ヶ所に低エコー性腫瘤、左側も３ヶ所の低エコー性腫瘤を認めた。細胞診の結果、左EAの腫瘤は

乳癌と診断され、まず左乳房切除術（Bt＋Ax）を行い、その手術時に右の腫瘤の生検を行い、右側

も乳癌と診断し、後日、右は乳房温存術（Bp＋Ax）を施行した。右乳房内の多発腫瘤はすべて摘出

し、１個を除いて他は乳腺症による腫瘤と診断された。左は乳頭腺管癌でレベル�にリンパ節転移を

１個認め、ER（＋）、PgR（＋）、HER２（－）であった。右は硬癌でリンパ節転移は認めず、ER（＋）、

PgR（＋）、HER２（－）であった。術後は化学療法を施行し、現在も再発の兆候は認められていない。

今回、検診で腫瘤径が大きい左側のみ要精査となっており、実際は両側乳癌症例であった。所見の目

立たない対側の所見も十分に観察する必要があるものと思われる。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 内 田 尚 孝

触診が有効であった乳癌症例

触診が有効であった乳癌症例を経験した。症例は、６４歳女性。平成１７年の検診では、視触診及びマ

ンモグラフィで異常を指摘されなかった。平成１８年は検診をうけなかった。平成１９年６月の検診で左

乳腺に腫瘤を指摘され、翌日当院を受診された。受診時、左Ａ領域に２�大、円形、辺縁境界明瞭、

表面整、弾性硬、可動性良好の腫瘤を触知した。マンモグラフィでは、不均一高濃度の乳腺実質内に

おいてCat.２の石灰化を認めた。Cat.３以上を示唆する腫瘤陰影は認めなかった。超音波検査所見で

は、腫瘤像形成性病変で嚢胞性パターンを示しており、境界部はLateral shadowを認め、内部はほぼ

均一で点状高エコーは認めず、辺縁はほぼ整であった。穿刺吸引細胞診を行った結果、Class V, solid

tubular adenocarcinomaの診断となった。左乳癌の診断で乳房円状部分切除術＋腋窩リンパ節郭清を

実施した。肉眼所見では、腫瘍は１．２�×１�×１�であった。マンモグラフィにて良性の石灰化が

あった部位に乳癌が発生していたのかどうか標本及びそのマンモグラフィを撮影し検討した結果、石

灰化の位置は腫瘍が同定された位置と異なっていた。組織所見では、石灰化部位及び癌組織周囲には

腫瘍細胞は認めず正常組織であった。以上の結果より、最終診断はInvasive ductal adenocarcinoma

（soild tubular type）, ER（３＋）PR（２＋）HER２（－）, T１N０M０ Stage Iであった。１９９９年Barton MB

らによってJAMAに発表されたRandomized trialの論文では、触診の有効性に関し感度５４．１％、特異

度９４．０％と報告されている。一方、MMGの感度は７５％程度で、２５％の乳癌患者は過去１―２年前の

マンモグラフィで正常所見を示すとされている。本症例より、触診は他の検査法に比べ感度は下がる

ものの乳癌検診の基本であることを再認識した。また、マンモグラフィを読影する際、良性所見にま

どわされない読影が必要であるが、マンモグラフィに反映されない乳癌もあることを念頭におく必要
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があると考えられた。

〔西部症例〕 提出者：鳥取大学医学部附属病院 乳腺・内分泌外科 須 田 多香子

検診発見乳癌ではないが、細胞診で乳癌疑い、針生検で乳管内乳頭腫と診断され、永久標本で浸潤

癌と判明した症例を提示した。

症 例：４１歳、女性。閉経前。

主 訴：右乳房腫瘤。

病 歴：平成１９年５月 右乳房腫瘤自覚し近医受診。細胞診で乳癌疑いと診断され、当科紹介。初

診時、右Ｃ領域に２．５�大の腫瘤を触知、乳頭分泌なし。

検査所見：マンモグラフィでC３の腫瘤、超音波検査で２．４�大の�胞内隆起性病変あり。針生検を

行い、α平滑筋アクチン染色にて乳管上皮と筋上皮との二相性が確認され、核異型も軽度

であることから、乳管内乳頭腫の診断。術前の造影CTで、右Ｃ領域の主病変のほか、Ｄ

領域全体にまだら状の濃染領域有り。

手 術：センチネルリンパ節生検は施行せず、右Ｃ領域の腫瘤を乳管腺葉区域切除。術中迅速病理

診で悪性所見なし。右Ｄ領域のCT濃染領域についても、乳頭腫の多発（乳頭腫症）と考

え、再発予防のため乳腺部分切除した。

病理（永久標本）：invasive ductal carcinoma, papillotubular ca.＞solid―tubular ca. g, ly０. v０. 核異型

度grade１, 核分裂像grade２. ER９５％, PR４５％, HER２（１＋）.

経 過：術後、悪性と判明したため、追加手術（乳腺追加切除＋センチネルリンパ節生検）を勧め

るも、患者は消極的であったため、放射線療法とホルモン療法を継続中、現在まで再発な

く経過している。

考 察：乳管内乳頭腫は、血性分泌を伴う良性疾患として有名で、触知は困難なことが多いが、本

症例では、血性分泌を伴わず、硬い腫瘤として触知した。乳管内乳頭腫は、細胞診、針生

検、術中迅速のいずれによっても良・悪性の確定は行うべきではないとされ、鑑別の難し

い疾患であることに加え、しばしば、乳管内乳頭腫に異型細胞集団や癌を合併する。その

ため、病変部を外科的に摘出し、永久標本での病理診断が必須である。また、悪性でなく

とも、乳頭腫はしばしば多発し、局所に再発する場合がある。術前に、悪性の確定がなさ

れていない場合は、切除範囲の決定に苦慮するが、疾患の特徴を患者に十分説明した上で、

取り扱う必要がある。
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５．大腸がん検診症例研究会

日 時 平成１９年８月１８日（土） 午後４時～午後５時３０分

場 所 鳥取県西部医師会館

東・中・西部読影委員会より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：鳥取生協病院 竹 内 勤

８７歳、男性

現病歴：高血圧、下肢閉塞性動脈硬化症にて近医通院中であった。平成１８年１月の大腸がん検診を

受け、便潜血陽性（＋・＋）となったため、当院紹介され、同１月２６日大腸内視鏡検査が

施行された。その結果、直腸（Rs）の２型進行癌と、上行結腸の多発ポリープ，および

上行結腸、Ｓ状結腸の有茎性粘膜下腫瘍が発見された。高齢であったが手術療法が選択さ

れた。

手術所見：低位前方切除術および術中colonoscopyにてポリープの位置を確認したうえ上行結腸切

開下、外科的ポリペクトミーが行われた。主病巣の大きさは、３５×３５�、組織型well dif-

fer. Adenocarcinoma、深達度mp、ly０、v０、n（－）、stage�であった。ポリープは８個あ

り、うち６個は腺腫（moderate atypia）で、残りの２個は粘膜下腫瘍で組織学的にlipoma

であった。

検 討：本例は直腸の進行癌と、上行結腸、Ｓ状結腸の多発腺腫＋粘膜下腫瘍（脂肪腫）であり、

術前検査ではそれぞれ特徴があり、明確に診断可能であった。

結腸・直腸には病変が多発することがしばしばあり、注意を要する。特に狭窄などのた

め、口側大腸を検索できない場合には多発癌などの可能性を念頭に置くことが大切である

と思われた。

〔中部症例〕 提出者：野島病院 牧 野 正 人

９４歳、男性

現病歴：平成１６年５月上行結腸癌にて結腸右半切除（well、ss、ly１、v１、n（－）、stage II、D３、

curA）を受けている。平成１８年１１月定期受診時CEA４．３ng／ml、平成１９年７月全身倦怠を

主訴として紹介医に久しぶりに受診した。Hb７．９g／dl、CEA９．１ng／mlと上昇しており精

査目的に平成１９年７月当科紹介となった。

既往歴：２０歳：肋膜炎 ３０歳：緑内障、白内障で失明

経過と検討：入院後大腸内視鏡にてS状結腸進行癌と判明。平成１９年７月腹腔鏡補助下手術施行。

術後、前回注腸造影を見返すと病変を示唆する所見あり。前回がイレウス気味、超高齢者

であった点を斟酌しても、やはり大腸内視鏡を施行していればと反省させられる症例で

あった。
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６．肝臓がん検診症例研究会

日 時 平成２０年３月１日（土） 午後４時～午後６時

場 所 鳥取県健康会館

東・中・西部地区より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：鳥取県立中央病院 清 水 辰 宣

症 例：３９歳、女性。

主 訴：Ｂ型慢性肝炎のフォロー中。

現病歴：Ｂ型肝炎無症侯性キャリアとして年２回当科外来にて定期受診されていた。平成１９年９月

の定期画像検査にて肝S５に２．５�大のSOLを認め精査加療のため入院となった。

現 症：胸腹部特記事項なし

検査所見：血液一般検査：異常ない。生化学検査：肝機能正常。AFP, PIVKA―II正常。

HBs抗原（＋）、HBe抗原（－）、HBe抗体（＋）。HBV―TMA＞３．７LGE／ml。

入院後経過：血管造影にて、肝S５にCTAで造影されCTAPにて欠損される２．５�大のSOLを認め、

同部は腹腔動脈造影では腫瘍濃染像を認めた。上記にて肝細胞癌と診断し、治療について

は単発・肝予備能良好にて外科的切除の方針となり肝区域切除が施行された。切除標本で

は、背景肝組織はほぼ正常肝組織で、腫瘍部は大きさ２．１�大、白色調で周囲との境界は

明瞭で結節を伴う類円形の腫瘍を認めた。組織学的には、腫瘍細胞は小型から中型の細胞

で索状～充実性増殖を呈し部分的には小腺管状の構造の介在を認め、間質には繊維性結合

織の増生を認めた。免疫染色では、胆管細胞的性質であるCK７、CK１９、CEA、CA１９―９

が陽性で、肝細胞的性質であるHepPar１、AFPも陽性であった。両者の性質を併せもち

免疫組織学的に、中間型肝癌（混合型肝癌の一亜型）と診断された。術後経過も良好で外

来経過観察しているが現在まで再発は認めていない。

考 察：近年、ヒトにおいても肝細胞と胆管細胞の両方向に分化しうる肝幹細胞の研究が進展する

とともに、免疫染色で肝幹細胞を起源としたと考えられる肝癌の存在が示唆されるように

なった。本症例は、肝細胞癌と胆管細胞癌の両者の形質を有する免疫染色結果が得られた、

中間型肝癌と診断された。Ｂ型慢性肝炎無症侯性キャリアに発症した特殊肝癌であった。

結 語：ウイルス性肝硬変を背景にもつことが多いとされる中間型肝癌においても正常の肝臓から

発癌を認めており、やはりＢ型肝炎無症侯性キャリアにおいて画像検査も含めた定期的な

検査は重要と考えられた。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 藤 瀬 幸

症 例：４５歳、男性

現病歴：平成１９年９月発熱、咳、痰が出現し近医受診。胸部Xpで肺炎を疑われ当科紹介受診と

なった。

既往歴：３０歳代 Ｂ型慢性肝炎（他院）

家族歴：弟 Ｂ型慢性肝炎 HCCにて手術歴あり

生活歴：飲酒；ビール５００ml／日、喫煙；１０本／日

検査所見：WBC９７７０／μl, Hb１３．５g／dl, Plt１９．５万／μl T―Bil０．９１mg／dl, AST３１IU／L, ALT２１IU／L,

LDH１７６IU／γ―GTP７１IU／l, TP７．７g／dl, alb４．１６g／dl, ICG２．０％, PT９８％, AFP７３２３６ng／ml
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PIVKA�１７３９mAU／ml, CEA１．１ng／ml, HBs抗原陰性、HBs抗体陽性、HBc抗体低力価陽

性、HCV抗体陰性、Child―Pugh score A５

経 過：DynamicCTで肝S１に早期相で濃染、平衡相でwash outされる７�大の腫瘤を認めた。

MRIでもS１に７×７×５cmの腫瘤を認めた。同部は拡散強調像で高信号を呈し、リゾビ

ストの取り込みはなく、肝細胞癌と診断したが、肝動脈造影・CTA／CTAP、肝両葉に多

発する肝内転移を認めたため、TACEを２回施行し、AFP５００ng／mlまで減少・腫瘍径も

縮小した。その後、腹部MRI施行しEOB・プリモビスト造影で血流を確認すると、早期

相で残存したS１のHCCが淡く造影され、また肝細胞造影相では結節状のdefectが散見され

これらは拡散強調像で高信号を示しており肝内転移巣にもHCCの残存が疑われたため、

今後も追加のTACEを予定している。

考 察：今回の症例は、HBs抗原陰性で検診では要精査にはならないが、慢性肝炎の既往があり定

期的にfollow upされるべきであったと考えられた。当院では現在、肝腫瘍精査にEOB・

プリモビストを用いた造影MRIを施行している。EOB・プリモビストは１回の投与で、

肝腫瘍の血流評価と肝細胞の機能評価が可能であり今後もさらに優れた診断能が期待され

ると考えられた。

〔西部症例〕 提出者：山陰労災病院 西 向 栄 治

症例１：７３歳、女性

主 訴：肝腫瘍の加療・黄疸

既往歴：糖尿病、狭心症、高血圧で 他院で加療中。輸血歴（－）

生活歴：飲酒（－）

現病歴：平成１６年４月２０日頃より全身倦怠感あり。４月２７日より、胃もたれ、嘔気、食欲不振が出

現し、５月１３日軽快しないため他院を受診し、肝左葉に８cm大の肝腫瘤を指摘され、５

月１７日当院外科に入院となる。

現 症：意識清明、血圧１４０／５０mmHg、脈拍７８回／分 黄疸（＋） 貧血（－）

腹 部：腹水なし。

入院時検査：末梢血液：WBC７７００／μl、RBC４７５万／μl、Hb１３．４g／dl、Plt２３．９x１０４／dl

凝固：PT１０８％ 血清：CRP ０．１mg／dl、HBsAg陰性、HCVAb陰性、AFP ２９４６２ng／ml、

PIVKA―II７９９００mAU／ml、CA１９―９３０２５U／ml、CEA３．９ng／ml

生化学：T. Bil４．３mg／dl, D. Bil３．３mg／dl、Alb３．０mg／dl、GOT１８３IU／l、GPT１８４IU／l、

rGTP ８３２U／l、LDH ３７９IU／l、ALP ８２４IU／l、ZTT ５．７ kunnkel、TTT １．７ kunnkel、

ICG ―R１５１２．８％、―K０．１２６

入院後検査及び経過：経上腸間膜動脈的門脈造影（１病日）では、門脈左枝は造影されなかった（VP

３）。腹腔動脈造影では、肝左葉S４に淡い造影効果を示す６cm大腫瘍を認め、門脈相で門

脈左枝の腫瘍塞栓に一致するThread and streaks signを認めた。

CTAPで門脈左枝の完全閉塞を認め、右葉にSOLは認めなかった。CTAで、S４肝腫瘍

および左肝内胆管末梢の拡張、右後区域も軽度胆管拡張を認めた。

MRCP（２病日）では、上部総胆管から３管合流部の部分的な欠損途絶を認めた。

ERCP（３病日）を行ったところ、Vater乳頭からの出血（Hemobilia）を認め、胆管造

影は上部総胆管で完全途絶を認めた。しかし、ガイドワイヤーを挿入し、右肝内胆管末梢

側が造影可能であったため、EST（内視鏡的乳頭切開術）を行った。その後バルーンを
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用いて血栓（腫瘍塞栓疑）除去を行った。術後の造影で左肝管起始部に腫瘍浸潤と思われ

る欠損像を認めた。以上より、肝左葉HCCおよび門脈左枝腫瘍塞栓（VP３）、胆管内出血

（腫瘍塞栓疑）と診断した。術後TBilが２．０mg／dlまで軽快したので、EST５日後に肝拡

大左葉切除術、右肝管空腸吻合術、肝動脈リザーバー挿管術が行われた。組織像は、Tra-

becular type＞Pseudoglandular typeであった。

症例２：６６歳、男性

主 訴：黄 疸

既往歴：１３年前、他院で、肝腫瘍のため、肝部分切除術を受けた。輸血歴（－）

生活歴：飲酒（＋）ビール１Ｌ／日、タバコ ２０本／日×３６年

現病歴：平成１８年８月中旬より上腹部痛出現。翌日他院受診し閉塞性黄疸と診断され入院となる。

腹部CTで、肝左葉SOLおよび肝内胆管拡張像、また総胆管拡張像とその内部にhigh den-

sity massの充満を認めた。AFP５２１０ng／mlと上昇を認め、肝腫瘍を疑い、総胆管結石に

よる閉塞性黄疸の診断で、８月２４日紹介入院となった。

現 症：意識清明、血圧１２９／７１mmHg、脈拍８５回／分 黄疸（＋） 貧血（－）

腹 部：肝２横指触知、腹水なし。

入院時検査：末梢血液WBC７８００／μl、RBC４７５×１０４／μl、Hb１２．８g／dl、Plt１９．８×１０４／dl

凝固：PT７０％血清：CRP６．０２mg／dl、HBsAg陰性、HCVAb陰性、AFP ３８８７ng／ml、

PIVKA―II２４７０mAU／ml、CA１９―９２５４０U／ml、CEA２．９ng／ml 生化学：T. Bil１１．０mg／

dl、D. Bil８．６mg／dl、Alb３．０mg／dl, GOT１４４IU／l、GPT５５IU／l、rGTP１０８３IU／l、LDH

２３３IU／l、ALP６９４IU／l、ZTT５．５ kunnkel、TTT１．６ kunnkel、ICG ―R１５２２．４％、―K

０．０８８

入院時画像検査及び経過：他院の腹部CTでは、肝左葉の肝内胆管拡張と総胆管内high density

massを認めた。

入院時腹部造影CTでは、肝多発性腫瘍像および門脈右枝の血流欠損像を認めたが、総

胆管内部はlow densityに変化していた。入院時MRCPでは、３管合流部から左肝内胆管

起始部、下部総胆管に欠損像を認めた。左胆管末梢は拡張していた。ERCPで左肝管内陰

影欠損と下部総胆管内の透亮像を認めたためESTを施行したところ、湧出性出血を認め

た。再出血に備えENBDを挿入した。４日の造影で総胆管の造影は良好であった。その後

TBilは、１．５mg／dlまで低下し、腹部血管造影を行った。CTAP、CTAで肝両葉に濃染す

る多発性腫瘤像を認め、門脈右枝に腫瘍塞栓を認めた（VP３）。A４＋A１を中心にTACE（ア

イエーコール５０	、lipiodol ６ml、Gelpart）を行った。その後、肝動注リザーバー留置を

行い、１年４ヶ月の生存を得ることができた。

考 察：一般に黄疸で発症したHCC例は、治療困難な場合が多いことが知られている。今回胆管

内血腫による閉塞性黄疸の２症例で内視鏡的加療による減黄を得られることを経験し、更

なる追加治療が可能であった。また、MRCPは非侵襲的で、加えて胆道内病変の早期診断、

治療方針決定に示唆を与え非常に有用であった。症例１は、総胆管内の血腫あるいは腫瘍

塞栓のバルーン除去による減黄により、肝切除が可能となった。症例２は、内視鏡的乳頭

切開術（EST）による減黄のみでTACE、リザーバー動注療法が可能となった。黄疸で発

見された治療困難なHCC症例の中に内視鏡的加療が有用な減黄可能例が存在し、治療法

の選択肢の一つに考慮されるべきであると考えた。
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７．各地区がん検診症例検討会開催状況

事業名

東 部 中 部 西 部 合 計

回数 症例数
参加者

延べ数
回数 症例数

参加者

延べ数
回数 症例数

参加者

延べ数
回数 症例数

参加者

延べ数

胃 が ん １５ ２５ ５６０ ６ １４ １４１ ２４ ４，０８８ ５００ ４５ ４，１２７ １，２０１

子宮がん ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

肺 が ん ４ １９ ６０ １１ ４２ １１１ １５ ６２ １４４ ３０ １２３ ３１５

乳 が ん １ ８ ２４ １ ３ ２１ ２ １２ ７７ ４ ２３ １２２

大腸がん ９ １０ ３６９ ３ ５ ８０ ２２ １３４ ４５５ ３４ １４９ ９０４

肝臓がん ３ ６ １１６ ４ １１ １１０ ４ １３ ５８ １１ ３０ ２８４

合 計 ３２回 ２５回 ６７回 １２４回

８７



�．各がん検診精密検査医療機関登録について

平成１０年度鳥取県成人病検診管理指導協議会総合部会及び各がん部会並びに鳥取県健康対策協議会

各がん対策専門委員会において、がん検診の有効性向上のため、精度管理上、各がん検診精密検査医

療機関登録の登録基準について、統一基準が決定し、これに基づき、各がん検診精密検査医療機関登

録実施要綱等が次のとおり改正され、平成１１年度以降の登録更新から適用することとしております。

なお、登録手続きは従来と同様に、地区医師会経由で申請を受け付けます。ご不明の点がありまし

たら、鳥取県健康対策協議会事務局（�０８５７―２７―５５６６）へお問い合わせ下されば幸いです。

記

１．改正の要点

� 平成１１年度以降の登録更新から従事者講習会等の出席状況を点数化し、点数基準を満たしたも

のについてのみ登録する。

� 登録基準点数は原則として、従事者講習会は５点、各地区症例検討会等、各ブロック学会等は

３点とする。

� 点数の取得は担当医師ごととし、申請書の様式は、出席状況が確認できるよう改正を行う。

� 新規開業、県外転入等の場合についても同様に取り扱う。

� 担当医師が非常勤の場合は登録を認めない。

２．次回の更新時期

名 称 現在の登録期間 次回更新手続き時期
従事者講習会等

受講点数対象期間

胃がん検診精密検査 Ｈ１８．４．１～Ｈ２１．３．３１ Ｈ２０年度中 Ｈ１８．４．１～Ｈ２１．３．３１

子宮がん検診精密検査 Ｈ１８．４．１～Ｈ２１．３．３１ Ｈ２０年度中 Ｈ１８．４．１～Ｈ２１．３．３１

肺がん検診精密検査 Ｈ２０．４．１～Ｈ２３．３．３１ Ｈ２２年度中 Ｈ２０．４．１～Ｈ２３．３．３１

乳がん検診精密検査 Ｈ２０．４．１～Ｈ２３．３．３１ Ｈ２２年度中 Ｈ２０．４．１～Ｈ２３．３．３１

大腸がん検診精密検査

（注腸Ｘ線）
Ｈ２０．４．１～Ｈ２３．３．３１ Ｈ２２年度中 Ｈ２０．４．１～Ｈ２３．３．３１

肝臓がん検診精密検査 Ｈ１９．４．１～Ｈ２２．３．３１ Ｈ２１年度中 Ｈ１９．４．１～Ｈ２２．３．３１

肺がん一次検診 Ｈ２０．４．１～Ｈ２３．３．３１ Ｈ２２年度中

乳がん一次検診 Ｈ１８．４．１～Ｈ２１．３．３１ Ｈ２０年度中 Ｈ１８．４．１～Ｈ２１．３．３１

８８



鳥取県胃がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 精密検査として、内視鏡検査が実施できること。

２ 生検組織の採取が可能な胃内視鏡検査装置を有し、かつ内視鏡検査に習熟した医師が対応できる

こと。

３ 食道、胃内視鏡検査の臨床例が年間５０例以上あること。

４ 精密検査の結果判明後は、胃精密検査紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに返送する

こと。

５ 発見胃がんに関して部会等が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、が

ん登録についても同様であること。

６ 胃がん検診読影委員会が主催する症例検討会に出席すること。

７ 担当医が、胃がん検診従事者講習会を過去３年間に１度は受講していること。

８ 担当医が、胃がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に１５点以上取得していること。

９ 関連の各種学会等への参加を通じて、常に胃がん検診に関する学術的情報や知見を得ることが望

ましい。

（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

胃がん検診従事者講習会 全県 １回／年 ５点

胃がん検診症例研究会
東部 ６回／年
西部 ２回／年

３点

消化器がん検診症例検討会 中部 ６回／年 ３点

胃疾患研究会 東部 １１回／年 ３点

鳥取消化器疾患研究会 東部 ２回／年 ３点

消化器病研究会 中部 ６回／年 ３点

山陰消化器研究会 全県 ６回／年 ３点

消化管研究会 西部 ２２回／年 ３点

境港市胃及び大腸がん検診反省会・症例検討会 西部 １回／年 ３点

消化器内視鏡学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ３点

消化器病学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ３点

消化器集団検診学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ３点

８９



鳥取県子宮がん検診精密検査医療機関登録基準

１ コルポスコピーに習熟した医師が対応できること。

２ 検診事業に関する調査・報告に積極的に協力すること。

３ 検診の資料及び検診結果は３年以上にわたって整理、保存されること。

４ 担当医が、日本産科婦人科学会専門医であること及び子宮がん検診従事者講習会及び子宮がん検

診症例検討会を過去３年間に２回以上受講していること。ただし、やむを得ず、３年間のうち１回

しか受講できなかった場合については、別途追加で開催する講習会に出席すれば登録条件を充たし

たこととする。

（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度

子宮がん検診従事者講習会及び子宮がん

検診症例検討会
全県１回／年

９０



鳥取県肺がん検診精密検査医療機関登録基準（平成２０年度より適用）

１ 胸部エックス線撮影、CT撮影が可能であること。

２ 気管支ファイバースコープ検査が施行でき、かつBF下細胞診が可能であること。

３ 精検のために十分な経験と技術を持った医療担当者が確保されていること。

４ 精密検査の結果判明後は、紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに返送すること。

５ 発見肺がんに関して部会等が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、が

ん登録についても同様であること。

６ 精検症例を部会等に提出して討議できること。

７ 担当医が、肺がん検診従事者講習会を過去３年間に以下に指定する学会及び研究会に参加して、

合計２０点以上を取得すること。

（１） 鳥取県健康対策協議会主催の肺がん検診従事者講習会

１０点（過去３年間に１回参加は必須事項）

（２） 各地区医師会主催の肺がん検診研究会 ２点

（３） 日本肺がん学会総会 ５点

（４） 肺がん検診セミナー ５点

（５） 日本肺がん学会中四国地方会 ３点

８ 関連各種学会等への参加を通じて、常に肺がん検診に関する学術的情報や知見を得ることが望ま

しい。

対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

肺がん検診従事者講習会 全県 １回／年 １０点

東部地区肺がん検診従事者講習会 東・中・西部 各１ ２点

東部胸部疾患研究会（年５回） 東部 ５回／年 ２点

胸部疾患研究会（年１２回） 中部 １２回／年 ２点

西部地区肺がん検診胸部Ｘ線勉強会 西部 ５回／年 ２点

日本肺がん学会総会（全国学会・地方会） ― ５点

肺がん検診セミナー（全国学会・地方会） ― ５点

日本肺がん学会中四国地方会（全国学会・地方会） ― ３点

９１



鳥取県乳がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 医療施設内に乳房用エックス線撮影装置（「以下「乳房撮影装置」という。）及び乳房専用超音波

検査装置を有すること。

２ 乳房撮影装置は、日本医学放射線学会の定める仕様基準を満たす（満たさない場合は、線量（３

mGy以下）及び画像基準を満たす）撮影装置を備えること。

なお、上記の基準に合致しなくても、委員長の指名する委員によって審査をした結果、当該検査

を実施するに適格な撮影装置であると判定され、委員会で承認された装置であればいい。

３ 乳房撮影を行う診療放射線技師が１名以上いること。

なお、マンモグラフィ検診精度管理中央委員会が開催する乳房エックス線検査に関する講習会を

修了していることが望ましい。

４ 同一施設内で乳房造影、細胞診等の乳がん検査が可能であること。

５ 精密検査結果判明後は、乳がん精密検査紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに当該市

町村に送付すること。

６ 発見乳がんに関して健対協が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、が

ん登録についても同様であること。

７ 担当医は、県、健対協、医師会が主催する乳腺疾患関係の研修会、症例検討会に積極的に参加し、

乳がん研究会等各種集会への参加を通じて常に乳がん検診に関する学術的情報の補足に努めること

とし、できれば日本乳癌学会の認定医であることが望ましい。

また、乳がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に２０点以上取得していること。ただし、

「乳がん検診従事者講習会及び鳥取県検診発見乳がん症例検討会」、「各地区症例検討会」、「鳥取県

乳腺疾患研究会」以外の学会、研究会については、出席した事が証明できる書類等の写しを添付す

ること。

８ 上記の参加条件に不備、不足があった場合には登録更新を認めない。

［附則２］

１ 責任者の欠員を生じた医療機関は遅滞なく、地区医師会を通じ、健対協に継続の意志の有無を届

け出ることとし、適格な責任者がなければ登録資格は喪失するものとする。

２ 部会等の長は、これらの医療機関に対して、必要に応じて届出機器で撮影した乳房エックス線像

の提出を求めることができる。

３ 超音波診断装置は乳房疾患診断可能な周波数（MHz）の異なる複数のプローブが必要である。

４ 健対協は、委員会の審議までに委員長の指名する２名の委員に届出機関の視察を依頼し、その結

果を委員会での審議の資料とする。

（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

乳がん検診従事者講習会及び鳥取県検診
発見乳がん症例検討会

全県 １回／年 ５点

日本乳癌学会 １回／年 ５点

日本乳癌検診学会 １回／年 ５点

各地区症例検討会 東・中・西部 各１回／年 ３点

日本乳癌学会中国四国地方会 １回／年 ３点

鳥取県乳腺疾患研究会 １回／年 ３点

その他乳癌関連学会、研究会等 ― ３点

９２



鳥取県大腸がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 全大腸内視鏡検査が実施できるか又はＳ状結腸内視鏡検査及び注腸エックス線検査が実施できる

こと。

２ 生検組織の採取が可能な内視鏡検査装置を有し、かつ内視鏡検査に習熟した医師が対応できるこ

と。

３ 内視鏡検査の臨床例が年間３０例以上あること。

４ 注腸エックス線検査を実施する場合には、次の基準にあうエックス線装置を有すること。

（１） 透視台の起倒が可能で、透視下の圧迫が可能であること。

（２） エックス線管は小焦点であること。（小焦点は０．３�、大焦点は１�以下であることが望ましい）。

（３） エックス線管球は短時間定格が充分大きく、撮影時の露出時間は０．０５秒以下であることが望

ましい。

５ 注腸エックス線写真は各地区医師会に設置した注腸エックス線写真合同読影委員会で合同判読す

ること。

６ 精密検査のために十分な経験と技術を持った医療担当者が確保されていること。

７ 精密検査の結果判明後は、大腸精密検査紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに返送す

ること。

８ 発見大腸がんに関して部会等が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、

がん登録についても同様であること。

９ 精検症例を部会等に提出して討議できること。

１０ 担当医が、大腸がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に１５点以上取得していること。

ただし、大腸がん検診従事者講習会に１回必ず出席していること。

１１ 関連の各種学会等への参加を通じて、常に大腸がん検診に関する学術的情報や知見を得ることが

望ましい。

（別記） 対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

大腸がん検診従事者講習会 全県 １回／年 ５点

消化器疾患研究会 東部 ２回／年 ２点

胃がん検診症例検討会 東部 ６回／年 ２点

胃疾患研究会 東部 １１回／年 １点

消化器病研究会 中部 ６回／年 ２点

消化器がん検診症例検討会 中部 ６回／年 ２点

消化管研究会 西部 ２２回／年 １点

境港市胃及び大腸がん検診反省会・症例検討会 西部 １回／年 ２点

山陰消化器研究会 全県 ６回／年 ２点

消化器内視鏡学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ２点

消化器病学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ２点

消化器集団検診学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ２点

９３



鳥取県大腸がん検診注腸エックス線検査医療機関登録基準

１ 次の基準にあうエックス線撮影装置で注腸エックス線検査が実施できること。

（１） 透視台の起倒が可能で、透視下の圧迫が可能であること。

（２） エックス線管は小焦点であること。（小焦点は０．３�、大焦点は１�以下であることが望ましい）。

（３） エックス線管球は短時間定格が充分大きく、撮影時の露出時間は０．０５秒以下であることが望

ましい。

２ 注腸エックス線写真は各地区医師会に設置した注腸エックス線写真合同読影委員会で合同判読す

ること。

３ 精密検査のために十分な経験と技術を持った医療担当者が確保されていること。

４ 精密検査の結果判明後は、大腸精密検査紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに返送す

ること。

５ 発見大腸がんに関して部会等が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、

がん登録についても同様であること。

６ 精検症例を部会等に提出して討議できること。

７ 担当医が、大腸がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に１５点以上取得していること。

ただし、大腸がん検診従事者講習会に１回必ず出席していること。

８ 関連の各種学会等への参加を通じて、常に大腸がん検診に関する学術的情報や知見を得ることが

望ましい。

（別記） 対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

大腸がん検診従事者講習会 全県 １回／年 ５点

消化器疾患研究会 東部 ２回／年 ２点

胃がん検診症例検討会 東部 ６回／年 ２点

胃疾患研究会 東部 １１回／年 １点

消化器病研究会 中部 ６回／年 ２点

消化器がん検診症例検討会 中部 ６回／年 ２点

消化管研究会 西部 ２２回／年 １点

境港市胃及び大腸がん検診反省会・症例検討会 西部 １回／年 ２点

山陰消化器研究会 全県 ６回／年 ２点

消化器内視鏡学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ２点

消化器病学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ２点

消化器集団検診学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ２点
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鳥取県肝臓がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 検診事業に関する調査・報告に積極的に協力すること。

２ 検診の資料及び結果は３年以上保存されること。

３ 精密検査として、少なくとも血小板検査、超音波検査、アルファフェトプロテイン（AFP）検

査及びHCV―RNA検査（アンプリコア定性法）が実施できること。

４ 次の基準にあう超音波検査機器を有し、かつ超音波検査に習熟した医師が対応できること。

（１） 走査方式は、電子コンベックス方式が可能であること。

（２） プローブは、１２８素子以上の高密度多素子プローブであること。

（３） ２系統以上の距離計測機能を有していること。

（４） ポラロイド撮影装置、プリンター、マルチフォーマットカメラ、電子媒体のいずれかの画像

記録装置を有していること。

（５） 観察用モニターは、９インチ以上であること。

＊上記基準に合致しなくても本委員会が承認した装置であればよい。（承認装置は別紙を参照）

５ 腹部超音波検査の臨床例が年間２００例以上あること。

６ 担当医が、肝臓がん検診従事者講習会等の受講点数を、過去３年間に１０点以上取得していること。

ただし、肝臓がん検診従事者講習会及び症例検討会に各１回必ず出席していること。

（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

肝臓がん検診従事者講習会及び症例検討会 全県 １回／年 ５点

山陰肝・胆・膵研究会 全県 １回／年 ２点 （島根県開催も対象）

消化器疾患研究会 東部 ２回／年 ２点

東部地区腹部超音波研究会 東部 ４回／年 ２点

腹部画像診断研究会 中部 ６回／年 ２点

中部肝疾患セミナー 中部 ２回／年 ２点

肝・胆・膵研究会 西部 ６回／年 ２点

消化器超音波研究会 西部 ４回／年 ２点

西部腹部超音波研究会 西部 ２回／年 ２点

肝がん撲滅運動講演会 全県 １回／年 ３点

（注） 上記以外の講習会等については、評価委員会及び専門委員会においてその都度協議すること

とする。
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鳥取県乳がん医療機関検診一次検診医登録基準

１ 登録資格は医師とし、専攻科は問わない。

２ 乳がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に１２点以上取得していること。ただし、乳が

ん検診従事者講習会及び鳥取県検診発見がん症例検討会には、必ず１回は出席していること。

３ 新規登録の場合は、次のいずれかを受講すること。

（１） 原則として健対協の主催する一次検診医講習会を受講すること。

なお、この講習会は、乳がん及び乳がん検診についての一般的知識、特に視診及び触診に重

点をおいた診断法、触診の実技の習得を目的とし、乳がん検診従事者講習会及び鳥取県検診発

見乳がん症例検討会に引き続いて年１回開催するものである。

（２）（１）の講習会を受ける事ができなかった場合は、部会等の長が指名した部会及び委員会の医師

系委員から（１）に準じた指導を受けること。この場合、指導した医師が、一次検診医として十分

能力が得られたと認定した時点をもって終了する。

４ 上記２、３にかかわらず、次に該当する場合は、登録できものとする。

（１） 日本乳癌学会認定の専門医、認定医

（２） 日本乳癌学会又は日本乳癌検診学会の役員

（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

乳がん検診従事者講習会及び鳥取県検診

発見乳がん症例検討会
全県 １回／年 ５点

日本乳癌学会 １回／年 ５点

日本乳癌検診学会 １回／年 ５点

各地区症例検討会 東・中・西部 各１回／年 ３点

日本乳癌学会中国四国地方会 １回／年 ３点

鳥取県乳腺疾患研究会 １回／年 ３点

その他乳癌関連学会、研究会等 ― ３点
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あ と が き

検診事業の運営上、重要な一面を占める精度管理については、成人病検診管理指導協議会の各部会

と鳥取県健康対策協議会の各検診対策専門委員会との合同会議で検討を重ね、会長の言葉にもあるよ

うに一層の向上に努めております。

鳥取県で実施している各種がん検診の実績を全て公表し、精度管理について評価、批判を戴くため

の報告書第１４報です。

この報告書は単年度のがん検診の詳細な全体像も一覧いただけるものと考えます。この点において

も参考にして戴ければ幸いです。

ただ、がん検診実績は追跡調査、予後調査まで含まれているため、前年度の実績内容となっており

ますので、ご承知下さい。

編集にあたり、各部会長、各専門委員長の先生方には多々ご助言を戴きました。厚く御礼申し上げ

ます。

最後に、発刊に際し、県医師会長岡本公男先生に御指導を戴きました。また、県医師会事務局の岩

垣陽子さん、田中貴裕さんには何時もの様に強力なお手伝いを戴きました。

皆様に心から御礼申し上げます。

鳥取県健康対策協議会

理 事 宮 � 博 実
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